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intro　─オトメの秘密とバスルーム─









（Asuka's view）




　──どうしよう、どうしよう、どうしよう！

「あーもう、どうしようっ！」

　明日のことを考えると、ドキドキしすぎてまったく眠れる気がしなかった。

「大体、兄さんはなんで、いつもいつもあんな能天気に寝ていられるのよ！」

　今もベッドの上で健やかに寝息を立てているであろう兄の顔を思い浮かべながら、明あ日す香かは不満そうに唇を尖とがらせた。

　これじゃあ、わたしだけが明日のデートを凄すごく楽しみにしてるみたいじゃないっ。

　頰ほおを膨らませながら、その不満を晴らすように、ぺちぺちと両手のひらで湯船に張られたお湯の表面を叩たたく。

　けど、その膨らんだ頰も風船から空気が抜けていくようにすぐに萎しぼんでいった。

（実際、そうなのかもしれない……）

　そんな不安が湧き上がってしまって、少しだけ気持ちが沈んでしまったのだ。

「ううん、そんなことない。兄さんだって、絶対にわたしのこと、意識してるはずだし」

　自分が妹としてみられていることは当然理解している。

　事実、わたしは兄さんの妹だし、だからこそ、こうしてひとつ屋根の下で一緒に暮らせているわけだし、兄さんのことを誰よりも知っていると自信を持って言える。

　けど、そのメリットと同じくらい、いや、それ以上のデメリットがあることもわかっている。

　世間の壁、常識の壁、その他もろもろの壁。色んな壁が目の前に立ちふさがっていて、どうしてわたしは兄さんの妹なんだろうって、言っても仕方のない愚痴を言ってしまいそうになってしまうことだってある。

　だからこそ、生まれた時点で覆しようのないデメリットを背負ってしまったわたしは、そのデメリットを背負っているからこそのメリットを上手に活用しながら全力でアピールし続けるしかないのだ。

「うん、不安になって悩んでたって何も解決なんてしない！　だったら自分の出で来きることを全力でやるしかないわよね」

　姫ひめ咲さき明あ日す香かはいつだってそうやって生きてきたのだから。

「さしあたって、今のわたしに出来ることと言ったら、明日に備えて自慢の身体をぴかぴかに磨いておくことよね」

　明日香は湯船から出ると、洗い場の鏡に前に立った。

　鏡に映る肢体はお湯で温められ、すべすべの肌は薄桃色に色づいていた。

　スラリと長く伸びた手足。大きすぎず、小さすぎずに形よく膨らんだ胸。もちろんその柔らかさと弾力にも自信あり。

　腰のあたりできゅっとくびれ、そこからなだらかなラインを描くお尻は女の子特有の柔らかさを表現していた。

　自分で言うのもなんだけど、やっぱり自慢のプロポーションだ。

「普通、これだけ魅力的な身体で迫られたら、思春期の男子なら誰だって陥落しそうなものなのに」

　それなのに、うちの兄ときたら──明日香はそう呟つぶやきながらボディーソープをタオルに付けて泡立てた。

「これだけのプロポーションを保つのに、わたしがいったいどれだけの努力をしてると思ってるんだ、あの兄は」

　食事は栄養のバランスとカロリーに気をつけ、間食はしない。当然、おやつ類も必要最低限に抑えて、夜九時以降の食事なんて厳禁。

　運動だって毎日きちんとインストラクターさんに作ってもらったメニュー通りこなしているし、睡眠時間もしっかりとっている。

　今日は緊張しちゃって夜ふかし気味だけど……。

　そんな風に抗あらがいがたい誘惑を退け、日々の弛たゆまぬ努力のもとに構築されたこの魅惑なボディーをこれでもかと言わんばかりに押し付けているのに、あの兄の口をついて出てくる言葉は『慎みを持て』だとか『いくら兄妹だからって限度というものがあると思うぞ』だとかそんなんばかりなのだ。

　最愛の妹に対して何ともそっけない対応だ。まあ、そこがまた、萌もえるっていうか、燃えるっていうか、嫌いじゃないんだけど。

　そんなことを考えながら明あ日す香かは、左手の首元、胸、そしておへそ周辺へとボディータオルを動かしていく。

「けど……だからこそ、なんだよね」

　過剰なスキンシップ。過激なアプローチ。

　それはすべて、兄さんが本気にしないとわかっているから。あくまで妹としての立ち位置にいるからこそ出で来きていたものだってことを、明日香は理解していた。

「結局、わたしも逃げてただけなんだよね」

　本気だってことを本気にしてしまうのは怖いから。

　今までの兄さんとの関係が壊れてしまうかもしれないから。

　本当に迷惑だって思われていたら、傷つくから。

　フラれてしまったら、きっと立ち直れないから。

　だから、本気で大好きって気持ちを込めながらも、いつだって冗談を装ってアプローチしていた。

　──けど、それをもう止めようと決意した。

　この前のセプテンバーエリミネーションで兄さんの演奏を聴いて、兄さんと一緒に歌って、兄さんの音を、兄さん自身を自分だけのものにしたいって、わたしも兄さんだけのものになりたいって、そう思ってしまったから。

　だからこそのデート。

　だからこそ、こんなにもドキドキして、緊張して、眠れなくて、お風呂に入るのもこれで三回目で。

　期待と不安と、純粋に楽しみな気持ちと。

「……一歩、踏み出さないと」

　なんせライバルは多いのだ。へなぽ娘ことぺったん娘こだけでも大変なのに、この前の演奏の結果、さらにライバルが増えるであろうことは簡単に予想ができる。

　だから何が何でも先手必勝！

　ボディータオルで肌をこすりながら、足首から脹脛ふくらはぎ、太ももへと移動させ、さらに付け根の方まで。

「…………」

　そこで、明あ日す香かの動きは一瞬停止した。

「こっちも、一歩踏み……だしちゃったり、して？」

　ぽつりとつぶやいて、一気に顔が熱くなるのが自分でもわかった。

「って、ないから、ないから、ないから！　あの兄さんに限っていきなりそんな桃色展開ありえないから！」

　恥ずかしい想像をしてしまったことを誤ご魔ま化かすように顔の前で大げさに手を左右に振りながら、でも──と明日香は再び考えてしまう。

「で、でも、ほら、あれよね。そんな展開、ほぼ１００％ありえないけど、でも、この世の中に１００％なんてものは存在しないわけで！」

　じっと鏡の中の自分の顔を見つめる。

「ね、念のためね。別にそこまで本気で期待してるわけじゃないし、さすがにまだ早いと思うし。そもそも、何をどうするかとかよくわかんないし。でも、どんな時でも準備万端なのが姫ひめ咲さき明日香さんなわけだから、いつもよりもちょっとだけ気合入れて綺き麗れいにしちゃおうかな、なんちゃって」












　誰かが聞いているわけでもないのに必要以上に言い訳がましい言葉を呟つぶやきながら、明あ日す香かはボディータオルをきゅっと股に挟み込む。

　そして、浴室の音をかき消すように、シャワーのコックを全開に捻ひねったのだった。






１章　─重なる想いと初デート─









「それにしても、なんだってわざわざ外で待ち合わせなんてするんだか」

　日曜日の朝。僕は鏡の前で髪をセットしながらひとりごちてみる。

「同じ部屋に住んでるんだから、外で待ち合わせなんてしないで、一緒に出ればいいのに」

　なんてことを当然のように昨夜、明日香に言ってみたのだけど「兄さんは全然わかってない。女心が全然わかってない！　今日のは一緒のお出かけじゃなくてデートなの。わかる？　デート！　デートって言ったら待ち合わせするのが基本でしょ！」とか言われてしまったわけで。

「デート、か……」

　呟いた自分の声に触発されるようにして脳裏に浮かんだのは、あの時の明日香の姿だ。

　先日のセプテンバーエリミネーションの帰り道。

　潤んだ瞳で、頰ほおを朱色に染めて、その表情は僕が今まで一度も見たことのなかった女の子の表情で、心臓がドキドキと跳ねて。

「…………って、なに緊張してるんだよ、僕は！」

　今日は名目上デートとは言え、明あ日す香かは僕の妹で、今では世界でただ一人の家族で、だから、その、変にドキドキするようなことなんて起こりうるはずもなくて。

　そもそも、妹なのにデートっていう事自体がおかしいっていうか。

　けど、あの時の真剣な明日香の目を、表情を見たら茶ちや化かすことなんて出で来きなくて、僕は自然と頷うなずいてしまっていた。

　そして、その後に見せた、明日香の心から嬉うれしそうな顔。

　とびっきりの笑顔を浮かべて、ものすごい勢いで僕に抱きついてきて。

　明日香が僕に抱きつくなんて日常茶飯事で、だからもう慣れたもんで、そんな風に思っていたのに、あの瞬間の明日香の感触は、体温は、匂いは、僕の精神を蕩とろけさせる程に強烈だった。

　今でも詳細にそれを思い出すことが出来る──

「って、また心臓がドキドキしてるし！」

　僕はドライヤーを洗面台の上に置くと、ひとつため息をついた。

　鏡に映る自分の顔はいつもよりも朱に色づいているのがわかる。

　つまり、そういうことなんだ。

「はぁ……」

　もう一度ため息をつく。

　そして、認めるしかなかった。

　僕は緊張しているんだ。これから明日香とデートをするという事実に。

　それはつまり、僕は明日香をひとりの女の子として意識してしまっていることになる。

　妹なのに。血を分けた兄妹なのに。

　僕は明日香のことを魅力的な女の子として認識してしまっているんだ。

「って、それも今更か」

　そんなことずっと前から──明日香が明日香として自立を始めた時からずっと、魅力的な女の子だって認識していた。

　ただ、それ以前に兄妹であるってことを盾にとって、意識的にその感情を遠ざけてきただけなのだ。

　そして、明日香が僕に対してただの兄以上の好意を寄せてくれていることも当然理解している。

　けど、それだってあくまで冗談に出来る範囲で、茶化せるだけの逃げ道を作ってのアプローチだった。

　あくまで、明日香は超がつくほどブラコンの妹だったのだ。

「なのに、まったく、急にとんでもない攻撃を仕掛けてくるんだから、あいつは」

　明あ日す香かの中でどんな心境の変化があったのかはわからない。

　けど、あの日の──そして多分、今日も──明日香は自分の気持ちに逃げ道を作らずに、真まっ直すぐな、いかにも明日香らしいアプローチを仕掛けてくるだろう。

　初しよっ端ぱなの外で待ち合わせって言うのが、まずその最初のスイッチなんだろうし。

「よしっ！」

　ぐだぐだ悩んでいても仕方がない。




　──僕は明日香のことが大好きだ。




　世界で一番の妹だと思っているし、明日香の兄であることが僕にとっての一番の自慢だ。

　そして、女の子としても魅力的だと思っている。

　それをしっかりと認めよう。

　だからといって、じゃあ、明日香との関係が今日を境に急激に変わるかと言えば、それはわからない。

　異性として意識しているのは確かだけど、やっぱり妹だって想おもいもあるのだから。

　その感情は簡単に切り替わるものではないし、一般的に考えれば切り替えていいものでもない。

　そんな簡単な話じゃない。

　だから、結局のところ、出たとこ勝負にしかならないんだよな。

　何かが変わるかもしれないし、何も変わらないかもしれない。

　ただ、僕はこれから明日香とデートをして、それに緊張していて、楽しみだって思っているのも事実で。

　だから、今はデートの相手として、今日一日、明日香のことを思いっきり楽しませてあげよう。

　妹として、そしてひとりの女の子として。自分にできる精一杯のことをしてあげよう。

　自分で自分の頰ほおを叩たたいて、気合いを入れて、僕は明日香との待ち合わせ場所へ向かうべく、部屋を飛び出したのだった。





　　◇◇◇






　朝の爽やかな陽光の中を駅に向かって進む。

　明日香との待ち合わせ場所は『音楽院前駅』の真向かいにある平和記念広場の中央に立つ『歌姫カンタトリス像』前だった。

　音楽院前駅はその名前の通り、カンタトリス音楽院の正門を出て２分ほどの場所にあり、平和記念広場は音楽院生はもちろん、神楽かぐら特とつ区くに住む人達の憩いの場所としても活用されている。

　その中央に立つステージ衣装に身を包んだ歌姫をモチーフにした石像は、デートの待ち合わせの定番スポットとして有名だった。

　学校帰りや休日の買い物などで駅前を通り過ぎる時、幸せそうに待ち合わせをしている男女の姿を見ることは何回もあったけど、まさか自分がそこで待ち合わせをすることになるとは思ってもいなかった。

　定番。だからこそのこそばゆさというか、明あ日す香かの本気っぷりが何となく感じられて、何とも形容しがたい気持ちが湧き上がってくる。

　嬉うれしいような、気恥ずかしいような、後ろめたいような、そわそわしたような、自分で自分の感情が全く摑つかめないままに、でも足は自然と速まっていた。

　軽めの駆け足で学校前を通り過ぎると、やがて視界の中に石造りのヨーロッパを思わせる駅舎と、その前にある歌姫の石像が入ってくる。

　休日の朝ってこともあり、石像前にはすでに待ち合わせの人たちで結構賑にぎわっていた。

　石像前の賑わいは神楽特区の住民にとっては毎週の恒例的な風景であり、取り立てて珍しい光景ではない。

　しかし、今日だけはその風景はいつもと違っていた。

　いつもであれば石像の前に均等な感じでばらける待ち合わせの人々。しかし、今日はまるでモーゼの十戒の割れた海のように、石像前の人ごみが割れていた。

　どこか緊張した空気と、ヒソヒソと内緒話をするような声が広場内に充満している。

　視線をゆっくりと、割れた道筋にそって移していくと、予想通りというか、当然というか、そこには美少女がいた。

　美少女というか──明日香だった。

　って、明日香、目立ちすぎだから！

　いや、知名度的にはめちゃめちゃ高い宝石歌姫ビジユカンタトリスでとびっきりの美少女、さらに今日は服装もメイクも気合い入りまくりだから注目を集めてしまうのも仕方がないのかもしれないけど。

　なんて言うか、そこに居るのは間違いなく僕のよく知っている明日香なんだけど、でも確実にいつもの明日香とは違って見えて。

　痛いくらいに心臓が激しく鼓動しているのを僕は感じていた。

　──ずるいよな、これ。

　明日香がどうして待ち合わせにこだわったのか、それがよくわかった。

　朝、家を出ていった時と服装がまるで違うのだ。つまり、わざわざどこかで一度着替えて、メイクもしなおして、そして今、僕の視線の先に立っている。

　日常から非日常への切り替えと言えばいいのだろうか。

　否いやが応おうでもデートという言葉を意識させられてしまう。ほんとずるい。

「あ、兄さんっ！」

　顔をあげた明あ日す香かが僕の姿に気づいて、にっこりと笑みを浮かべながら、大きく手を振った。

　その瞬間、周囲が大きくざわめいた。明日香の視線を後追いするように、周囲の人たちの視線が一斉に僕に向けられる。

　って、怖いから！

　あの姫ひめ咲さき明日香の待ち合わせ相手が誰なのか、興味とか羨望とか嫉妬とか、様々な感情を思わせる視線が一気に僕に集中する。

　この前のセプテンバーエリミネーションのステージ上でもここまで露骨に視線を感じなかったぞ！

　思わずひるんでしまう僕。

　けど、明日香はそんな視線を全くもって気にせずに僕の方へと駆け寄ってきた。

　僕の前で立ち止まって、腕時計を確認する。

「待ち合わせ時間の十分前か。うんうん、まずは合格だね♪」

「待ち合わせに遅れでもしたら、明日香に何をおごらされるかわからないからな」

「あれ？　今日はデートなんだから、基本兄さんのおごりじゃないの？」

「……うっ」

　いたずらっぽい笑みを浮かべる明日香に、思わず言葉が詰まる。

「なんて冗談だよ、冗談。わたしの方が稼ぎ多いわけだし」

「それはそれで兄として少し情けないけどな」

「大丈夫だよ。兄さんだったらすぐにいっぱい稼げるようになるから。ってことで、今日は基本割り勘で。でもその代わりに、ひとつだけ今日の記念に何かプレゼントしてくれると嬉うれしいかな？」

　少しだけ甘えたような声で明日香が言う。

「まあ、あんまり高くない物だったら」

　セプテンバーエリミネーションに出場するために明日香にはほんと世話になりっぱなしだったからな。

　そのお礼の意味も兼ねて、何かプレゼントしてあげるのはこっちとしても好都合だ。

「値段なんてどうでもいいよ。兄さんがプレゼントしてくれたものって部分が一番重要なんだから。だから、兄さんがちゃんと選んでね」

　なんか、急にハードルが上がったような。これは、気合を入れて選ばないと。

「んで、兄さん質問」

「ん？」

「今日のわたし、どうかな？　デートだから、思いっきりおめかししてみたんだけど、似合ってるかな？」

　手を後ろで組んで、柔らかな笑みを浮かべたまま、可愛かわいらしく小首を傾かしげる。

　栗くり色いろの柔らかな髪がさらさらと流れた。

　ほんと自然なポーズのひとつひとつがなんとも絵になる妹だ。

「どうって、わざわざ言うまでもないだろ？　明あ日す香かなんだから」

　そんなの可愛いに決まっている。

　ただ、さすがにこんなに沢山の人の前で、しかも、めちゃめちゃ注目されている中で可愛いとか言うのは照れくさいわけで。

「ちゃんと言ってくれないとわからないよ。兄さんに気に入ってもらえるかな～とか、兄さんに可愛いって言ってもらえるかな～とか、色々考えてオシャレしてきたんだから、ちゃんと感想を言ってくれると嬉うれしいな。もしかして、可愛くない？」

「ばか、そんなわけないだろ」

　今の明日香を目の前にして可愛くないなんて言えるのは特殊な嗜し好こうの持ち主か、視力に問題を抱えしまっている人か、自分にしか興味を抱かない自信家くらいなものだ。

「んじゃあ、可愛い？」

　上目遣いで僕の顔を覗のぞき込む。クリクリとしたサファイヤブルーの大きな瞳に僕の顔が映り込む。

　もう、主導権は完全に明日香に握られていた。

「……可愛いに決まってるだろ？」

「本当に？」

「ああ。文句なしに可愛い。今までで一番だ」

「えへへ、良かった……」

　明日香は心から安心したように微笑ほほえみ、胸の前で両手を抱きしめるようにしてあわせた後、おずおずと左手を差し出してきた。

「ん？」

「そんな可愛い女の子の手を一日握れる権利を特別にプレゼントします」

　頰ほおを赤く染めて、恥ずかしそうに明日香はそう言った。

　考えてみれば、明日香とは小学校低学年の頃以来、手を握っていないような気がする。

　一緒のベッドで寝たり、ふざけあって身体と身体が接触することはあるけど、改めてきちんと意識をして手を握るってのは本当に久しぶりだ。

「あ、ああ……」

　僕は必要以上に緊張しながら明あ日す香かの手を握った。

　明日香の小さくてすべすべの手が僕の手のひらで包まれる。

「兄さん、違うよ。今日の握り方は普通の握り方とは違うんです」

　そんなことを言いながら明日香は僕の指と明日香の指が交互になるように、いわゆる恋人繫つなぎと呼ばれる握り方に変えた。

「きょ、今日はデートなんだから、こんな風に握るのが正しいと思うのです」

　さっきから妙に丁寧口調なのは、明日香も緊張しているからだろう。

　ちらりと横目で明日香の顔を窺うと、頰ほおはさっきまで以上に赤くなっている。

　多分、僕の顔色も同じくらいに赤くなっているだろう。

　手を繫ぎながら、ふたりして盛大に照れて、緊張でカチコチになって。

　何をしているんだかこの兄妹は、なんて少しだけ思ったりもするけど。

　でも、この照れとか緊張はまったく嫌なものではなくて。

「じゃ、じゃあ、さっそくいきましょうか」

「そ、そうだな」

　ふたり肩を並べて平和記念広場を後にする。

　その間じゅう、ずっと背中に鋭い（主に男子連中の嫉妬のこもった）視線を受けていたけど、まあ、それも仕方ない。今日はそれを甘んじて受け入れよう。

　なんて僕は思っていたのだった。





　　◇◇◇






「それで、今日はどこに行くつもりなんだ？　確か、どこか連れて行きたいところがあるとか言ってたような気がするけど」

　電車に乗って二時間。神楽かぐら特とつ区くを離れ、東とう京きようの池いけ袋ぶくろ駅に着いた所で明日香に訊きいてみる。

　昨日の夜、今日のデートプランを考えたほうが良いのかと明日香に確認したところ、目的があるから大丈夫と言われたのだ。

　まあ、池袋駅で降りた時点で、目的地のひとつは何となく予想がついた。池袋は僕と明日香にとっては特別な場所のひとつだから。

「どこって色々よ。連れて行きたいところも一緒に行きたいところもいっぱいあるんだから覚悟しておいてね。とりあえず、最初は軽く腹ごしらえでもしましょうか」

　明日香と手を繫いだまま、混雑する池袋駅東口を出て、駅前の通りをサンシャイン方向に向かって歩く。

「う～ん、やっぱり休日の池いけ袋ぶくろは混んでるね」

「原はら宿じゆくや渋しぶ谷や、新しん宿じゆくと並ぶ繁華街だからなあ」

　休日ともなれば東とう京きよう都民だけではなく、近隣の地域からも沢山の人が遊びにきているだろう。

「カップルも多いね。ねえねえ、わたしたちも端から見たらカップルに見えてるかな？」

「そりゃあ、見えてるだろう」

　なんせしっかりと手をつないだまま歩いているんだから。

「そっか。よかった」

　明あ日す香かがはにかんだように笑った。

　明日香は歌姫カンタトリスという、いわばアイドルのような存在なので、他人に見られることに慣れている。

　言い替えるならば、他人に魅力的に見える表情を創つくることに慣れているとも言えるだろう。

　だから、笑顔ひとつをとっても色んな笑顔があって、そのどれもが魅力的で。

　でも、だからこそ、こんなふうに素す直なおに自分の感情を表した、ある意味油断したような表情ってのはあまり見せないのだ。

　職業病っていうのとは少し違うかもしれないけど、自然と素の自分を隠してしまう癖がついてしまっているのだろう。

　だから、こんなはにかんだような、年齢相応の表情を僕に見せてくれているのが嬉うれしくて、自然と頰ほおが緩んでいた。

「なになに、兄さん、急にニヤニヤして。そんなにわたしとカップルに見られるのが嬉しい？」

　からかうような明日香の問いかけに素直に頷うなずく。

「うん、嬉しくないって言ったら噓うそになるな。まあでも、それ以上に明日香が嬉しそうにしているのが僕には嬉しいんだよ」

　僕がそう答えると、明日香の顔が瞬間的に赤くなった。

「も、もう、急にそんなこと言うんだから。だから兄さんは反則なのよっ！」

　子供みたいにぷくっと頰を膨らませて、そしてさっきまで以上にぎゅっと強く手を握ってくる。

「って、なんで怒るかな？」

「別に怒ってないです。ただ、何だかんだ言って結局は兄さんには主導権を取られちゃうんだな～って思って。それが悔し嬉し腹立たしいみたいな感じで複雑なの！」

　そう言う明日香は確かに複雑そうな顔をしていた。

「こっちがどうやって兄さんをドキドキさせてやろうかな～とかいくら考えたところで、兄さんの何も考えていないような天然のひと言でこっちの方が何倍もドキドキさせられちゃうんだもん」

　唇を尖とがらせて拗すねたように言う。

「でも、わたしの性格的に負けっぱなしってのは許せないのよね」

「負けっぱなしって別に勝負なんてしてないだろ？　僕も勝ったとか思ってないし」

　ただ素す直なおな気持ちを素直に言っただけだ。明あ日す香かが嬉うれしそうにしているのを見て、自分も嬉しくなったって。

「兄さんにとってはそうでも、わたしにとってはそうじゃないの。今のはわたしの負けなの！　完全なる敗北！」

「相変わらず勝負事が好きだなあ」

「好きなのは勝負事じゃなくて勝つことよ。ちなみに負けることは大嫌いです。あーあ、この手は安易すぎるし、正直あまり使いたくは無かったんだけどな。でもまあ、一番効果的であるのは間違いないし、今後の主導権を握るためには仕方ないか」

　明日香がブツブツと何かを呟つぶやいた後、握っていた手をそっと離した。

　そして、完璧に計算された満面の笑みを浮かべながら、僕の腕を抱きしめるように引き寄せる。

「デートなんだし、腕、組んでもいいよね？」

　ぎゅーっと強く強く自分の身体を僕の腕へと押し付けてくる。

　特に女の子の身体の中でも一番柔らかくて弾力のありそうな場所を集中的に。ふよん、ふよん、と。

「あ、あのさ、胸、めちゃめちゃ当たってるんだけど」

　いまさら妹の胸の感触なんかに動揺なんてするはずない──なんてことは当然無く、僕は盛大に動揺しながら明日香にそう言った。

「これもあまりにも安易で定番すぎるセリフだからあまり使いたくないんだけど、今日は敢あえて言うわ。当ててるのよ」

　どうだ参ったか、と言わんばかりに口端をつり上げて、明日香は続ける。

「で、兄さんの感想は？」

　ぽわぽわの感触とミルクのような甘い匂いに包まれながら、今度も僕は素直に答えるしかなかった。

「参りました」

「よろしい♪」

　僕の答えに、明日香は上機嫌に、また僕が嬉しくなってしまうような無防備な笑みを浮かべたのだった。





　　◇◇◇






　明あ日す香かに導かれるまま入ったカフェの店内で僕は思わず頭を抱えそうになった。

　二時間かけて電車で池いけ袋ぶくろまで出てきているので、時間的にはもうお昼と言っても良い時間。

　ってことで、店内はすでに満席に近かった。

　池袋の駅を出て徒歩で二分ほど、メインストリートともいえるサンシャイン60通りの入り口に面したビルに入っているという優れた立地に、オシャレな雰囲気の店内。

　大きな窓からは爽やかな陽光が差し込んで明るい空気感を作り出している。

　人気のお店なんだなってことはすぐにわかった。

　にしても、この客層。

　基本的に女の子しかいないじゃないか！

　ところどころカップルで来ているお客さんもいるけど、彼氏の方は今の僕と同じように落ち着かない様子だ。

　たまに目と目があって、意味もなく会釈なんかしてみたり。お互い大変ですね、みたいな感じで。

「前から一回来てみたかったんだよね、このお店。なかなかチャンスが無くて」

　対面に座っている明日香は上機嫌でメニューを眺めている。

「兄さんはどれにする？」

「いや、どれにするって言われてもさ」

　メニューに表記されているのは基本的にパフェだった。

　ドリンク類やサンドイッチなどの軽食は一応置いてあるみたいだけど、これぞメインメニューとばかりに写真入りで大きく掲載されているのは色んな種類のパフェだ。

「僕にはどれも同じに見えるんだけど」

　パフェの数全部で22種類！　さすがに多すぎだろこれは。

　よくよくメニューを見てみると、それぞれにタロットカードの大アルカナの名称がつけられていた。

「ぜんぜん同じじゃないよ！　兄さんはどこに目をつけてるのよ。『女帝』は真っ赤なイチゴがメインだし『愚者』はチョコレート中心、『月』はモンブラン風だし『隠者』はヘルシーなヨーグルトベース。同じパフェでもまったく違うじゃない！」

　そのどれもが捨てがたいといった空気を出しながら明日香が続ける。

「う～ん、どうしよう。こうして写真付きで見せられると、逆に選べなくなっちゃうわよね」

　ここまで真剣な表情は来武ライブ中でも見られないんじゃないか、と思うくらいに明あ日す香かは眉間にシワを寄せながら悩んでいる。

「だったら、とりあえず諦めきれないのを全部注文してみたらどうだ？　自分でちゃんと稼いでるんだし」

　明日香のギャラを考えれば、それこそこの店のメニューを全部注文したところで余裕だろうし。

「うっ！」

　明日香はそんな僕の提案に一瞬心を揺さぶられたように目を泳がせてから、きゅっと唇を嚙かみ締しめて、

「そんなのダメよっ！　絶対ダメっ！」

　ドンッとテーブルを叩たたいた。そして、恨みがましい目で僕を睨にらんでくる。

「えーと、食べ物は粗末にしちゃダメってこと？」

「それもあるけど、そもそも粗末になんてできないのが問題なの！」

「ん？　どういうことだ？」

「だってこんな美お味いしそうなパフェ、目の前に置かれたら全部食べちゃうに決まってるでしょ？　テーブルに運ばれてきたが最後、それは全部わたしの体内に入り、カロリーとして摂取されてしまうのよ。ああ、なんて恐ろしいことでしょう」

　自分で自分を抱きしめるようにしながら身体を震わせる明日香。

「でも明日香、ぜんぜん太ってないし、っていうか、めちゃめちゃプロポーション良いんだから少しくらいは大丈夫なんじゃないか？」

「それがダメなの！　少しくらいとか、今日くらいとか、あと一口くらいとか、そのちょっとした油断が後の崩壊への第一歩になっちゃうんだから。一度妥協することを覚えてしまうと、心のハードルってものがどんどん下がって、そこから更に妥協してしまうようになってしまうものなの！」

　確かに、それはそうかもしれない。

　人間っていうのは、何事も一度妥協してしまうと次に同じ誘惑に襲われた時、あの時は妥協したんだから、みたいな感じでどんどん楽な方へと流されていってしまうものだからな。

　そして、明日香は何事においてもその小さな妥協を自分で許さなかったからこそ、今の地位に居るわけで。

　天才であることは間違いないけど、天才っていうのは単に才能があるってことだけではなくて、その才能を育てるために誰よりも努力をしている人たちのことを言うんだと僕は思う。

　いやまあ、どのパフェを選ぶかで悩んでいる時に考えるようなことでもないけど。

「う～ん、こうしてメニューを目の当たりにして色々と悩んじゃったけど、やっぱりアレにするべきよね。それが、一番の目的だったわけだし……」

　明あ日す香かがメニューを見ながらなにやらブツブツとつぶやいて、そして僕の方へと視線を移す。

　立てたメニューで口元を隠しながら、少し潤んだ目でじっと僕を見つめた。

「ん？　どうかしたか？」

「あ、あのねっ！　兄さんのメニューもわたしが選んじゃっていいかな？　というか、選ばせて下さいっ！　お願いします！」

　勢い良く明日香が頭を下げる。

「う、うん、別にいいけど。最初に言った通り、僕にはどれも同じように見えるし」

　味の違いはあれど基本的にはパフェだ。絶対食べたいものも、苦手なものも特にはない。

「ホントに？　わたしの頼んだメニュー、最後までちゃんと、お店のルール通りに食べてくれる？」

「ああ。別に食べられないようなメニューも無いだろ？」

　居酒屋やカラオケボックスだったら、ドッキリ系のパーティーメニューもあるだろうけど、さすがにここにはそんなものは無いだろう。

「よし、約束だからね。すいませ～ん、注文いいですか～？」

　明日香は満面の笑みを浮かべながらウェイトレスさんを呼んだ。

　そして、その５分後、僕は明日香の言った「最後までちゃんと、お店のルール通りに食べてくれる？」の意味を知ったのだった。




「んふふ～♪」

　満面の笑みを浮かべる明日香を目の前にして、僕は頭を抱えていた。

　テーブルの上には巨大なパフェ。アイスにソフトクリーム、フルーツに生クリームにムースやらミニシューやら、これでもかと言わんばかりのスイーツが山盛りになっている。

　それもひとつの容器の中に。とはいえ、一人分の分量ではない。

「今日はね、これを兄さんと一緒に食べたかったんだ」

　明日香が注文したのは22種類あるメニューの中でも一番特殊なメニュー。

　タロットカードの『恋人』の名称が付けられた特大パフェ。

　その名称どおり、カップル専用のメニューでふたりでひとつを食べることを前提にしたメニューだった。

　そして、その一番の特色は付属してくるスプーンとフォークが一組しかないってことだ。

　さらに、メニューには周囲も羨むようなアツアツっぷりでお召し上がり下さい♪、　みたいなことが書いてあった。しかもイラスト付きで。

　──要するに、

「はい、兄さん、あ～ん♪」

　こういうことだった。

「は、謀ったな明あ日す香かっ！」

「別に謀ってないよ？　わたしは兄さんの分まで選ばせて欲しいってちゃんとお願いしただけだし。別にメニューも隠してなかったよね？」

「そ、それは……」

　そう言われるとその通りなんだけど。ちゃんとメニューを確認していなかった自分が悪いだけで。

「で、兄さんは最後までちゃんと、お店のルール通りに食べてくれると約束してくれました」

「う、うう……」

「そしてわたしは信じてます。わたしの兄さんは妹と交わした約束を破るような人でなしではないということを」

　丁寧な口調で着実に追い込んでくる明日香。こうなったらもう勝ち目がないことを、僕は長年の経験で理解していた。












「兄さん、あ～～～～～～～～ん」

　楽しそうに、ほんと心から楽しそうな笑顔を浮かべながら明あ日す香かがアイスを掬すくったスプーンを差し出してくる。

　ったく、しょうがないな。そんなに嬉うれしそうな顔を見せられたら、何も言えなくなっちゃうじゃないか。

　観念したように口を開けると、やがてスプーンが差し込まれ、口の中にアイスクリームの甘さが広がった。

「えへへ、夢、いっこ叶かなっちゃった」

　明日香が幸せそうに目を細めながらスプーンで再びアイスを掬うと、今度は自分の口へと運ぶ。

「夢ってそんな大げさな」

「大げさじゃないよ～。ずっと夢だったんだから。ここでこうして『恋人』のパフェを頼んで一緒に食べるの」

「明日香だったらそんな夢、簡単に叶えられるだろうに。一緒に来てくれる相手、いくらでもいそうだし」

「おい兄、ぶっ殺すわよ」

　テーブルの下でぎゅーっとつま先を踏まれ、明日香が笑顔のまま殺気を放っていた。

「相手が誰でも良い訳ないでしょ？　兄さんと一緒に、って部分が一番重要なの。だから夢だったの！　なのに、どうしてそんな無粋なこと言っちゃうかなあ」

　ジト目で睨にらみながら、足の甲をグリグリしてくる。

「いや、だって、って痛い。足、痛いから」

「だってもへったくれもない！　兄さんはデート中にわたしに酷ひどいことを言って傷つけました。わたしの心は傷つきました」

　頰ほおを膨らませて抗議してくる。

「ごめん、悪かったよ」

「じゃあお詫わびとして、兄さんの誠意を見せてほしいな」

「誠意？」

「うん。わたしの傷ついた心が癒いやされるような、とびっきりのイチャイチャをして。こう、ふたりのラブラブっぷりを周囲にアピールしちゃうような」

　そんなことを言いながら明日香はフォークでイチゴを刺すと、それに「ちゅっ」と口づけをした後、いたずらっぽく笑いながら僕の方へと差し出してくる。

「はい兄さん、あ～ん」

「いや、それは……」

　さすがに恥ずかしすぎる。

「兄さん、誠意、誠意」

「周囲の視線が痛すぎるんだけど」

　そもそも『恋人』パフェを注文した時点で、お店側の派手なパフォーマンスもあったりした結果、注目を浴びまくりだったのだ。

　明あ日す香かのその容姿のせいもあって、今や店中から一挙手一投足を注目されていると言っても過言ではないだろう。

　やっぱり目立つもんな、明日香。贔ひい屓き目めなしで見ても、他の女の子と醸し出しているオーラがぜんぜん違う。

「ダメだなー兄さん、バカップルっていうのは周囲なんて気にしちゃダメなんだよ。ふたりだけの世界に入り込まないと」

「自分でバカップル言うな」

「いいじゃないバカップル。バカップル賛成ー。イチャラブ推奨ー。はい、ディープ間接キスー」

　有無を言わせない笑顔で一度キスをしたイチゴを目の前に突き出してくる。

　どうやら、逃げ道は無さそうだった。

　ほんと、まわりから見たら今の僕達は相当なバカップルなんだろうな。

　そして、そう見られることが嫌ではない自分がいるのも何とも複雑な心境だった。

　意を決してイチゴを口に含む。

　今更明日香との間接キスをどうこう思うことはない。

　子供の頃から一口頂戴なんてことはしょっちゅうだったし、この前は世界中継でキス──というか調律チユーニングシーンを流されたわけだし。

　でも、そうなんだけど、

「えへへ。ラブラブだね、わたしたち♪」

　明日香のそんな甘ったるい声に、自分が想像していた以上に顔が熱くなってしまうのを実感していた。





　　◇◇◇






「なあ、明日香」

「ん？　なに？」

　恋人パフェを心から満喫してご機嫌な明日香に手を引かれながら、サンシャイン60通りを歩く。

「僕なんかのどこがいいんだ？」

　その疑問を口に出すかどうか、ずっと迷っていた。

　それは言ってしまえば、今までの兄と妹であるという関係から一歩踏み出してしまう、そのキッカケになる言葉だからだ。

　でも、考えてみれば今日デートをしている時点で賽さいはすでに投げられている。

　明あ日す香かだって、その決意があったから、あの帰り道でわざわざ『デートしてください』と言ったわけだろうし。

　僕の言葉に、繫つないだ明日香の指が少し緊張したようにピクッと動いて、それからぎゅっと握りしめてきた。

　そして、柔らかく微笑ほほえみながら小首を傾かしげる。

「あらためてどこがって聞かれると難しいなぁ。強いて言うなら、やっぱり全部になっちゃうかなぁ」

「全部って。自分で言うのもなんだけど、僕って勉強も運動も平均点だったろ？　ルックスに関しては自分じゃなんとも言えないけど、僕よりも優れているヤツなんていくらでもいる」

「うん、そうだね」

　明日香は笑顔のまま、あっさりと肯定した。

　そこで肯定されると、ちょっとだけ胸が痛かったりもするんだけど。

「一方、明日香は子供の頃から天才って言われ続けてきた才能の持ち主だ。勉強も運動も抜群の成績、小学校、中学校と学校のアイドル的な存在だったし、今じゃ世界に誇る宝石歌姫ビジユカンタトリスだ」

「ルックスは？」

「ん？」

「だからルックスの評価は？　兄さんから見た、わたしのルックスの評価」

　明日香が上目遣いで僕の目を覗のぞきこんでくる。まるで催促するように。

　照れくさいから敢あえて避けたのに、的確にツッコんでくるんだもんな。

「可愛かわいいよ、文句なしに。僕が今まで出会ってきた女の子の中でもトップクラスに可愛い」

「あくまでトップクラスであって一番じゃないところがちょっと引っかかるけど、でも、ありがと」

　嬉うれしそうに、少し照れくさそうに目を細める。

　そんな表情もやっぱり可愛くて、多分、妹としてではなく、たとえば学校で普通に出会ったような関係だったとしたら、僕は今までの人生の中で一番可愛いと思っていたかもしれない。

「だからさ、どうして僕なんだろうって」

　明あ日す香かだったら、言い寄ってくる異性は多いだろうし、その気にさえなればいくらだって選び放題だろう。

「それに、僕達は兄妹なわけだし」

　なのに、わざわざ兄である僕のことを慕ってくれている。

　結局、どうしたって、何をどう考えたって、思考はそこにたどり着いてしまう。

　僕は明日香の兄であり、明日香は僕の妹である。

　常識的に考えれば、決して結ばれない、結ばれてはいけない間柄なのだ。

「だからって部分もね、大きいと思うんだ」

　きゅっ、と再び僕の手を強く握った。

「兄さんが兄さんだったから、だからわたしは兄さんに惹ひかれたのかなって」

　明日香はそっと空を見上げながら、そんな風に小さく呟つぶやいた。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




「はあ、さすがにこれはちょっとキツイかも」

　窓の外の景色はすでに藍色。

　先ほどまでグラウンドの方から響いてきていた運動部の掛け声も、すでに聞こえなくなっている。

　そんな時間に、姫ひめ咲さき明日香はひとり生徒会室に残り、書類の整理に追われていた。

　幼少の頃から神童と噂うわさされ、小学校入学とともにその名は市内中に広まった。

　頭ず脳のう明めい晰せき、スポーツ万能、明朗快活、閉へい月げつ羞しゆう花か。

　誰の目から見ても非の打ち所のない明日香は常にグループの中心にあり、その存在感は小学校を卒業し、中学校に入学すると共にさらに大きなものへとなっていった。

　学校創立以来初の一年生での生徒会長就任。

　自分から立候補したわけではなく、クラスメイトに推薦されての当選。

　明日香自身は別に生徒会長になりたかったわけではなく（むしろそのせいで早く家に帰れない日が出で来きてしまい、兄とのスキンシップの時間が減ってしまうことに対しては大いに不満を持っていたけど）、でもまあ自分が必要とされているのであればという理由でその役目を受けることにした。

　当然、それに対する反発は上級生を中心に多少なりともあった。

　それがあるのが当然だと明あ日す香かは考えていたし、だからこそ、そんな上級生たちを納得させるためにもしっかりとした仕事をしないといけない。

　やるからには全力で取り組んで結果を残す。

　それが姫ひめ咲さき明日香の生き方で、そんな明日香の頑張りはすぐに上級生たちにも認められ、信頼されることとなった。

　明日香に任せておけば大丈夫。どんな問題だって明日香なら解決してくれる。

　信頼はやがて無意識な依存へと変化していき、結果、明日香の仕事量は日々増えていってしまったのだ。

「頼まれると、ついつい調子に乗って引き受けちゃうのがわたしの悪いところよね」

　ひとりごちながら「んん～っ」と伸びをする。

　二週間後に控えた文化祭。学校をあげての一大イベント。

　なので、もちろん生徒会も運営としてフル回転している。一年間のうちでもっとも生徒会が忙しいタイミングと言っても良いかもしれない。

　それにプラスして、明日香の机の上にはクラスの出展用の様々な書類が置かれていた。

　明日香のクラスでは満場一致で縁日をやることに決定した。

　そこで出す食べ物のメニュー決めや大道具、小道具の作成などはクラスメイトみんなが率先して作業してくれている。

　その代わりにと言ったらなんだけど、学校へ提出する書類作成、模擬店で販売する焼きそばやフランクフルトの仕入れの調整から保健所への許可申請、風船釣り用の用具の手配などなど、複雑で面倒くさい仕事が大挙して明日香の目の前に積まれたというわけだ。

　担任の先生も一緒になって任せっきりなのはどうなんだろうと思わなくもないけど──明日香は小さくため息をついて、指先で目頭を押さえた。

「って、弱音を吐いてもいられないか」

　ここにある書類は、基本明日までに作成しておかないとまずいものばかりだった。

　これを落としてしまうと、最悪クラスの出展ができなくなってしまうかもしれない。

「みんなが楽しみにしてる文化祭を台無しにはできないもんね」

　むん、とひとつ気合いをいれて、明日香は書類に必要事項を記入していく。けど、その作業はなかなか捗はかどらなかった。

　いつもの調子であれば、とっくに終わっていたであろう。

　しかし、今日はどうにも頭の回転が鈍いのだ。

　代わりに視界がぐるぐると回転していた。

「あー、もう」

　明日香はもう一度目頭を指先でつまむ。霞かすむ視界の焦点をあわせるように指先でマッサージする。

　その指先を通して伝わってくる体温は驚くほどに熱かった。

　朝から発熱していたのだ。

　そして、それを誰にも悟られずに一日を過ごせてしまうくらいに明あ日す香かは強く、誰にも打ち明けないまま一日を過ごしてしまうくらいに明日香は弱かった。

　幼い頃からなんでも自分ひとりでできてしまったため、誰かに自分の弱みを見せることが苦手だった。

「大丈夫、大丈夫。まだぜんぜん平気なんだから。明日香、このくらいの仕事、すぐに片付けられるでしょ？」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやきながら、明日香はペンを走らせた。




　──それから二時間後。

　自分ひとりの力で終わらせるべき仕事を終わらせたのはさすが姫ひめ咲さき明日香だった。

「はぁ……なんとか終わった。けど、さすがにちょっと、疲れた……」

　書類を机の引き出しの中へと仕し舞まうと、明日香はそのまま机に突っ伏した。

　吐息は荒く、顔色は悪い。身体は小刻みに震えていた。

　無理をしたせいで熱がさらに上がってしまったのだ。

「う～、これは少しまずったかも……」

　身体を起こそうにも力がまったく入らなかった。

　上半身を机に倒したまま、荒い息を吐き出し続ける。

「寒いしだるいし気持ち悪いし、もう最悪。早くベッドで横になりたい」

　悪寒は全身を駆け巡り、目を閉じていても視界はぐるぐると回転を続けている。

　熱のせいで平衡感覚がおかしくなって、自分の体勢がどうなっているのかもよくわからない状態になっていた。

「これはちょっと、本当に困ったことになったかも」

　そのうち、先生が見回りに来るはずだから、明日までこのままってことは無いだろう。

　けど、生徒会室への見回りはほとんど無いからなあ。それは先生方に信頼されている証あかしであるけれど、今回はそれが裏目に出てしまった。

　見回りに来るまであと何時間くらいだろう？

　それより、少し休めば動けるようになるかな？　動けるようになったら、頑張って帰るか、誰かに電話して迎えに来てもらうか。

　そんなことを冷静に考えながらも、不安が心の中を埋め尽くしていた。だから、

「明日香っ！」

　一番耳に馴な染じんだ声と共に生徒会室のドアが開けられた時、明日香は思わず泣いてしまいそうになってしまった。

　小走りで近づいてくる足音。

　そして、兄の──タケルのやさしい手がそっと明あ日す香かの背中に触れた。

「まったく、こんな時間まで学校に残って、って熱っ！　お前、熱あるじゃないか。大丈夫か？」

　その手が今度は額に触れて、心地良い冷たさに明日香は上半身を起こす。

　──いつだって、本当にピンチの時は兄さんが側にいてくれる。

　そして、兄が側に居てくれさえすれば明日香は笑顔になれるのだ。

「ちょっと疲れちゃったから一休みしてただけだよ」

「一休みって、お前また無理したな。体調悪い時くらい、無理しないで少しは自分をいたわれ。こんな遅くまでひとりで学校に残って」

「そうは言っても大切なお仕事だったの。とっても責任重大な」

「まあ、明日香は生徒会長だし、そういう仕事があるのはわかってるけどさ」

　そう言いながら顔を覗のぞきこんでくるタケルの目が本気で自分のことを心配してくれているのがわかって、明日香の頰ほおは自然と緩んでしまっていた。

「それで兄さんは帰りの遅いわたしのことが心配になって、わざわざ学校まで迎えに来てくれたと」

「別にそこまで心配したわけじゃないよ。ただ、たまたま忘れ物があって、それを取りに来たついでに生徒会室を覗いてみたら、明日香が寝てたから声をかけてみただけだよ」

「たまたま忘れ物ね～」

　その割には、手には何も持ってないじゃない──なんて無粋な指摘はしないで、明日香は立ち上がると、自分の身体を兄へと預けた。

「お前、やっぱり熱いぞ。相当熱あるんじゃないか？」

「うん、もう歩けない。だからおんぶして」

　甘えるようにして、タケルの首へと両腕を回す明日香。

「ったく、仕方ないな」

　タケルが明日香に背中を向けてしゃがむと、明日香はその全体重をタケルへと預けた。

　──こんな風に自分のすべてを預けることができるのは兄さんだけ。

　──こんな風に心から甘えることができるのも兄さんだけ。

　タケルの背中で揺られながら、ぼんやりとした意識の中で、明日香はそんな風に思っていた。




「そして、なんでこんなところで寝ちゃってるかな、この兄は」

　目が覚めて、最初に発した言葉がそれだった。












　きっと看病の途中で眠ってしまったのだろう。

　明あ日す香かはベッドに横になりながら、ベッド脇に座ったまま突っ伏すようにして眠っている兄の頭をぽんぽんと叩たたく。

　兄に背負われて家まで帰ってきて、そのままベッドに寝かされた。

　それから、パジャマへと着替えさせられて、お粥かゆを食べさせてもらって、薬を飲んで、一時間ほど眠ったらだいぶ身体の方も楽になってきた。

「また兄さんに助けてもらっちゃった」

　タケルの頭を撫なでながら、明日香は柔らかく微笑ほほえむ。

　静かな空間。耳に届くのは時計の針の音と、微かすかな兄の寝息だけ。

　幸せな時間だった。

「それにしても……」

　肌にぴったりと張り付く下着の感触に明日香は眉をひそめる。

　解熱剤が効いているんだろう。大量に汗をかいたので、下着からパジャマから湿っていて、肌に張り付いて気持ち悪い。

「一回、お風呂入ってこようかな」

　いくら下着を取り替えても汗でベタベタしたままだと気持ち悪いし、兄さんがこんなに近くで寝てるんだったら身体は綺き麗れいにしておきたい。

「よし、入ってこよう！」

　そう気合を入れて身体を起こした所で、ベッドテーブルにおいてある携帯に着信があるのに明あ日す香かは気がついた。

　携帯を手にとって操作する。メールの差出人はクラスメイトの七なな絵えだった。

「ん？　なになに？」

　メールの文面に視線を落とす。




『遅くまでお仕事おつかれさま。でも、あまり遅くなるようだったらひとこと言ってよね。私も手伝うからさ。それはそうと明日香、お兄さんに怒られなかった？　さっきあんたのお兄さんから電話があって、妹の帰りが遅いんで心配なんだけど居場所を知らないかってものすごい勢いで聞かれちゃってさ。明日香は優秀だし、もう子供じゃないんだからそんな心配しなくても大丈夫ですよって言っても、あいつは逆に優秀だからこそ心配なんだ、とか言うし。それに、いつもの明日香なら、ここまで遅くなるんだったら事前に連絡があるはずだ。それなのに連絡が無いってことは、何か大変なことになってるかもしれないって取り乱しちゃって。で、多分、生徒会室で仕事してると思いますよって伝えたらいきなり電話切れちゃってさ。なんて言うか、あんたも相当なブラコンだなって思ってたけど、お兄さんもお兄さんで相当なシスコンみたいね。まったく、あんたらはどんな兄妹なんだか。けどまあ、お兄さんの話聞いてたら私も少し心配になっちゃったから、このメールをみたら返信すること。ＯＫ？　んじゃ、また明日、学校で』




　文面を一通り読んで、明日香は携帯をぎゅっと自分の胸に抱きしめた。にんまりとだらしなく笑みが浮かんでしまう。

　そしてもう一度文面を最初から記憶に焼き付けるように読みなおして、軽く身み悶もだえて、それから七絵に『メールありがとう。なにも心配ないよ。あと、貴重な情報を教えてくれてありがとう、心の友よ～』と返信した。

　携帯をベッドテーブルに戻すとひとつ息を吐き出す。

　トクトクと胸が高鳴っていた。

「おい、この噓うそつきめ。お前、わたしのことめちゃめちゃ心配してたんじゃないか」

　明日香は口元を緩ませながら、兄の頰ほおをツンツンと突っついた。

「なにがたまたま学校に忘れ物があってだ。バレバレの噓をつきおって」

　本当に嬉うれしそうな笑みを浮かべながら、明日香は指先でタケルの頰を弄ぶ。

　タケルが明日香のことを取り乱すくらいにめちゃめちゃ心配して、明日香の友達にまで電話をかけてくれていたことが嬉しくて堪たまらないのだ。

「わたしのことが大好きで大好きで仕方ないくせに」

　小さく呟つぶやきながら、優しくタケルの頭を撫なでる明あ日す香か。

「わたしも、本気で好きになっちゃうぞ、このやろー」

　──本当は、とっくの昔に本気で好きになっているのだけど。でも、今日の一件でますます好きになってしまったのは間違いなくて。

「こんなに好きにさせた責任、ちゃんと取りなさいよね、ばか兄」

　明日香はベッドの上にちょこんと正座をすると、そのまま上半身をタケルの顔へと近づけていく。

「わたしがこんなにドキドキしてるっていうのに、能天気に眠ってくれちゃってさ」

　不満そうに唇を尖とがらせて、そのままその唇を眠っているタケルの頰ほおにそっと触れさせたのだった。





　　◇◇◇






「うん、やっぱり全部かな」

　空をみあげていた視線を僕に戻して、明日香はそう言った。

「兄妹だからさ、わたしが生まれた時からずっと、兄さんはわたしの一番近くにいて。だから兄さんの良いところも悪いところも全部知ってる。それでも──」

　そこで明日香は一旦言葉を切ると、真剣な眼まな差ざしを浮かべて、

「それでも、兄さんのことが好きだから」

　はっきりと言葉にした。

「上辺だけじゃなくて、憧れとかでもなくて、綺き麗れいな面も汚い面も全部知っていて、許せない部分とか腹のたつ所とかもいっぱいあるけど……それでもまあ、大好きなんだからさ」

　照れたように頰をぽりぽりと搔かきながら、上目遣いで僕を見る。

「やっぱり全部好きなんだよ、兄さんのこと」

　その真まっ直すぐな言葉に、僕は何も返すことが出で来きなかった。

　心臓が高鳴って、嬉うれしいって感情と、ふわふわした感覚と、それをストップさせようとする思考と、それは間違っていると指摘する常識と。

「もう、そんな困った顔しないでよ、兄さん」

「いや、でも……」

「別にね、今すぐ兄さんと恋人になりたいとか、そういうことを言ってるんじゃないの。わたしだって簡単に割り切れるような事じゃないってこと、ちゃんとわかってるし、正直に言えばこれが本当の恋愛感情なのかもわからないし。兄さん以外にこんな感情を抱いたことないから」

　明あ日す香かは僕の腕に自分の腕を絡めて、身体を密着させながら続ける。

「でも、兄さんが他の女の子と仲良くしてるのを見るとムカムカするし、他の女の子の幻創曲レチタテイーヴオを弾いているのを見るのは胸が痛い。他の娘ことチューニングしてるのを見る度にすぐに自分の唇で上書きしたくなるし、とにかく独り占めしたいって思ってる」

　今まで胸の奥にずっと仕し舞まっていたすべての思いを解放するように言葉にする。

「だから、その意思表示だけはしておこうって。わたしは兄さんにとってはやっぱり妹で、普通に考えれば舞台に上がることさえできない関係だから。だから、思いっきりぶつかっていこうって。じゃないと、自分が納得できないままに、すぐにでも兄さんを他の人に取られちゃいそうな気がするから」

　まるで大切な玩具おもちやを取られないようにと必死な子供みたいに、僕の腕を自分の身体へと引き寄せる明日香。

　やっぱり、僕はそんな明日香の仕草のひとつひとつが嬉うれしいと思った。

　正直に言えば、僕も明日香と同じで恋愛感情ってものがよくわかっていない。

　今までそんな余裕どこにもなかったからなあ。

　だから、この嬉しいって感情は所謂いわゆる恋愛感情なのかまったくわからないし、他の女の子に対しても今までそういう事を考えてこなかった。

　もしかしたら、今回のこれが、恋愛ってものに向きあういい機会なのかもしれない。まあでも──

「別にそんな誰かが今すぐ僕を取ったりしないと思うんだけど」

　僕がそう言うと、明日香がジト目で僕を睨にらんだ。

「その鈍感なところが一番腹立つんだよね。まったく現状がわかってないんだから」

「現状って？」

「この前のセプテンバーエリミネーションで兄さん、自分が何をしたか全然わかってないでしょ？」

「何をしたかって、別に普通に奏士トルヴエールとして演奏しただけだけど」

　特別目立つようなことはしていないはずだ。

「ええ、そうね。わたしとへなぽ娘この幻創曲を同時に演奏しただけよね」

「ああ。あれはなかなかのナイスアイディアだっただろ？　ぶっつけ本番だったから上う手まくいくかどうか少し不安だったけど、上手くいって良かったよ」

「あれ、普通は上手くいかないものなのよ」

「まあ、そうだよな。練習もしてなかったわけだし」

　あの時はあれしか方法がないって思って必死だったけど、冷静になって思い返してみると、かなり無謀なチャレンジだったわけだ。

「でも、今後のタッグマッチのことを考えたら結構重要なスキルになってくると思うんだ」

　明あ日す香かはソリストだから奏士トルヴエールの補助がなくても自分の実力を発揮することができる。

　けど、普通の歌姫カンタトリスにとって、奏士の演奏が有るか無いかは非常に重要なポイントになってくるわけで。

「うん。だから、兄さんは自分が何をしたのか全然わかってないって言ってるの」

　なぜか明日香が不満気に頰ほおを膨らませたまま、そんな風に言った。

「ん、どういうこと？」

「ひとりの奏士による複数歌姫への同時演奏。あれって誰にでも出で来きることじゃないって言ってるの。ううん、むしろ今までで兄さん以外に成功させた奏士は存在しないわ」

「そりゃあ、そうだろ。だって、この前、僕が初めてやったわけだし」

　それまでは来武ライブにタッグマッチなんてルールがなかったわけだから、あんなこと、やる機会がなかったはずだ。

　けど、明日香は僕の言葉に首を横に振った。

「今まで誰も試さなかったわけないじゃない。奏士の数は歌姫の数に比べて少ないんだからさ」

「え？　でも、今までは来武で同時演奏なんてする必要なかったわけだろ？」

「ええ。来武ではね」

　明日香が硬い表情をつくって頷うなずく。

「でも、歌姫が詠うたうのは来武だけとは限らない。どこの国だって表向きはＩＣＣの定めたルールに従っているけど、でも、それ以外の可能性を検討していないはずがないでしょ？」

　明日香の言葉の意味。それが何を指しているのか、さすがの僕にもわかる。

　僕は通りの先に見えるサンシャイン60の最上階へと視線を移した。明日香も追いかけるようにして、そこを見やる。

「軍事利用、か」

「それだけってわけでもないけど。でも、奏士の数が足りていない以上、ひとりの奏士の演奏で同時に複数の歌姫を詠わせてみようって考えは当然出てくるわけよ。どこの国でもその実験は試している。当然日本も。そして、今まで誰もそれを成功させることはできなかった」

「マジで？」

「うん、マジで。同時演奏することによって、お互いの幻創曲が干渉し合って逆効果になっちゃったり、気持ち的に入りきれなくて奏士無しの時よりも魔法の威力が落ちてしまったりと散々な結果でね、奏士ひとりによる同時演奏は不可能ってのが世の常識になっていたわけよ。だからこそ、奏士ひとりに対して歌姫ふたりって形でのタッグマッチルールが作られたんだと思うし」

　同時演奏できない分、より戦略的な面白さが出てくるはずだから、と明あ日す香かは続けた。

「つまりね、この前兄さんがやったことってのは、ものすごいことなの。今、世界中のお偉いさんたちが兄さんに注目してるのは間違いないわね」

　そして明日香の目が不機嫌そうに細められる。

「もちろん、お偉いさんたちだけじゃなくて、世界中の歌姫カンタトリスたちもね。それなのにこのバカ兄は何もわかってないんだから」

「そう言われても。僕は別に特別なことはしてないんだけどな。ただ、明日香と花か穂ほのために必死に演奏しただけで」

　本当に、明日香と花穂を助けたい。ふたりの力になりたいって、それだけを考えて演奏しただけだ。

「とにかく、今の兄さんは業界の注目の的なんだから、それをしっかりと意識しておいてね。へなぽ娘こやぺったん娘こならまだしも、他の歌姫の誘惑にのったりなんかしたら、ちょん切るからね」

「ちょ、ちょん切るってどこを？」

「そんなの決まってるじゃない。兄さんが姉さんになっちゃうところよ」

　ニッコリと笑う明日香の顔をみて、僕の股間のあたりがきゅっ、と縮み上がった。





　　◇◇◇






「さてさて、どうしたものかな」

　ひとり池いけ袋ぶくろの街をぶらぶらする。

　朝、明日香と約束したプレゼントを探すため、一時間ほど明日香と別行動にしたのだ。

　とは言え、一体何をプレゼントしたら良いものか、まったく思いつかなかった。

　なんせ相手は日本が誇る宝石歌姫ビジユカンタトリスなのだ。

　実際に金額を聞いてみたことは無いけれど、そのギャラは相当なものだろう。

　欲しい物があったとしても、大抵のものは自分で買えてしまうだろうし、じゃあセンスで勝負だって思ったところで、自分にセンスがあるとも思えない。

　少なくとも、明日香のセンスに敵かなうほどのセンスは無いだろう。

　明日香は僕が選んでくれたものだったら何だって嬉うれしいって言ってくれているけど、それでも本当に喜んでもらえるものをプレゼントしたいってのが男心だ。

　ってことで、適当に店を覗のぞいてみたらいいアイディアが浮かぶんじゃないかと思って歩きまわってみてるわけだけど、そもそもどのお店に入ったら良いのかさえも思い浮かばなかった。

「今まで女の子にプレゼントを贈ったことなんてなかったからなあ」

　洋服？　アクセサリー？　それとも小物類とかぬいぐるみとか？

　けど、どれも本人の好みとかがあるから、簡単には選べそうもない。

　食べ物とかの消耗品とかじゃ明あ日す香かは納得しなさそうだし。

　下手に相手の好みに合わせたりすると、すでに持っていたり、逆に好みのものだからこそ気に入らない部分があったりしちゃうから、そこは意識しないで自分のオススメのものをプレゼントすると良いって話も聞いたりするけど、それもそれで中々に難しいよな。

「う～ん」

　首をひねりながら、裏通りでふらふらと歩いていると、

「よう、兄ちゃん、兄ちゃん、なんか困りごとかい？」

　オレンジ色のシャツにチェックのカーゴパンツ、強こわ面もてのスキンヘッドという見るからに怪しげな風体のお兄さんが声をかけてきた。

「さてはその顔、彼女へのプレゼントで悩んでるだろ？」

「え？　なんでわかったんです？」

「お、当てずっぽうに言ってみたら当たったか。うんうん、これはきっと運命的な出会いってヤツだな」

　お兄さんはそう言って嬉うれしそうにニカッ、と笑った。

　その風体とは真逆な、人懐っこい可愛かわいらしい笑顔だった。一瞬怖い人かと思ったけど、実際は良い人なのかもしれない。

「運命的な出会いって」

「だって兄ちゃんは彼女へのプレゼントで悩んでいるんだろ。そして俺はそんな彼女へのプレゼントに最適なものをここで売っている。ほら、運命的じゃないか」

　お兄さんはそう言って自分の後方にあるテーブルを指さした。

　そこには花の形をモチーフにしたペンダントやピアス、ネックレスなどアクセサリーが並んでいる。

　どうやら、アクセサリーを路上販売しているみたいだ。

「何にするか迷ってるんだろ？　だったらとりあえず見ていってくれよ。兄ちゃんなら特別にまけてやるからさ」

　そして、茶ちや目めっ気けたっぷりにウィンクする。

　本当に愛あい嬌きようのある表情をする人だった。

「これ、もしかして手作りなんですか？」

「おう。俺の自信作ばかりだ。デキの良さは保証するぜ。そこら辺の店で売ってるのよりもよっぽど愛情を込めて作ってるからな」

　無骨な指先で机の上のリングを取って僕の手のひらに載せる。

「どうだ？　いい出で来きだろ？」

　シルバーのリングにはデザインされた赤色の花の模様が彫られていた。確かにすごく丁寧で手の込んだ作りだ。

「このアクセサリー、全部、花をモチーフにしてるんですね？」

「おう、アクセサリーは身に付けるものだろ？　で、身に付けるものには必ず何かしらの意味を持たせてやるってのが俺のポリシーなんだ。そのリングにデザインされてる花はアネモネ。で、赤のアネモネの花言葉は『あなたを愛します』だ。どうだ、彼女へのプレゼントに最適だろ？」

「あ、え、ええと」

　確かに彼女にプレゼントするのであれば最適かもしれない。けど、今回は明あ日す香かへのプレゼントだ。

　さすがに『あなたを愛します』はちょっと問題があるっていうか。

　けど、素す直なおに口にしづらい想おもいを花言葉でこっそりと伝えるってのは良いかもしれないな。

　となると、僕が──今の僕が素直な気持ちで明日香に伝えられる言葉はなんだろう？

　僕は明日香のことを愛している。

　それは間違いなくて、そしてこれから先、ふたりがどんな関係になろうとも愛し続けるのも間違いないだろう。

　けど、その愛情が、僕の胸の中に渦巻いているこの感情が家族愛なのか、恋愛感情なのか、それとも全く別の感情なのかは自分でもまだ判断できていない。

　だから、今の自分が自信を持って、胸を張って明日香に伝えられる、きちんと最後まで守り通せる言葉を探してみようと思った。

「あの、すみません。ちょっと教えていただきたいんですけど」

「ん？　なんだ？」

　僕は今の自分の感情を、そして明日香との関係をお兄さんに話して、僕達にぴったりの意味の花言葉を持つアクセサリーが無いかを訊きいてみた。

　お兄さんは満面の笑みを浮かべて、僕の問いに頷うなずいてくれた。





　　◇◇◇






「ねえねえ、プレゼント、何を選んでくれたの？」

「内緒。あとで渡すから」

「えー、すぐ欲しい。今すぐみたいー」

　明あ日す香かは子供みたいにはしゃぎながら僕の腕に回した手をゆさゆささせる。

　子供っぽい仕草だなと思ったけど、本来であればこういったリアクションの方が年相応なのかもしれないな。普段が大人びてるだけで。

「ダメ。渡すべき場所でちゃんと渡すから。もうちょっと我慢しろって」

「渡すべき場所って？」

「母さんの前だよ」

　そう言いながら、僕はサンシャイン60を見上げた。

「今日の一番の目的は母さんの墓参りなんだろ？」

　池いけ袋ぶくろのランドマークとも言えるサンシャイン60の最上階、展望フロアの中央にタケルと明日香の母、ヒミコの墓はあった。

　その命を以もってカンタトリス戦争を終結させた英雄として国葬され、今後、歌姫カンタトリスによる戦争が起きないように、いわば平和の象徴として祀まつられているのだ。

「やっぱりわかっちゃった？」

「まあ、池袋で降りた時点でな。そうなんじゃないかって」

「……一緒に行ってくれる？　お母さんのお墓参り」

「さっき言ったろ。明日香へのプレゼント、母さんの前で渡すって」

　僕がそう言うと、明日香は少し泣きそうな顔をした後、

「うん、ありがと。お母さんも、兄さんが来てくれたら喜んでくれると思うから」

　ぎゅっと僕の手を握ってくる。

　その反応を見て、こんなところでも僕は明日香に心配かけていたのかと反省した。

　あの日、母さんが僕の身代わりとなって死んだ日以来、僕は母さんの許を訪れることが出で来きなかった。

　墓参りをしてしまったら、母さんの墓を実際に目の当たりにしてしまったら母さんの死を認めてしまう気がして、今日まで一度も墓参りをすることが出来なかった。

　けど、母さんがもうこの世にいないのは事実で、そして僕はそれを受け入れなければいけない。

　受け入れた上で、前に進んで行かないといけないんだ。

　だから、そのはじめの一歩として、今の自分の素す直なおな気持ちを込めたプレゼントを母さんの前で明日香に渡そうと、そう思った。

「じゃあ、行こ、兄さん」

「おう！」




　明あ日す香かが事前に連絡を入れていたのか、展望フロアには僕達以外のお客さんはいなかった。

　係員の人たちも、僕達の姿を見るやいなや、そっと奥の事務所の方へと引っ込んだ。

　家族水入らずの時間を、という配慮だろう。

　僕と明日香はしっかりと手を繫つないだまま、展望フロアの中央にある母さんの墓標の前へと立った。

「これが、母さんのお墓なんだ」

　初めて目の当たりにしたそれは、墓と言うよりは石碑って印象だった。

　もっと、色々と複雑な感情が湧き上がってくると思っていた。けど、実際はなんて言うか、あっけないと言うか、

「あんまり実感、湧かないなあ」

　それが僕の素す直なおな感想だ。

　墓石には母さんの功績やら、それを称たたえる言葉やらが彫られていて、周囲には歌姫カンタトリス時代の母さんの姿を残した写真なども展示されている。

「なんか、観光名所に来てるみたいだな」

　実際、そんな扱いなんだろう。

　聞いた話によると、ここには母さんの遺骨は無いらしい。

　そして、僕は今まで一度も母さんの遺骨を見たことがなかった。

　僕の中にある母さんの最後の記憶は、僕を守るためにナスターシャの魔法に撃ち抜かれた姿で、その後の母さんの遺体を見たことが無いのだ。

　母さんの遺体は自衛隊によって戦場から回収され、そのまま国葬という形になり、その後の管理も日本政府と戦後に新しく作られたＩＣＣによって行われ、僕達家族の許へと帰ってくることはなかった。

　僕自身、その現実から目を背け続けたまま今日まで来てしまったわけだけど、今になって後悔する。

　ちゃんと母さんの最後の姿を見ておけば良かったと。

「ほら兄さん、せっかくなんだからちゃんとお母さんに挨拶しようよ」

　明日香はそう言って鞄かばんから線香を出すと、火を付けて半分を僕に渡した。

　そして母さんの墓石の前にしゃがむと線香皿にそれを入れて手をあわせて目を瞑つぶった。

　僕も明日香の隣に同じようにしゃがんで、線香をあげる。

　──目を閉じると、自然と母さんの姿が脳裏に浮かんできた。

『独奏者ラ・ソリスト』と呼ばれた先代の日本の宝石歌姫ビジユカンタトリス。

　明るくて豪快で、いつだって余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、ぴんと背筋を伸ばしていて、生まれた時からずっと僕の憧れで、目標だった人。

　魔法使いのくせして己の肉体で戦い続けた、変わり者で、頑固者で、自分の信念を絶対に曲げない、そんな強い人だった。

　僕はそんな母さんの背中に少しは近づくことが出で来きたのだろうか？

　そんなことを考えながら、いつだったかの母さんとの会話を思い出していた。




「魔法ってさ、下手にぶっぱなしたら他の関係ないものも巻き込んじゃうだろ？　でも、拳だったら自分が自分の責任でもって殴るものしか殴れないわけよ。だから、母さんの魔法はいつだって肉体労働なの。どうだい、素敵だろ？」

「でも、もっと魔法を上手に使えば、そもそも殴らなくても済むんじゃないの？」

　僕がそう言うと、母さんは嬉うれしそうにワシャワシャと僕の頭をなでた。

「おっ、タケルは暴力反対派か。まあ、確かにそういった思想のもとに魔法を考えていくって手段もあるわよね。けど、母さんは殴るよ」

「どうして？」

「世の中の誰もが納得するような平和なんてものはどこにも存在しないからさ」

　キリッと凛り々りしい表情を浮かべて、母さんは続ける。

「タケルにとって母さんは正義の味方だろ？」

「うん」

「でも、世界中のすべての人にとって母さんは正義の味方じゃない。ドイツの連中にとっては母さんは悪で、ナスターシャが正義の味方なのさ」

「でも、それは──」

「ドイツやイタリア、中国の連中が間違っているって？」

　母さんが僕の言葉を遮るようにして、そう言った。

　僕はその言葉に頷うなずいた。

　カンタトリス戦争は、アメリカとロシアが共同でロシアのハバロフスク市に設立した研究施設に中国政府（が裏で糸を引いていたとみられる犯罪組織）が襲撃したこと、及びカンタトリス音楽院の前身とも呼べる世界初の歌姫カンタトリス研究教育を国全体で行なっていたオーストリアに対しイタリア、ドイツが圧力をかけ始めたことがキッカケとなっている。

　そこから世界中を巻き込んだ戦争へと発展していったのだ。

　だから、悪いのは戦争を起こすための火種を作った三国、及びそれに呼応した国々であり、日本やアメリカ、フランス、イギリスなどは正義のために戦っているわけで。

「でも、それは私たちにとっての事実にすぎないわけでしょ？」

「え？」

　母さんの言葉が僕にはよく理解できなかった。

「実際の所、何が真実かなんてわからないってことよ。タケルは実際に中国政府の手によって研究施設が襲撃された所を見た訳じゃないでしょ？　日本の中で流れている報道がそうなっているってだけで」

「そ、それは……」

「つまり、何を信じて何を信じないか。それは結局自分次第なわけよ。自分が信じたものが真実であり正義である。絶対的な真実も正義も存在しない。だからね──」

　母さんはそこで力強く拳を握りしめて、

「自分の正義だけは絶対に守りなさい。それだけが自分にとって絶対的なものだから。だから、母さんは殴るよ。自分の信じた正義を守るために。そのために、たとえ世界中から悪と言われたとしてもね。正義なんてものは綺き麗れい事なんかじゃ語れない。だって自分の正義を守るってのは、他人の正義をぶち壊すことなんだからさ」

　その拳をぐっと僕の目の前に突き出した。

「だから、もしいつか、タケルにとって守るべき正義があって、それを貫き通すのに母さんが邪魔になるような時がきたら、何の遠慮もしないで母さんのことを思いっきりぶっ飛ばしなさい！」

「僕が母さんをぶっ飛ばせるわけないでしょ？　その前に僕がこてんぱんにやっつけられてるよ」

「男のくせに情けないこと言うんじゃないよ。まあ、その予想は間違いなく当たってるだろうけどね」

　そして、気まぐれな猫のように笑う。

「ちなみに、母さんにとっての正義ってなに？」

　僕がそう訊きくと、母さんは勝気な笑みを浮かべて、「そんなの、わざわざ訊くまでもないだろ？」と続けた。

「アンタたちが世界中に向かって誇れる母親であり続ける。ただそれだけだよ」




　──自分の信じる正義、か。

　母さんみたいに堂々と言えるほどの正義はまだ僕の中には無いかもしれない。

　けど、カンタトリス音楽院に入学して、花か穂ほやシルヴィさんたちと出会って、そして明あ日す香かとも再会して、まだまだヒヨっ子だけど奏士トルヴエールとして活動するようになって芽生えた感情は確かにある。

　魔法は希望を謳うたうための歌である。だから、明日香たちを、歌姫カンタトリスたちを戦争の道具なんかにさせやしない。

　そのために、僕は歌姫と共にあり歌姫を守り続ける。

　奏士として、どんなことがあっても自分の大切な人たちを守り続ける。そう僕は誓う。

　ゆっくりと目を開く。

　と、同じタイミングで明あ日す香かも目を開いて、僕たちは少しの間、見つめ合った。

「兄さんはお母さんと何を話していたの？」

「話してたって言うよりも、昔のことを思い出してた。母さんってやっぱり凄い人だったよなって思って」

「うん、そうだね。我が母親ながら凄すぎて、その背中はまだまだ遥はるか遠くに見えるよ」

「明日香でもそんな風に感じるのか？」

　現、日本の宝石歌姫ビジユカンタトリス。『太陽の独唱者ソロ・ソレイユ』と呼ばれ、ＩＣＣ世界ランクの三位。

　僕から見れば、明日香だって雲の上のような存在であるのは間違いないのに。

「うん、遠いよ。お母さんにはぜんぜん届いてない。お母さんだったらセプテンバーエリミネーションの時のようなミスとか絶対にしなかったはずだし。まず覚悟からして違うなって」

　明日香は立ち上がって、母さんの墓標を見つめる。

「お母さんのことを考えると、わたしはまだまだ子供なんだなって、いっつも思い知らされてる」

「実際、明日香はまだ子供なんだから、それは仕方ないだろ？」

　僕も立ち上がりながら、自分のズボンのポケットへと手を突っ込んだ。指先にあたるのは、さっき露店で買った明日香へのプレゼントだ。

「でも、いつまでも甘えてなんていられないから。わたしは日本の宝石歌姫なんだから」

　珍しく、明日香が苦悩するような表情を浮かべながら唇を嚙かみ締しめた。

　明日香がこの年で、ここまで日本国民に受け入れられている理由として、明日香本人の優秀さはもちろん、やはり母さんの子供だからって部分は大きいだろう。

　さらに言えば、母さんを思い起こさせるソリストであることもプラスに働いていると思う。

　でも、それは逆に言えば、常に母さんと比較され続けていくってことだ。

　そのプレッシャーは、とてつもなく大きなものなんだと思う。

　母さんの凄すごさを一番近くで見てきた僕達だからこそ、それがよくわかった。

　──だから、

「大丈夫だよ、明日香」

「大丈夫ってなにが？」

「母さんは確かに偉大な人で、化物みたいな人で、僕達の憧れで、今はその背中は遥か遠くに見える。けど、僕達なら大丈夫だ。いつかきっと母さんを超えられる」

　ぎゅっと、安心させるように左手で明日香の右手を包み込む。

「僕達ふたりだったら、絶対にだ」

　そして、僕はポケットからシルバーのリングを取り出した。

「さっき選んだプレゼント。今の僕の明あ日す香かに対する素す直なおな気持ちを込めて選んでみたんだ」

　そして、それを明日香の手のひらに載せた。

「え!?　も、もしかして今わたし、プロポーズされてるっ!?」

　明日香が目をまん丸にして、頭からプシューっと湯気が出そうなくらいに顔を真っ赤にした。

「な、なんでプロポーズになるんだよっ！」

「だ、だって、兄さんの素直な気持ちを込めて選んだのがこのリングなんでしょ。男の人が女の子に贈るリングって言ったら！　それに、僕達ふたりだったらとか言ってたし！」

　明日香が期待と不満を滲にじませたような視線を向けてくる。

「い、いや、そうじゃなくて、え、ええと、そのリングに彫られた模様を見て欲しいんだけど」

「模様？」

　明日香が親指と人差し指でリングを摘んで、目の前へと持っていく。

「これは……何かの花？」

「うん。その花に僕の気持ちが篭こもっているというか」

「あー、わかった。花言葉ね？」

「そういうこと」

「へ～、兄さんもなかなか気の利いたことするじゃない。で、この花はなに？　花言葉の意味は？」

「それは内緒。気になるようなら僕の居ない所で自分で調べてくれ」

「えー、なんでー。兄さんの素直な気持ちが篭ってるんでしょ？　だったら今すぐ教えてよー」

「ダメ。照れくさいから」

　そもそも、面と向かって言うのが恥ずかしいから花言葉にしたんだし。

「そんなこと言うと、勝手に解釈しちゃうよ。兄さんのわたしに対する素直な気持ちだから、そうね。『今すぐ明日香とベッドインしたい』とか」

「そんな露骨でピンポイントな花言葉があるかっ！」

「じゃあ、『妹との禁断な恋』とか？」

「それも無いからっ！」

「う～ん、じゃあ、『いつまでもずっと一緒』くらいで勘弁してあげるか」

　そんなことを呟つぶやきながら、明日香は僕のプレゼントしたリングを指にはめた。

　──左手の薬指に。

「えへへ。サイズぴったりだったよ」

　そして、嬉うれしそうにはにかみながら僕に見せてくる。

　まったく、なんで左手の薬指にはめるかな！　しかも、そんな嬉しそうに。

　平常心を装おうとしても、心臓は馬鹿みたいに跳ねて、いやが上にも意識してしまう。

　僕の贈ったリングにはストロベリーフィールドの模様が刻まれている。

　その花言葉は『変わらない愛』だ。

　ただの妹というにはちょっと意識しすぎていて、ただの女の子というにはちょっと複雑すぎる。

　ただ、明あ日す香かに対して深い愛情があるのは間違いなくて、その愛情はきっと、今後ふたりの関係がどんな形に変化したとしてもずっと変わらない。

　だから、その想おもいをリングにして明日香にプレゼントしたわけだけど、それを左手の薬指にされると、妙にプロポーズっぽくなってしまうよな。

「ねえ、兄さん、ちょっと屈かがんでくれる？」

　明日香が満足そうな表情を浮かべたまま、ふいにそんなことを言った。

「屈むって、どうして？」

「髪にゴミがついてるから。とってあげる」

　明日香がちょいちょいと手招きをするように手を動かすので、それにあわせるようにして、僕は少し屈んだ。












　と、同時に、

「……ちゅっ」

　それは本当に不意打ちで、明あ日す香かの唇が僕の唇に触れた。

　マシュマロのような甘くて柔らかな感触が唇から脳へと突き抜けていって、

「な、ななっ！」

　思わず間抜けなリアクションを取ってしまう僕を目の前に、明日香が人差し指を自分の唇に当てた。

　そして上目遣いで僕の顔を覗のぞきこんで、

「嬉うれしくなりすぎちゃったのでチューニングじゃなくてキス、してみちゃいました。わたしの、歌姫カンタトリスじゃなくて女の子としてのファーストキスです。なんちゃって……」

　ぽつりと、照れながら言うもんだから、

「…………」

　僕はただ口をパクパクさせることしか出で来きなかった。





　　◇◇◇






「ふんふふ～ん、ふふっふふ～ん♪」

　明日香とのデートを終えてアパートに帰ってきた後、明日香はずっと機嫌良さそうに鼻歌を歌っていた。

「随分とご機嫌だな？」

「当然。なんせ兄さんから指輪貰もらっちゃったんだもん」

　ノートパソコンをシャットダウンすると、椅子をくるりと回転させて、ベッドに寝そべっている僕の方へと身体を向ける。

　そして、手の甲が僕に見えるように左手を立てる。

　その薬指にはしっかりと僕のプレゼントしたシルバーのリングがはめられたままだ。

「どう？」

「どうって何がだよ？」

「似合う？」

　今にも溶けてしまいそうなくらいに頰ほおを緩ませながら明日香が訊きいてくる。

「当然似合うよ。なんせ僕が選んだんだから」

　そんな冷静を装った僕の照れ隠しな回答も今の明日香には逆効果で、

「うん♪　兄さんがわたしのことを凄すごく考えて選んでくれたんだもんね。似合わないわけがないよね」

　ますます甘ったるい空気を出してくるもんだから、僕ももうお手上げだった。

　これから当分の間はずっとこんな感じなのかもしれない。

　まあ、機嫌がいいのは良いことだし、あそこまで喜んでもらえると、僕もプレゼントをした甲か斐いがあるってもんだけどさ。

　これで、少しはこの前の借りを返すことは出で来きたのかな？

　なんせ明あ日す香かは、セプテンバーエリミネーションに僕と花か穂ほが日本代表として出場することに対する交渉の手段として特権を三つも使っているのだ。

　その価値を考えたら、こんな指輪ひとつじゃ全然足りていないんだろうけど。

「でね、わたしも貰もらいっぱなしじゃ悪いなって思って、兄さんにお返しを用意してるの」

「お返しって、僕はもう明日香から沢山のものを貰ってるから気にしなくていいのに」

　むしろすでに貰い過ぎだ。でも、

「だーめ、お返しはお返しでちゃんとするんだから。それに、兄さんがこのリングに込めた想おもいに応えないわけにもいかないですし」

　そう言って明日香は椅子から立ち上がると、ゆっくりとベッドの方へと近づいてくる。

「もしかして、花言葉の意味、わかっちゃった？」

「うん。さすがはグーグル先生ね。ばっちり兄さんの気持ち、わたしに伝わっちゃったから」

　潤んだ瞳で僕のことを見つめてくる明日香。

　なんか微妙に違う伝わり方をしているような気が……。

「で、やっぱり兄さんの熱い想いに応えるとなると、アレをプレゼントするしかないかなあと思いましてですね」

「アレって？」

「わたしが兄さんにあげられるこの世で最も尊いものよ」

　身体をモジモジさせながら、明日香が僕へとにじり寄ってくる。

　な、なんだろう？　この何とも言えないプレッシャーは！

　僕は無意識のうちにベッドの上で後あと退ずさりしていた。けど、すぐに背中が壁にぶつかってしまう。

「さあ兄さん、お覚悟っ！」

「なんでプレゼントのお返しを貰うのに、覚悟をしないといけないんだよっ！」

　という僕の叫びは黙殺されて、明日香はなぜがドヤ顔で颯さつ爽そうと服を脱ぎ捨てた。

　服の下から現れたのは、きわどい所を上手にリボンで隠した明日香の裸体だ。

「兄さんへのプレゼントはわ・た・し♪　さあ、妹の処女を受け取って～」

　世界的に有名な泥棒の某三世よろしく、ぴょーんとジャンプすると、空中で器用に身体に巻きついたリボンを解いて、

「わたしもずっと変わらず兄さんのことを愛してるー」

　僕に向かって両手を広げて飛び込んでくるこの妹を抱きとめた後、僕はいったいどうするのが正解なのだろうか？

　永遠のような一瞬の時間の中で、僕はそんなことを考えていたのだった。






２章　─仲良し姉妹と仲良し兄妹─









「正直タケルには失望しました。そして私は絶望しました。地球なんて滅亡しちゃえばいいんです」

　明あ日す香かとのデートの翌日の月曜日、僕は一時間目の休み時間にシルヴィさんに屋上へと呼び出されて、そんなことを言われた。

　なんか似たようなシチュエーションが最近あったよな、と思いつつ、とりあえずシルヴィさんを宥なだめる。

「落ち着いて下さい、シルヴィさん。いきなりどうしたんですか？」

「自分の胸に聞いてみるといいです！」

　ぷくっと子供っぽく頰ほおを膨らませて、ぷいっと顔をそむける。

　わかりやすく怒ってますよのアピールだった。

「自分の胸に聞いてみるって言われてもな」

　僕、なにかシルヴィさんを怒らせるようなこと、したかな？　それも地球なんて滅亡しちゃえばいいんです、とまで言われるような。

　考えてはみるけど、やっぱりシルヴィさんを怒らせるようなことは思い当たらなかった。

　なので、素す直なおに訊きいてみる。

「すみません、僕、シルヴィさんを怒らせるようなことしました？　考えてはみたんですけど、何も思い浮かばなくて」

「…………」

　僕の問いかけに、しばしシルヴィさんは無言のまま僕を見た後、

「何もしないから失望したんです」

　拗すねたようにぼそりと、これまたいつかと同じようなことを言われた。

「セプテンバーエリミネーションもありましたし、花か穂ほの件で大変だったから、先月の私たちの初めてのデー……遊びの予定が流れてしまったのは仕方ありません。そこに関しては別に怒っていません。しかし、しかしです！」

　ぐぐっと、シルヴィさんが顔を近づけてくる。

「遊びに行く約束が流れてしまったら、あとでその埋め合わせをするのが友達というものではないでしょうか？」

　あ、あー、そういうことか。

　先日、シルヴィさんと一緒に遊びに行く約束をしたんだけど、色々と忙しくなってしまって延期にしてもらったんだった。

　そして、その後、何の話もしていなかったわけで。

「セプテンバーエリミネーションが行われたのは先々週の日曜日です。つまり、昨日はセプテンバーエリミネーション後、初めての日曜日だったわけです」

　人差し指を立てながら、シルヴィさんが解説をするように続ける。

「日曜日と言えば休日。学校がお休みの日。私が暇を持て余す日です」

　さらっと切ないことを言うシルヴィさん。相変わらず、休日は暇を持て余しているんだ。

　最近は少しずつだけど友達も出で来きてきているはずなのに。

「そして、タケルも暇を持て余す日です」

　え、えーと、実は明あ日す香かとデートをしていて、一日中めちゃめちゃ忙しかったです、なんて絶対に言えない空気がシルヴィさんから発せられていた。

　当然、暇を持て余していましたよね？　とその瞳が雄弁に語っていた。

「つまりです。私とタケルが一緒に遊びに行くのに最適の日だったのです！」

　シルヴィさんは力強くそう言うと、急に慌てたように視線を逸らした。

「べ、別に私は、もしかしたらタケルが誘ってくれるかもって前日の土曜日からワクワクしすぎて眠れなかったなんてことは当然ありませんし、当日もいつタケルからお誘いの電話とかメールが来てもすぐに対応できるよう、ずっと携帯を持っていたなんてこともないです。五分に一回新着メールの問い合わせとかもしてません」

　し、してたんだ……。

　よくよく見てみると、シルヴィさんの目は充血していた。土曜日からほとんど寝ていないのかもしれない。

　なんか、ものすごく申し訳ない気持ちがこみ上げてきたぞ。

「あ、あの、すみませんでした。そうですよね。僕の都合で約束が流れちゃったんですから、こっちからまたシルヴィさんを誘うべきでしたよね」

　昨日は明あ日す香かとのことでいっぱいいっぱいだったから、正直他のことにはまったく頭が回っていなかった。

「それで、次のシルヴィさんの都合の──」

「今週の日曜日です。今週の日曜日なら都合が良いです！」

　僕の言葉を遮って、シルヴィさんが眉毛を逆ハの字にして息巻く。

「というか今週の日曜じゃないとダメです。来週からは学院祭の準備が始まりますので、また何が起こるかわかりませんし」

　ああ、そう言えば学院祭までもう少しなんだよな。

　今朝の全校朝礼で学院長からもろもろの通達があって、来週の月曜日から通常授業の他に学院祭の準備時間が設けられることも発表された。

　当然といえば当然だけど、カンタトリス音楽院の学院祭は世間的にみても相当に注目度が高い。

　なんせ将来の歌姫カンタトリス候補生たちと間近で接することが出で来きるイベントなのだ。

　この学院祭に参加するために、わざわざ外国から来るお客さんも毎年結構いるって話なので、僕は少しびっくりした。

　まあ、歌姫は言ってしまえばアイドルのようなものだから、その卵である研修生を事前にチェックしたいって気持ちもわからなくもないけど。

　とまあ、学院祭は音楽祭と並ぶ、カンタトリス音学院主催の最重要行事なのでクオリティの低いものは見せられない。

　だから、開催の二週間前から通常の授業時間を減らして、その時間を学院祭準備にあてるのが通例らしいのだ。

　さらに、休日も生徒たちは自主的に登校してきて準備を行うってのが例年の流れなので、シルヴィさんの言うとおり約束をするなら今週末しかないか。

　僕も特に予定はなかったと思うし、大丈夫そうだな。

「はい。じゃあ、今週の日曜に一緒に遊びにいきましょう」

「絶対ですよ。約束ですからね」

「はい、約束です」

　僕がそう言うと、シルヴィさんはようやくにっこりと笑ってくれた。

　そんなに僕と一緒に遊びに行くのが楽しみなんだ。そう思ってもらえるのは素す直なおに嬉うれしいなあ。

　多分だけど、小さい頃からずっと自分の殻に閉じこもってひとりで生活していたシルヴィさんにとって、友達と一緒に遊びに行くってのは、ほぼ初めての経験だよな？

　って考えると責任重大だな、これは。

　果たして、僕ひとりだけでシルヴィさんを楽しませることが出で来きるのだろうか？　少し不安になってきたぞ。だったら──、

「あ、あの、シルヴィさん。ひとつ提案なんですけど」

「なんですか？」

「日曜日、どうせだったらみんなで遊びませんか？　シルヴィさん、最近、花か穂ほとか明あ日す香かとも仲良いですし、クラスにも一緒にお昼を食べるお友達も出来たんですよね？　だったら、みんなを誘って一緒に遊んだほうが楽しいんじゃないかなって。うちのクラスのマイルズとかアーシアとかも誘ってみますよ。ふたりともイイ奴やつですし、シルヴィさんともすぐに仲良くなれると思いますよ」

「なっ！」

　僕の提案にシルヴィさんは驚きよう愕がくしたように目を見開いて固まった。

　友達付き合い初心者であるシルヴィさんにしてみたら「その発想はなかったですっ！」みたいな感じのリアクションかな？

　最近までずっとひとりで学生生活を送ってきたシルヴィさんだ。友達がたくさん出来るのは嬉しいはずだし、きっと喜んでくれるだろう。

　うんうん我ながらナイスアイディアだ。

「た、タケルは一度死ぬといいですっ！」

「って、えええっ！　な、なんでっ!?」

　いきなり罵倒されたし。

「なんでって、それはその、あれです！　タケルがあまりにもヘンテコなことを言うからです！」

　顔を赤くして、目をばってんにしてシルヴィさんが叫んだ。

「だ、ダメでしたか？　僕的にはいいアイディアだと思ったんですけど。シルヴィさん、今まで大勢で一緒に遊びに行った事とか、ないですよね？」

「はい。大勢どころか家族以外の人間と一緒に遊びに出かけたことがありませんけど、何か？」

　シルヴィさんの瞳から光が失われていく。

「だ、だからですよ！　大勢で遊ぶのは楽しいですし、今のシルヴィさんだったら間違いなくみんなと友達になれますからっ！」

「そ、そうですかね？」

　シルヴィさんがどこか緊張したように訊きいてくる。

「はい、間違いないです。僕が保証します」

「そ、そうですか。そう言ってもらえるのはすごく嬉うれしいです」

「だから、みんなで一緒にどうかなって」

「はい、それも悪くはないと思います。けど、それはまた次の機会です。今週末はタケルとふたりで遊ぶんです！」

　それだけは譲れないとばかりに、力を込めてシルヴィさんは言った。

「そ、そ、それともタケルは私とふたりっきりで遊ぶのは嫌なんですか？」

「い、いえ、そんなことは無いです」

「だ、だったら、今回はふたりっきりでデー……遊びに行きます！　わ、わかりましたか！」

「は、はい」

　シルヴィさんの勢いに押されるようにして僕は頷うなずいた。

　顔を真っ赤にして、目を潤ませながら僕を見るシルヴィさん。その表情はデートしてくださいと言った時の明あ日す香かとどこか似ていた。

　シルヴィさんと、つまり女の子とふたりっきりで出かける。それってある意味デートみたいなもので……。

　そんなことをふと考えてしまった瞬間、ドクン、と心臓が跳ねた。

　って、何を意識してるんだよ、僕は！　シルヴィさんとはただ一緒に遊びに行くって約束をしただけなのに。

　昨日、明日香とデートをしたことで、何か恋愛スイッチ的なものが入ってしまったのだろうか？

「で、では、詳細はまた後で連絡します。そ、それでは！」

　シルヴィさんは両手をバタバタさせながらそれだけ言い残すと、すごい勢いで走っていった。

　弾むような足取りにふわふわと揺れるスカート。

　そんなシルヴィさんの後ろ姿を眺めながら、僕は自分の顔が熱くなっていくのを感じていた。





　　◇◇◇






「はいタケルさん、明あ日す香かさん、お弁当ですっ！」

　お昼休みになるなり花か穂ほからお弁当を渡されて、僕たちは教室で昼食をとっていた。

　先日の張チヤンの件以来、花穂は週に何回か僕と明日香にお弁当を作ってきてくれるようになったのだ。

「むむむ～」

　卵焼きをぱくりと一口食べるなり、明日香が複雑な表情で唸うなる。

「どうかしましたか明日香さん。もしかして美お味いしくなかったですか？」

「いいえ、美味しいのよ。文句なしに美味しい。悔しいくらいに美味しいのよ！」

「だったら、なんでそんな複雑そうな顔してるんだ？」

　僕が訊きくと、明日香は眉をハの字にして情けない顔をする。

「兄さんのこのお弁当に対する感想は？」

「明日香と一緒。文句なしに美味しいよ。完全に僕の味の好みを把握してるとしか言いようが無いくらいに好みの味だし」

　一番初めの花穂の料理の実力を知っているからこそ、この劇的な変化に驚いているけど。

「でしょ？　だから、気分的には複雑なのよ。めちゃめちゃ美味しければ美味しいだけね……」

「ふっ、ふっ、ふっ」

「おい、へなぽ娘こ、なに勝ち誇ったような顔してんのよ」

「いえいえ、別に勝ち誇ってなんていませんよー。ただ、私にも明日香さんに勝てる要素があるんだなって思って嬉うれしくて」

「そりゃあ、わたしがいくら天才とは言え、すべてが完璧にってわけにはいきませんから。負ける要素もあるわよ」

　悔しそうに言いながらも、次々と花穂のお弁当を口の中へと運んでいく。心から花穂のお弁当を認めているようだ。

　まあ、その前に自分のことを天才って堂々と言っちゃうところが、さすが明日香って感じだけど。

「でも、明日香も料理、結構得意だったよな？」

　普段から忙しいので時間のある休日くらいにしか出で来きないけど、たまに料理をする時は凄すごくこだわってるし味も申し分なかったはずだ。

「うん、どちらかって言えば得意な方だったんだけどね。それなりに自信もあったし。でも、へなぽ娘の料理を食べた後だと向いてないなって思っちゃった」

「そこまでか？　確かに花穂の料理はすごく美味しいけど、でも、明日香の料理だって十分に美味しいって僕は思うぞ」

「ありがと、兄さん。でも、もっと根本的な部分での向き不向きなんだよね」

「明あ日す香かさんにそこまで褒められると、なんか裏がありそうで逆に怖いんですけど」

　恐る恐るといった感じで花か穂ほがそう言う。

「別に裏なんかないわよ。わたし、凄すごいなって思ったことは素す直なおに認める方だし。けどまあ、あんたのこの細かな気配り、多分兄さんには伝わってないわよ」

　そう言って、明日香が意味深な視線を僕に向けてくる。

「細かな気配り？」

「ええ。兄さんのお弁当とわたしのお弁当、どこか違うと思わない？」

　僕は自分のお弁当箱を覗のぞいた後、明日香のお弁当箱に視線を移す。

　ふりかけの掛かったご飯にミニハンバーグ、ブロッコリーとにんじんのソテーに卵焼き、プチトマトのベーコン巻き。

　量は男である僕の方が多いけど、献立は一緒だ。

「特に違う所は無いと思うけど。強いて言えば、量？」

「ほらね」

　僕の回答に明日香はため息をつきながら、花穂を見る。

「ま、まあ、タケルさんですしね……」

　花穂が少し困ったような笑みを浮かべながら言葉を続けた。

「それよりも、気づいた明日香さんの方が凄いと思います」

「って言うと、何か違うんだ。僕と明日香のお弁当」

「何かが違うって言うよりも、まったく別物って言ったほうが正解ね。ま、百聞は一見にしかずってことで」

　明日香が自分の弁当箱の中から卵焼きを箸で摘むと、僕の方へと差し出してきた。

「兄さん、あ～ん」

「はい？」

　学校でいきなり何をし始めたんだ、この妹はっ!?

「食べてみればわかるって。ほら、あ～ん」

「ど、どさくさに紛まぎれてあ～んはダメです！　普通にお弁当箱の中に入れてあげればいいじゃないですか～」

「そんなの二度手間じゃない。ほら兄さん、口開けて」

　明日香が強引に突っ込んでくるので、僕は観念して口を開けて、卵焼きを咀そ嚼しやくした。

　少しトロッとした食感で、ほのかに甘目の味付けが口内に広がっていく。

「って、あれ？」

「ね？　ぜんぜん別物でしょ？」

　明日香の言う通り、僕の口の中の卵焼きは、今まで僕が食べていたものとはまったくの別物だった。

　僕の食べていた卵焼きは全体にしっかりと火が通っていて、味付けはしょっぱ目。

　けど、今食べた明あ日す香かの卵焼きは内側の方がやや半熟気味でトロッとしていて、少し甘みがあった。

　見た目は一緒なのに、味付けも食感もまったくの別物で、そして、そのどっちもちゃんと美お味いしい。

「料理は愛情ってよく言うけど、つまりこういうことなんだろうね」

　参りましたと言わんばかりに明日香はお手上げのポーズをとった。

「花か穂ほ、もしかして、食べる相手の好みにあわせて味付けとか調理方法、変えてる？」

「はいです。せっかくお料理するんですから、食べる人の好みにあわせて作りたいなって思いまして」

　僕の問いかけに花穂は少し恥ずかしそうに頷うなずく。

「う～ん、やっぱり一番のライバルはここかな。ぺったん娘こもぺったん娘でなかなかに侮りがたいけど、へなぽ娘こみたいなこういうタイプが何だかんだ言って最後にオイシイところ持っていっちゃうことも多いんだよね～。しかも、いきなり料理上手属性を身に付けるなんて、ほんと油断ならないわ」

　明日香が何やら呟つぶやきながら腕組みをして、ジト目で花穂を見る。

「あ、あはは……」

　花穂は困ったように人差し指で頰ほおを搔かいた後、そう言えば、と話を変えた。

「タケルさんと明日香さんは学院祭のチーム、どうするんですか？」

「あ、ああ、まだ何も考えてなかった。週末までに決めないといけないんだっけ？」

「はいです。もし決まってないようでしたら一緒にチーム組みませんか？」

　カンタトリス音楽院は誰でも入学できるわけではないので、クラス数で言えば各学年に歌姫カンタトリス学科と奏士トルヴエール学科それぞれ一クラスずつしかない。

　さらに歌姫学科と奏士学科はあわせて一クラスみたいなものなので、実質全学年あわせても三クラスしかないことになる。

　なので、クラス単位で出展をしようとすると合計で三つしか出せないことになり、さすがに学院祭でそれは寂しいだろうってことで、クラスの枠を超えて五人一組でチームを作り、それぞれ出展をするという形をとっているのだ。

「う～ん、そうだなあ」

　誰と一緒に組むかも、出展を何にするかも特に決めてなかったので、花穂と一緒に組んでしまうのが楽は楽か。

　あとは明日香にマイルズとアーシアで丁度五人だし。なんてことを考えていると、

「ごめん花穂。わたしと兄さんは運営の方に回ることになってるから特定のチームには入れないんだ」

「え？　タケルさん、そうなんですか？」

「いや、僕は何も聞いてないけど」

　視線で促すと、明あ日す香かは頰ほおをふくらませながら、

「さっき詩し乃のから連絡があったの。教師陣だけだと手が回りきらないから運営側として働いてくれって。まあ、仕方ないんだけどさ」

　少し不満気にそう言った。

「で、僕はなんで？」

「詩乃のお気に入りだからじゃない。便利に使える手駒が欲しいんだって」

「便利に使える手駒って」

　確かに入学以来ずっとそんな扱いを受けてるし、そもそも僕がここに入学できたのは学院長のおかげなので、お願いされたら断れないけど。

「そうですか、残念です。タケルさんたちと一緒に学院祭を楽しみたかったんですけどね。でも、当日の休憩時間に遊びに来るくらいはできますよね？」

「多分、それは大丈夫だと思うけど」

　さすがに休憩なしで働かされることは無いだろう。

「なら、是非是非来て下さい。まだ企画段階ですが巫み女こさん喫茶をやる予定ですので」

「巫女さん喫茶っていうと、花か穂ほが巫女服着たりするの？」

「はい！　巫女服着てお料理したり、占いなんかしたりする予定なんです」

　なるほど花穂の巫女服か。それはちょっと見てみたいな。すごく似合いそうだし。

「明日香さんも遊びに来てくださいね。とびっきり美お味いしい料理を用意して待ってますので」

　にっこりと笑う花穂に、明日香も笑みを浮かべて頷うなずき返す。そして、

「あ～あ、わたしもみんなと一緒に学院祭の準備とかしたかったな……」

　ぽつりと残念そうに呟つぶやいたのだった。





　　◇◇◇






「なんとかなりませんかね？」

　放課後、僕は学院長室を訪れていた。

「なんとかって言われてもねえ。圧倒的に運営の人手が足りていないのは事実だし」

　学院長は紅茶を一口すすって、大きく息を吐き出す。

「能力的な面から言っても、姫ひめ咲さきさんには相当な期待をしているのよね。宝石歌姫ビジユカンタトリスだけあってめちゃめちゃ優秀だし。それに本人は気持ちよく引き受けてくれたわよ？」

「頼まれたら嫌だって言えないのが明あ日す香かの性格ですから」

　よく知らない人から見れば、明日香はわがままで奔放な性格に見えるかもしれない。

　実際にそういった部分が無いとは言わない。

　けど、他人から頼まれ事をされたら嫌だと言えないし、やると決めたらいっさい手を抜かない。

　自分の気持ちを押し殺して、他人のために無む茶ちやができる。してしまう。

　それが姫ひめ咲さき明日香だ。

　そんな明日香が珍しく「あ～あ、わたしもみんなと一緒に学院祭の準備とかしたかったな……」なんて本音をこぼした。

　だから、兄としてはそんな妹のささやかな願望を叶かなえてあげたいと思うのは至極当然なことで、こうして学院長に直じか談だん判ぱんしに来たわけなんだけど。

「運営の仕事は明日香の分まで僕が受け持ちますので。フルとまではいかなくても、少しくらい明日香にも生徒として学院祭に参加させてあげること、出で来きませんかね？」

　僕の能力が明日香の代わりにならないのはわかっているけど、もし僕でも出来る仕事があるようなら、それを受け持つことで少しは明日香の負担が減らせるはずだ。

　けど、学院長は困った顔のままワシャワシャと髪をかき混ぜて、もう一度息を吐きだした。

「姫咲さん、年齢で言えばまだ中学生だし、私も出来ることなら学生には学生らしい生活をさせてあげたいとは思ってるのよ。でも今回はちょっとね。う～ん」

　学院長は腕を組んでひとしきり唸うなったあと、

「仕方ない、キミにも全部話しちゃいましょう。状況によってはどのみち手伝って貰もらうつもりだったし」

　ぽん、と手を叩たたいた。

「え？　どういうことですか？」

「姫咲さんにお願いしたのは単なる運営のお仕事じゃないってことよ。もちろん、普通の業務もお願いしているんだけど、それとは別に重要任務についてもらっているの。話、ちょっと長くなるから、コーヒーでも淹いれるわね」




　そして、三十分ほどかけて学院長から聞いた話の概要はこんな感じだった。

　ここ最近、世界中で歌姫カンタトリスの育成反対を掲げる団体の活動が活性化している。

　さらにタッグマッチの導入によってより戦略的になった来武ライブも、大多数の人たちにとっては、派手になったし展開が二転三転するので見ていて面白いと好意的に受け入れられたのだが、戦略的になった結果、再び戦争をするための訓練をしているのではないかという意見が反歌姫カンタトリス団体を中心に出てきている。

　実際、そういう側面もあるでしょうね、とは学院長の談だ。

　そして今後は、活性化した反歌姫団体の、神楽かぐら特とつ区く及びカンタトリス音楽院に対する風当たりがますます強くなることが予想され、特に外からのお客さんの出入りが自由な学院祭で何かしらの事件を起こそうとしているのではないかという懸念がある。

「なので、姫ひめ咲さきさんにはその対応にあたってもらいたいってことなのよ。問題が問題だけに、あまり過激な対応はできないし、かと言って学院祭を中止するわけにもいかない。でも生徒たちの安全は最優先で守らなければいけない。となると、よっぽど優秀な人物でないとその任務は務まらないでしょ？」

「その、反歌姫団体の人たちってそんなに過激なことをするんですか？　学校のみんなが危険な目に遭うような」

「可能性がない、とは言い切れないわね。妨害行為や挑発行為ならまだ可愛かわいい方、過激な連中は本当に過激なことをするから。実際、過去にそういった例もあったし」

「どうしてそんなことをするんですかね？」

「本能的な恐怖、っていうのが一番の理由でしょ。自分には全く理解のできない不思議な力を持っている人間がいて、そしてその力を悪用しようと思えばいくらでも悪用できてしまう。それを防ぐ手立ては自分たちには無い。さらにはそんな人間を育成して増やそうとしている。そこに対しての本能的な恐怖は誰しもが持っていると思うわ」

　それは、確かにそうかもしれないけど。

「あとは妬み嫉そねみの類に、単純に面白くないからって理由、心から魔法を危険視している人もいるだろうし、その他もろもろね。魔法っていう特別な力を持っているからこその差別はどうしたって起きる。絶対に避けられない問題ね。歌姫という存在が誕生して以来、その手の問題はずっと起こってきたし、これからも起こり続けるでしょう」

「なんか悲しいですよね、そういうのって」

「そうね。でもそれは、キミが持っている側の人間だから言えるセリフよ。最初の段階ですでに有利な立ち位置にいるんだから」

「そう言われると返せる言葉も無いんですけどね」

　学院長の言うことは紛まぎれも無い事実で、最初の段階、つまり才能の有る無しでまず区別されてしまう。

　今後、魔法学の研究が進み、さらなる発展をしていくに従って、そこの格差はますます広がっていってしまうだろう。

　魔法中心の世の中へなっていけばいくほど、魔法を持たない側からの反発は確実に大きくなっていく。

　そして、割合で言えば、持っている側よりも持っていない側の方が圧倒的に多いのだ。

「だから、私たち歌姫カンタトリスは少しでも大衆に受け入れてもらえるように努力していかないといけない。一般の人たちにとって危険な存在であってはならない。私たちは皆さんの味方ですよって、そうアピールしていかないといけないわけよ。で、学院祭ってのはそれをわかりやすくアピールできる絶好の場ってわけね」

「だから物々しい警備とかはできないし、かと言って問題を起こすわけにもいかない、ってことなんですね？」

「そういう事。逆に言えば、反歌姫団体の人間にとっても絶好のアピールの場になりうる。もし、そこで事件を──たとえば歌姫研修生イミテーシヨンの魔法によって一般のお客さんが怪け我がをしてしまう、みたいな事件を起こすことが出で来きれば、世論を大きく変化させることも可能かもしれない。だから、なにか仕掛けてくる可能性が大きいわけ」

「なんか厄介ですね」

「ええ。だから今回はどうしても姫ひめ咲さきさんの力が必要なの。わかってもらえたかしら？」

　僕はその言葉に頷うなずくことしか出来なかった。

「当日はもちろん休憩時間もあるから、その時にでも思いっきり学院祭を楽しませてあげてちょうだい。妹想おもいのお兄さん」

　学院長にそう言われて、妙に照れくさい気持ちになる。

　けどまあ、そうだよな。純粋に学院祭を楽しめる時間が少ないのであれば、その時間を精一杯楽しめるように何とかしてあげるのが兄ってもんだ。

「って、そう言えば」

　ここまで話をして、僕は大きな違和感に気がついた。

「なに？　まだ何かある？」

「今日、一度もセクハラされてないんですけど、もしかして体調悪いですか？」

「なっ……」

　学院長は目を丸くしたあと、不満気に唇を尖とがらせる。

「あのねぇ、私だってたまには真面目モードな時もあります。まったく私を一体何だと思ってるのよ」

　拗すねたように言うそんな仕草がちょっと珍しくて、僕は思わずニヤついてしまう。

「何だとって僕にセクハラをするのが大好きな変態だと思ってますけど」

「ふ～ん、そういう事を言っちゃうわけね。わかったわ、覚えておきなさい。次来た時はとびっきりのセクハラをしてあげるから」

　学院長はそう言ってニヤリと笑った。





　　◇◇◇






「はぁ……」

　ベッドに寝転び、天井を見つめながらひとつ息を吐き出す。

「兄さん、なにか悩み事？」

　机の上のＰＣに向かって作業していた明あ日す香かが椅子をくるりと回転させて、僕の方を見た。

「悩み事っていうか、世の中って難しいなって思ってさ」

「なにそれ？」

「学院祭の話だよ。学院長から詳しい話を訊きいてきた。オフレコの件も含めて」

「あ、あー。詩し乃の、兄さんにも話したんだ。それはちょっと意外だったかも」

「最初は別の話をしに行ったんだけど、話の流れ上な」

「ん、別の話？　詩乃と？」

　明日香はそっちに興味をひかれたみたいで、くりっとした瞳を向けてくる。

　その目が言外に何の話をしていたか言いなさいよ、と語っていた。

「あ、ああ、別に大した話じゃないから」

　本当のことを言うにはさすがに恥ずかしいので、話を逸そらそうとしてみる。

「大した話じゃないなら、教えてくれてもいいよね？　なんでその大したことのない話から、オフレコな話になったのかも気になるし」

　けど、明日香は話題を変えさせてくれなかった。

　獲物を狙うハンターのような鋭さを持った視線で僕の顔を見据えていた。

　これは、噓うそをついても簡単にバレちゃいそうだよな。はぁ……。

「……学院長にちょっとしたお願いをしに行ってたんだよ」

　僕は諦めて白旗を掲げることにした。

「お願いってなんの？」

「明日香の代わりに運営の仕事頑張るんで、明日香を他の学生と同じようにチームを組んで出展から学院祭に参加させてくださいって」

「え？　なんで？」

「明日香、お昼休みの時に言ってたろ？　みんなと一緒に学院祭の準備がしたいって。だから、それをさせてあげられないかなって思ったんだよ。で、代わりに僕が頑張りますんでって言ったら、それでも今回は明日香の力が必要だからって流れになって、で、例の話になったんだよ」

「なるほどね」

　明日香は「うんうん」と頷うなずいた後、

「で、それのどこが大した話じゃないのよ～。めちゃめちゃ重要な話じゃない」

　なぜか明あ日す香かに睨にらまれた。なんでだ？

「いや、別にそこまで重要ってことも……」

「重要なのっ！　だって兄さんがわたしのことを想おもって、自分から詩し乃のにお願いに行ってくれたってことでしょ？」

「まあ、そうなるかな」

「ってことは、言わばそれは兄さんのわたしに対する求愛行為みたいなものでしょ？」

「それは言いすぎだ！」

　愛情は確かにあるけれど、求愛はしてない！

「ほら、明日香って前の学校の時の文化祭も運営側でまともに参加できなかっただろ？　生徒会と掛け持ちで頑張りすぎて高熱出しちゃった時とかもあったし。だから、今回は普通に参加させてあげたいなって思ったんだよ」

　僕がそう言うと、明日香は懐かしそうに目を細めた。

「へぇ、兄さん、ちゃんと覚えてくれてたんだ？　って、それもそうか。大好きな妹のことが心配すぎて、わざわざ妹の友達に電話しちゃうくらいに取り乱していたんだもんね～。そりゃあ覚えているか」

「なっ！」

　一転、にひひと小悪魔みたいな笑みを浮かべる明日香に僕は絶句した。

「な、な、な、なんで明日香がそのことを!?」

「知ってるに決まってるでしょ～。てか、わざわざ妹の友達になんて電話しちゃったらそっこーでバレるわよ。女子のネットワークは凄すごいんだから。軽い気持ちで言った悪口なんかもあっという間に広まっちゃうから気をつけるようにね」

「悪口なんかは言わないけど」

　まさか、あの件が明日香にバレてるなんて思ってもいなかったよ！

「考えてみれば、あの頃からすでに兄さんは妹のことが大好きだったんだよね～」

「嬉うれしそうに誤解を招くような発言をするな」

「え？　妹のこと、好きじゃないの？」

「それは、好きだけど」

「よし、それじゃあ、その大好きな妹が今日も一緒に寝てあげようじゃないか」

　明日香が椅子から立ち上がると、ととと、と駆け寄ってきて、そのままの勢いでベッドに飛び込んでくる。

「うわっと」

　仰あお向むけで寝ている僕に明日香が覆おおいかぶさって、にっこりと笑う。

「詩乃のところにお願いに行ったお礼に、今日も思う存分妹おっぱい触っていいよ」

「だから、誤解を招くような発言をするなって！」

「またまた、無理しちゃって。本心ではものすごく触りたいくせに～。うりうり」

　この前のデートで思いの丈をぶちまけて、前よりもさらに過激なスキンシップをしてくるようになった妹にどう対応するべきか。

　それが今の僕にとって一番の悩み事かもしれない。

　明あ日す香かの重みを身体に感じながら、そんな風に思った。





　　◇◇◇






（Sylvie's view）




「どうしよう、ぜんぜん眠れない……」

　時間はすでに深夜と言っても良い時間。

　シルヴィはムクリと布団から身体を起こすとため息をついた。

　胸に手を当てると心臓がこれでもかと言わんばかりに自己主張を繰り返している。

　どうしても考えてしまうのはタケルのこと。

「はあ……」

　熱いため息をついて、その手は自然とベッド脇に置かれた携帯を摑つかんでいた。

　ボタンを操作してメールボックスを開いてそこから『宝物フォルダ』を選択する。

　その中に保存されているのはすべてタケルからのメールだ。

　タケルから届いたメールは最初から全部保存してある。最初の頃のまだぎこちないやり取りから、何気ないおはようの挨拶的なちょっとしたやり取りまで。

　このメールすべてが今のシルヴィにとって宝物といえる大切なものだ。

　ひとつひとつを開いて、文章を読み返して、そして頰ほおを緩ませて。

　ちょっと前までは携帯なんてまったく弄いじらなかったのに。充電が切れていてもまったく気づかなかったくらいで。

　それが今では気がつくとこうして携帯を弄っている。大好きなマンガを読むよりも、こうしてメールを読んでいる時の方が楽しく感じている。

　無意識に顔がニヤついてしまっている。

「……はっ！　また最初から全部読みなおしてしまいました……」

　メールの内容なんてもう暗記してしまっているくらいに何回も読み返しているのに。

「さすがにこの時間にメールしたら迷惑だよね？　それに、今日もいっぱいメールしたばかりだし」

　シルヴィはそう呟つぶやいて、フォルダの中の最新のタイムスタンプのメールをもう一度開いてみる。

　そこには週末に一緒に遊びに行く予定について色々と書いてあって、シルヴィの心臓の鼓動が再び速くなった。

「まだ約束の日まで一週間もあるのに……」

　それはわかっていて気持ちを抑えようとするのに、どうしても色んな妄想が膨らんできてしまって気持ちが高ぶってしまうのだ。

「今からこんなに興奮してたら、当日までもたないです」

　睡眠不足で当日ダウン。

　その想像があまりにもリアルに出で来きてしまって、シルヴィはぶるんぶるんと首を振った。

　それだけは絶対に許されない。そんなことになってしまったら、自分で自分が許せなくなりそうだ。

　初めてのお友達とのお出かけ。それもただのお友達ではなくて……。

　シルヴィはもう一度胸に手を当てて、息を吐き出した。

「やっぱり好き、なのかな？」

　ポツリと呟いて、そして顔を沸騰させる。

　初めて演奏を聞いた時からずっと心がかき乱されていた。

　最初の会話は最悪だった。

　二回目の会話も、三回目の会話も最悪だった。

　でも、あの人はずっと私のことを気にかけてくれて、私の勘違いから魔法を暴走させちゃった時も、必死に私の心に語りかけてくれていた。

　私の創つくった詩を好きだと言ってくれて、心をこめて演奏してくれた。

　ずっとお姉ちゃんのまがい物と言われ続けてきた私を、ちゃんと私として見てくれた。

　心が跳ねた。

　心が満たされた。

「好き、なんだよね？」

　それは疑問ではなくて確認。

　その確認に対する回答はいくら考えてもひとつしかなかった。

「けど……」

　今の時点では異性として見られていない気がする。

　その思考に至って、がっくりと頭を垂れた。

　妹である姫ひめ咲さき明あ日す香かにパートナーの山やまの辺べ花か穂ほ、さらにはカンタトリス音楽院の学院長で宝石歌姫ビジユカンタトリスの東雲しののめ詩し乃の。

　彼のまわりにはすでに魅力的な女の子がたくさん居て、一刻の猶予もないというのに。

「胸か！　この胸のせいか！　こんな胸じゃ女の魅力は感じないのか！」

　ベッドの上でぺちぺちと胸を叩たたきながら、シルヴィは虚むなしくなった。

　その行為自体も相当に虚しいけど、

「ぺちぺちって。胸を叩いた時の音がぺちぺちって……」

　ボヨンボヨンとかポワンポワンとかそんな贅ぜい沢たくは言わない。せめて、ふにふに、みたいな、仄ほのかに柔らかさを感じさせるリアクションをしてよ、この残念胸！

　そんなことを思って、シルヴィは涙目になった。

「だ、大丈夫、私、まだまだ成長期だもん。どちらかと言えば大器晩成タイプだと思うし、やれば出で来きる子だし」

　ジャ◯プ三原則でいう友情と勝利からは見放されていた分、努力だけには自信がある。

「どうせ眠れそうもないし、もう一セットやっておこうかな」

　シルヴィはベッドから下りると、ＤＶＤを再生する。

　テレビ画面に映るのはレオタードを着て豊満なバストをこれでもかと言わんばかりに見せびらかしたお姉さん。

『それでは今日も元気よく～、レッツエクササイズッ！　わたしと一緒に努力して、世の男性を虜とりこにしちゃう魅惑的なボディーを手に入れちゃいましょう！』

「はい、頑張りますっ！　絶対に手に入れますっ！　よろしくお願いします！」

　シルヴィの目が熱く燃えていた。

　涙ぐましい努力は明け方まで続きそうだった。





　　◇◇◇






「まさか二週続けてあそこで待ち合わせをすることになるとはな」

　学院祭に向けて校内の空気も徐々に高まる中、特に大きな問題もなくあっという間に一週間の時間が流れて日曜日。

　僕はシルヴィさんとの待ち合わせのために平和記念広場の歌姫カンタトリス像前に向かっていた。

　見慣れた校門前を通り過ぎて、視界に入るのは音楽院前駅の駅舎。そして広場では今日もたくさんの人たちが待ち合わせをしているようだった。

　けど、その光景はいつもと違う。というか、まるで先週の映像記録を見ているように、見事に中央で人垣が割れていた。

「もしかして……」

　僕はやや速度を落としながら人垣の方へと近づいていく。そして視線をその割れた人垣の先に向ける。

　そこには美少女がいた。

　美少女というか──シルヴィさんだった！

　緩やかなウェーブのかかった銀色の髪に清潔感のある白い肌。

　大きな瑠璃色の瞳にスーっと通った鼻筋、その下には紅色の薄い唇。

　明あ日す香かのように派手なタイプではないけど、精巧なフランス人形を思わせる整った容姿は周囲の注目の的だった。

　さらにその容姿にこれ以上ないくらいにマッチした服装。

　紫を基調にレースやフリル、リボンなどをあしらった豪ごう奢しやな服。シルヴィさんが着ているのは所謂いわゆるゴスロリ系の衣装だ。

　けど、そこにまったく違和感はなく、浮いているという印象もなかった。

　周囲に強烈な印象を与えるゴスロリ系の服に着られることなく、見事に着こなしている美少女。注目を集めないわけがない。

　そして、何よりも一番注目を集めてしまう理由が──

「ふへへ」

　表情が緩みすぎですからっ！

　時折思い出したように、きりっと表情を引き締めるけど、徐々にその緊張も緩んでしまうのか、

「ふへへ」

　また自然と頰ほおが緩んでしまう。

　それでいて、だらしないとか怪しいとか、そんな印象を与えないんだから、なんかズルイよな。

　たとえるなら遠足前日の夜の子供みたいな、そんな微笑ほほえましい印象の笑みだった。

　それだけ、これからのことを楽しみにしてくれているってことか。

　これはやっぱり責任重大だな。

　今日この一日が、今までずっと心を閉ざしひとりぼっちで生きてきたシルヴィさんが誰かと一緒に遊んだり助けあったり、そんな風にして生きていくための第一歩となり得るかもしれないのだ。

「よし！　それじゃあ、思いっきり遊ぶとしますか」

　辛いことがたくさんあったであろうシルヴィさんの記憶を、少しでも多くの楽しい記憶で上書きしていきたい。

　これからはシルヴィさんにたくさん笑って欲しい。

　そんな事を考えながら、僕はシルヴィさんへと声をかけた。

「おはようございます、シルヴィさん」

「あ、タケルっ」

　シルヴィさんは僕に気がつくと、ふんわりと蕾つぼみが開くように笑みを浮かべた。

　白い頰ほおが興奮したように紅潮する。

　そのまま、ととと、と駆け寄ってきた。

「よかった。ちゃんと来てくれたんですね」

「当たり前じゃないですか。約束だってしましたし」

「でも、私、誰かと待ち合わせをしたの初めてでしたから、ちゃんと待ち合わせ場所に来てくれるか、少しだけ不安でした」

　上目遣いで僕を見るその表情は笑顔だ。

「その割には、なんか楽しそうに、にへへってニヤついてましたけど？　不安って言うよりも、楽しみで仕方ないみたいな？」

　僕がそう言うと、シルヴィさんの耳が真っ赤に染まった。

「み、み、み、見てたんですかっ！」

「なんか反応が可愛かわいくて、つい」

「か、かわ……っ！」

　身体をモジモジさせながら、恥ずかしそうに俯うつむく。

　って、ホントに反応が可愛いな、シルヴィさんは。

　最初に出会ったころの刺とげ々とげしい態度は見間違いだったんじゃないかって思うくらいに女の子っぽいと言うか。

　明あ日す香かとはまた違った意味で守ってあげたいって気持ちがこみ上げてくる。

「と、いつまでもここにいても仕方ないので、どっか行きましょうか」

「は、はい！　今日はばっちり予習してきましたので、私に任せて下さい！」

　シルヴィさんが両手を握りしめて、力強く「むんっ」と気合を入れた。

　その仕草がまた可愛らしくて、僕は自然と微笑ほほえんでしまっていた。





　　◇◇◇






「確かこっちのはずです」

　緊張した様子で歩くシルヴィさんに先導されるようにして、千歳ちとせ川がわ沿いの道を歩く。

　神楽かぐら特とつ区くは大きく分けて、カンタトリス音楽院を中心とした、普段僕達が生活をしている一般的な生活区域、海に面し高層ビルが立ち並び、カンタトリス記念コロッセオなどもある近未来的なウォーターフロント地区、そして神か奈な川がわ県けんだった頃の趣を残している観光地として栄えた温泉地域の三つに分けられる。

　そして今、僕達が歩いているのが温泉地域だ。

　川沿いの道には歴史を感じさせる老舗しにせの温泉旅館が軒を連ね、あたりを見回せば山々の緑が広がっている。

　耳に届くのは川のせせらぎと小鳥の鳴き声。

　なんとも長閑のどかで、心安らぐ空気だった。

「たまにはこっちに来てみるのも良いもんですね」

「は、はい、そうですね」

「シルヴィさんは温泉とか結構来るんですか？」

「は、はい、そうですね」

「へえ、そうなんですね。フランスにも温泉ってあるんですか？」

「は、はい、そうですね」

「って、ちゃんと聞いてます？」

「は、はい、そうですね」

「…………」

　だ、駄目だ。緊張しすぎているのか、シルヴィさんには僕の言葉がきちんと届いていないようだった。

　事前に調べてきた目的地の場所を一生懸命忘れないようにしているって感じで、その表情にはかなりの緊張が見て取れた。

　多分だけど、今日のために一生懸命プランを考えて、それをミスしないようにと必死なんだろう。

　いかにも真面目で優等生なシルヴィさんらしい行動だ。

　けど、せっかく遊びに来てるんだ。もうちょっとリラックスしてもらいたいよな。そっちの方が絶対に楽しいと思うし。

　う～ん、どうすればシルヴィさんにリラックスしてもらえるか？

　ふと、脳裏に浮かんだのは先週の明あ日す香かとのデートだった。

　あの日、何だかんだ言って緊張をしていた僕だけど、初しよっ端ぱなに手を繫つないだことによってある程度緊張がほぐれたような気がする。

　別の意味でさらに緊張した部分もあったけど、ひとりじゃなくてふたりで一緒に居るんだって空気になって、会話がしやすくなったのは間違いなかった。

　よし、とりあえず提案してみるか。

「あの、シルヴィさん」

「は、はい、そうですね」

「…………」

　って、そもそも提案自体が出で来きなかったっ！

　どれだけ緊張してるんだよシルヴィさんは。

　ん？　でも待てよ。今のこの状況なら、普段はシルヴィさんに決して言えないあの言葉も言えるかも。

　そんな悪戯いたずら心が湧き上がってきてしまって、僕は禁断の言葉を発してみた。

「シルヴィさんの胸ってびっくりするくらいぺったんこですよね？」

「いっぺん……死んでみます？」

　シルヴィさんがまるで地獄からやってきた少女みたいな冷徹な笑みを浮かべて僕を振り返った。

「って、なんで急にちゃんと聞こえてるんですかー！」

　ビックリだよ！　っていうか、怖すぎますよその笑顔！

「タケルは今、なんて言いました？　もしかしたら私の聞き間違いかもしれませんので、もう一回言ってもらえますか？」

　ごごご、と背後に黒い炎を噴き上げてそうな圧力を纏まといながら、シルヴィさんが詰め寄ってくる。

「あ、え、ええと、その……」

「いっぺん……死んでみます？」

　吐息がかかるほどに近い距離で、もう一度「死んでみます？」と微笑ほほえまれて、僕は素す直なおに「ごめんなさい」と謝った。

「あくまで一般論ですけど、たとえ冗談であったとしても、他人が一番気にしているであろう事を口にするのは良くないと思います」

「そ、そうですね。少し調子にのってしまいました」

「ま、まあ、私は別に胸の大きさなんて気にしてませんけど。今はまだ成長過程にあるってだけで、あと数すうヶ月げつもしたら、たゆんたゆんですし」

「…………」

「たゆんたゆんですし」

「そ、そうですね」

　シルヴィさんの迫力にコクコクと頷うなずく。シルヴィさん、やっぱ一番気にしてるんだな、胸のこと。

　可愛かわいらしくてお人形さんみたいなルックスに小さな体たい軀くなんだから、胸もそのくらいの大きさが丁度いいと思うんだけどな。

　まあ、たゆんたゆんになったシルヴィさんも見てみたいと言えば見てみたいけど。

　ってそうだ。そんな話をしたかったわけじゃないんだ。

「あのシルヴィさん、ひとつ提案があるんですけど」

「なんですか？」

　小さく首を傾けるシルヴィさんに僕は左手を差し出した。

「せっかくだから、手を繫つないで歩きません？」

「へ？」

　シルヴィさんは僕の言葉に一瞬ぽかんとした後、

「えええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！！！！！！！！！！」

　両手をわたわたさせながら、大声をあげた。

「て、て、て、手って！」

「あー、あの、嫌だったら無理にとは言いませんから。でも、なんかシルヴィさん、すごく緊張してあまり話とかする余裕なさそうだったので、手とか繫いだら少しは話しやすくなるかなって思って」

「た、た、タケルは、嫌じゃないですか？　手、繫ぐの」

「嫌だったら、最初からこんな提案しませんよ」

　左手を差し出したまま、シルヴィさんに笑いかける。

「うぅぅぅ……」

　シルヴィさんはしばらく僕の手を見つめた後、自分の胸に手を当てて深呼吸を数回繰り返し、

「じゃ、じゃ、じゃあ、お願いしますっ」

　意を決して、って感じで僕の手を握った。

　──僕と同じ左手で。

「…………」

「…………」

「あ、あの、シルヴィさん」

「な、なな、なんですかっ!?」

　まるでロボットのようにガチガチになりながら、シルヴィさんが声を裏返す。

「これだと握手になっちゃうんで、一緒に歩けないです」

　温泉街の道端で向い合って唐突に握手をする男女。端から見たらいったい何事だろうと思うだろう。

「お、お、男の人と手を繫ぐなんて初めての経験ですから、そんなこともわからないですけどなにか！」

　逆切れだった。

　いや、逆切れと言うよりも盛大なテンパりか。

　目をグルグル回して、アワアワしている。

　けど、決して僕の手を放そうとはしなかった。

　すべすべで小さくて僕よりも体温の低い手が、ぎゅっと僕の手を握り締めている。

　それが、ちょっと嬉うれしかった。

「手を繫つないで一緒に歩く時は、こうやって隣同士に立って」

　そう言いながら、一回シルヴィさんと握った手を離す。

「あっ……」

　シルヴィさんが少し残念そうな声を漏らして、離れた左手を見つめたので、僕はすぐにシルヴィさんの右手を自分の左手で繫いだ。

「ほら、こうすれば一緒に歩けますよね」

　そして、きゅっ、きゅっ、と合図を送るように何回か握った手に力を込める。

「そ、そうですね。って、そんなこと、冷静になればわかります。さっきのはちょっと緊張しすぎておかしくなっていただけですっ」

　ちょっと怒ったような顔で僕からぷいっと視線を逸そらして、シルヴィさんはそんなことを言った。

　でも、その頰ほおはわかりやすいくらいに朱色に染まっていたし、

　──きゅっ、きゅっ、きゅっ

　って、さっきから何回も嬉しそうに僕の手を握ってくるので、なんて言うか、僕はものすごくこそばゆい気持ちになってしまったのだった。


















「で、そこの角を曲がった所にあると思うんですけど」

　多少のぎこちなさはありながらも、ふたりで手を繫つないで温泉街の路地を歩いて行く。

　先週は明あ日す香かと一緒に池いけ袋ぶくろを歩き、今週はシルヴィさんと一緒に温泉街を手を繫いで歩く。

　今、僕の心の中に湧き上がってくる感情は先週のとは違うような気がして、でも似ているような気もして、ただはっきりとわかっているのはふたりとも大切な、守ってあげたい女の子だってことだ。

　花か穂ほと一緒にいる時も似たような感情がこみ上げてくることがある。

　これは恋愛的な感情、なのかな？

　正直、よくわからない。

　好きかって聞かれれば間違い無く好きで、手を繫いで嬉うれしいかって聞かれれば嬉しいって答えるだろう。

　一緒に居ると楽しいし、心臓もどきどきする。

　でも、これが恋愛感情ってやつだとしたら、僕は色んな女の子にその感情を持っているってことなのか？

　まあ、誰か一人を好きになったとしても、それ以外の人を好きにならないってわけではないので、順位に差はあれ、色んな人に色んな好意を抱くことはむしろ普通だろう。

　けど、じゃあ僕は誰のことが一番好きなんだろう？

　そんなことを考えて、思わず苦笑してしまう。

　明日香に好きだって言われたからって調子に乗りすぎだ。

　シルヴィさんは友達として僕を誘ってくれたわけだし、花穂とは歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールの関係だ。

　自分と親しくしてくれているからって、誰もが僕にそういう感情を持っているとは限らないわけで。

「あ、ありました。あそこのお店です！」

　妄想に耽っていた僕の思考をシルヴィさんの声が現実に戻した。

　シルヴィさんの指さした先にあったのは、いかにも温泉地のお食事処といった外観のお店だった。

「この辺で一番お魚料理が美お味いしいらしいです。神楽かぐらウォーカーでもオススメされてましたし、あのミシュランガイドで星を貰もらっているそうです」

「へえ、そうなんだ。それは楽しみだ」

「中でもカニのお味噌汁は絶品らしいですよ。あと金目の煮付けも美味しいって」

　まさに外国の美少女！　といったルックスのシルヴィさんの口からお味噌汁とか煮付けって言葉が出てくるのが少し意外だったけど、それだけ日本の文化に馴な染じんでくれているんだと思うと妙に嬉うれしい気持ちになる。

「シルヴィさんは生魚は大丈夫なんですか？　外国の方は結構抵抗があるって聞きますけど」

「まったく問題ないです。むしろ好物と言ってもいいでしょう。小さい頃から美味◯んぼを愛読書にしている私に隙はありません」

　キリッ、って効果音が聞こえてきそうなくらいのキメ顔でシルヴィさんは言った。

　そっか。そう言えばシルヴィさんはそっち系の素養があったか。なら、日本文化にどっぷりでもおかしくはない。

「さあ、いっぱい食べますよ。そして、女将おかみを呼べって言いますよー」

「いや、それは言わないで下さい。それをやって許されるのは雄山先生だけですから！」

　そんな感じで、繫つないだ手を楽しそうに大きく振りながらお店の前までやってきて、シルヴィさんの動きが固まった。

　そして絶望的な表情を浮かべて僕の顔を見上げてくる。

「こ、こ、これ、見てください」

　今にも泣きそうなシルヴィさんが指さしたお店の入り口を見ると、そこには無情にも『本日臨時休業』の張り紙がしてあった。

「な、なんでですか。せっかく調べたのに。タケルと一緒に美お味いしいご飯食べようと思って調べたのに。もう、世界なんて滅んでしまえばいいんです……」

　シルヴィさんの瞳から光が失われていく。

「って、大丈夫ですから！　こ、こういうこともありますって！　今日は残念ですけど、近くにいくらでもお店ありますから、そこで食べましょう」

「カニのお味噌汁～」

「大丈夫です。他のお店にもあると思いますから」

「金目の煮付け～」

「それもあると思います。多分、メニュー的にはどのお店もそれほど違わないと思いますし」

「女将～」

「は、さすがに居るかどうかわかりませんけど。けど、もし居たとしても呼ぶのは禁止ですからね」

「私は一番のオススメのこのお店でタケルとご飯したかったんです」

　しょんぼりと、落ち込んだ声でシルヴィさんが呟つぶやく。

　シルヴィさんに少し悪いなと思いながらも、そんなしょんぼりした姿が可愛かわいいと思えてしまって、僕はシルヴィさんの頭をぽんぽんと優しく叩たたいた。

「今日は残念でしたけど、今度、また一緒に来ましょうよ。そして、思う存分カニのお味噌汁と金目の煮付けを食べましょう」

「……また、一緒に来てくれますか？」

　涙目で僕を見上げながら、ぐずっと鼻をすする。

「はい、約束します」

「約束破ったらタケルの靴に画鋲を仕込みますからね」

　なんか、妙に地味でリアルな嫌がらせだな、それ。僕は苦笑しながら言った。

「破りませんよ。だから、そんなしょんぼりした顔してないで、笑顔でご飯食べに行きましょう」

「べ、別に私、しょんぼりした顔なんてしてません！」

　シルヴィさんは盛大に恥ずかしそうに身体ごと横を向いて、それからおずおずと右手を差し出してきた。

「手、握るの忘れてます」

　横目で、少し唇を尖とがらせながら、ちょこん、と言った感じで僕の左手に触れてくるシルヴィさんの右手を僕はしっかりと握りしめた。
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　お昼ごはんを食べ終わった後、僕とシルヴィさんは温泉街の中にある少しひなびた感じのゲームセンターへとやってきていた。

　ちなみに、カニのお味噌汁と金目の煮付けは次にあの店に来た時の楽しみにするってことで、今回は別のメニューを頼んだのだけど、それも十分に美お味いしかったのでシルヴィさんは満足そうだった。

「そういえばゲームセンターに来るのも初めてだったりします？」

　僕がそう訊きくと、シルヴィさんは心外ですと言わんばかりに眉をひそめた。

「ゲームセンターくらい何回も来たことありますよ。むしろ、私にとってホームと言っても過言ではないかもしれません」

　おお、予想外にシルヴィさんが胸を張ってそう言った。

「でも、シルヴィさん、一緒に行く人、今まではいなかったですよね？　ひとりでゲームセンター行ってたんですか？」

「はい、それがどうかしましたか？」

　シルヴィさんは、僕が何を言っているのかわからないといった風な表情をする。

「だって、ゲームはひとりで楽しむものですよ？」

　あ、ああ。そう言われると、確かにおかしなことではないけど、でも、なんだろう。このこみ上げてくるなんとも切ない気持ちは。

「ってことは、シルヴィさんゲーム大好きですか？」

「はい、大好きです。特にひとりで延々プレイできるパズル系のゲームとか、軽くトリップ感覚の味わえる弾幕系の縦シューとか好きです」

　目をキラキラさせながら言うシルヴィさん。こんなに輝いているシルヴィさんを見るのは初めてかもしれない。

　にしても、チョイスがあまり女の子っぽくないような。

　むしろ、逆にシルヴィさんっぽいのか？

「じゃあ、今日は普段シルヴィさんがあまりやらなそうなゲームをしてみましょうか？」

「あまりやらなそうなゲームですか？」

「はい。たとえばプリクラとか」

　ってプリクラはそもそもゲームじゃないか。

　でも、いつもひとりでゲーセンに来ていたシルヴィさんはプリクラとかやったことないだろう。

　けど、またもやシルヴィさんのリアクションは僕の予想外のものだった。

「私、プリクラも結構やってますけど何か？」

「え？　だ、だって、いつもゲーセン、ひとりで来てるんですよね？」

　それなのにプリクラって……。

　ひとりで暖の簾れんをくぐって機械の前に立って、プリクラを撮っているシルヴィさんの姿を想像して、目頭が熱くなった。

「あ、哀れみの視線で私を見ないで下さい！　違うんです！　今のプリクラはアニメのキャラクターとかと一緒に撮れたりするんでひとりで撮っててもおかしくないんです！」

　確かにコラボとかやってて、そういうフレームを選んだりもできる機械もあるらしいけど、なんて言うか。

「だ、だから可哀想な子を見る目で見ないで下さい！　べ、別に私は寂しくないですし、恥ずかしくもないですから！」

　ムキになればなるほど、切なさが滲にじみでてくる気がする。

「そ、そういうタケルは誰かと一緒にプリクラ撮ったことあるんですか？」

「はい、何回かありますよ」

　まあ、そのほとんどが明あ日す香かがらみだったりするけど。

「なっ！」

　そしてシルヴィさんは僕の答えにショックを受けていた。

「う、裏切り者ですか！　わ、わかりました。そうやって上から目線で私を哀れむためにプリクラをやろうとか言い出したんですね！」

　涙目だった。ってことは、やっぱり寂しかったんだ。本当は誰かと一緒にプリクラを撮りたかったんだ。

　そんな気持ちを抑えて、ひとりでキャラクターとツーショットプリクラを撮っているシルヴィさんの姿を思い浮かべて涙がこぼれそうになる。

「だ、だから、そんな優しい目をしないで下さい～」

　目をバッテンにして両手でぽかぽかと僕の腕を叩たたいてくる。

　ほんと可愛かわいいなこの人は。

　本当はずっと誰かに甘えたくて、でも、生き方が不器用だからそんなこと出で来きなくて。

　無理して心を閉じ込めて大人のふりをして、きっとそんな風に生きてきたシルヴィさんが無邪気な、喜怒哀楽の激しい、本来の子供っぽい仕草を見せてくれる。

　それがとても嬉うれしかった。

「ほら、だから今日はシルヴィさんのプリクラデビューです。ふたりで一緒に撮りましょうよ。今日の記念に」

　そう言うと、ぽかぽかと叩いていたシルヴィさんの手が止まる。

「フレーム、私が選んでもいいですか？」

「ええ、いいですよ」

「出来上がったプリクラ、ふたりで半分こしてくれますか？」

「当然ですよ。そういうものですし」

「今日のプリクラ、私の携帯に貼ってもいいですか？」

「それは、まあ、シルヴィさんにお任せします」

　ちょっと照れくさいけど。

「じゃ、じゃあ、一緒に撮りましょう」

　二人並んで暖簾をくぐり、楽しげな音楽の中、機械の前に立つ。

「じゃあ、お金入れますね」

「は、はい！」

　財布から硬貨を出しながら隣を見ると、緊張のせいかシルヴィさんが直立不動で立っていた。表情がやや引きつって、まるで証明写真でも撮るような雰囲気だ。

「はい、お金入れました。じゃあ、シルヴィさん、フレームを選んで下さい」

「これにします！」

　一瞬の迷いもなくシルヴィさんはフレームを選んだ。

「って、このフレーム」

　二人並んだ僕とシルヴィさんの顔を囲むようにしてハート型の枠が描かれる。

　ピンクを基調とした、いかにもラブラブといった雰囲気のフレームだった。

「シルヴィさん、本気でこのフレ──」

「これで問題無いです。さ、さあ、撮りますよ！」

　シルヴィさんの妙に気合いの入った声が僕の声をかき消して、撮影スタートボタンが押された。

　スピーカーからカウントダウンの声が聞こえてきて、




　──パシャッ！




　僕達の記念プリクラが撮られたのだった。







　取り出し口からプリクラを取り出して、半分こする。

　そこに写ってるのは、緊張のあまり無表情でパスポート写真のようになってしまっているシルヴィさんと、同じくハートのフレームに緊張してぎこちない笑みを浮かべている僕だ。

　もし何も知らない人がこのプリクラをみたら、僕達がいったいどんな関係で、どんなシチュエーションで撮られたプリクラだと思うのか、まったく想像がつかない。












　そんな、正直ちょっと微妙な感じのプリクラになってしまったわけだけど、

「へへへ～……」

　そのプリクラを大事そうに胸に抱いて、これ以上ないくらいに嬉うれしそうなシルヴィさんの姿を見たら、逆にものすごく良いプリクラのような気がしてきた。

　何はともあれ、今日の良い記念になることは間違いなしだ。

　僕とシルヴィさんは笑顔のままゲームセンターを後にした。
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「さあ、次はどこに行きましょうか？」

　ゲームセンターを出て、シルヴィさんを振り返ると、

「ふひひ……」

　さっき撮ったプリクラを凝視しながらにやにやしてた。

「あのシルヴィさん、初プリクラで嬉しいのはわかりますけど、歩きながら見てると危ないですよ」

「え？　あ、べ、別にそんな嬉しいとかじゃありません！　た、ただ、ええと、その、た、タケルの顔が変だから、き、気になって見ちゃうだけです！」

　大事そうに財布の中にプリクラを仕し舞まってから、慌ててそんな反論をした。

「それ言ったら、シルヴィさんも七五三みたいになってるじゃないですか」

「七五三って、私、子供じゃないです！」

　ぷく～っと焼いたお餅みたいに頰ほおをふくらませるシルヴィさん。めちゃめちゃ子供っぽい仕草だった。

「って、それはいいとして、次はどこに行きましょうか？」

　この辺の観光施設ってあと何があったかな？

「せっかく温泉地区まで来たので、温泉に入っていきたいと思うのですけど」

「ああ、それはいいですね！　そうですよね、ここまで来て温泉に入らないのは勿体無いですもんね」

　温泉かあ。温泉に入るのは、シルヴィさんと対決をしたあの日以来だな。

　あの日は確か、学院長と一緒で……。

　思わず学院長の全裸シーンを思い出してしまって、顔が熱くなる。

「……タケル、今、何を想像しましたか？」

　意識を現実に戻すと、シルヴィさんがジト目で僕を見ていた。

「べ、別に何も想像してないですっ」

「噓うそをついても表情でバレバレです。タケルは今、温泉に入っている私の裸を想像したに決まってます」

「あ、それはないです」

「なんでないんですかーっ！」

　僕の即答にシルヴィさんが不満気に声を張り上げた。

「なんでって言われましても」

「だ、だってこの会話の流れだったら、タケルの頭の中には確実に裸の私のサービスカットが思い浮かぶはずなんです。それは先達の残した数々の名作マンガやアニメが証明しています！」

　はい、確かに今、僕の頭の中にはサービスカットが思い浮かびました。ただ、残念ながらそれはシルヴィさんじゃなかったってだけで。

「やり直しを要求します！」

「え？　やり直しって想像をですか？　って、シルヴィさんの裸を想像してもいいんですか？」

「こ、この際仕方ないですっ」

　腰に手を当てて胸を張るシルヴィさん。その頰ほおはほんのり色づいて、瞳も少し潤んでいるように見えた。

　い、いや、裸を想像しろって！

　何がこの際なのか、何が仕方ないのかまったくわからないけど。

　僕がゆっくりと顔から胸、そして下半身へと視線を動かしていくと、

「ううぅ……」

　シルヴィさんは恥ずかしそうに身動ぎした。

　って、なんだこのシチュエーションはっ!?

　照れている本人を目の前にしながら、本人公認でその裸を想像するなんて、いったいどんなプレイだよ！

　でも、こう、なんか、ちょっとドキドキしてしまうっていうか──

「ふたりとも、ずいぶんと楽しそう」

「「ひぃぃ！」」

　突然かけられた声に僕とシルヴィさんは同時に悲鳴をあげた。

　そして完璧にシンクロした動きで振り返る。

　そこにはひとりの少女が立っていた。

　ツインテールにしたプラチナに煌めく髪。まるで良質のビスクドールを思わせるすべすべとした肌。感情の見えない表情。

　そして何よりも印象的だったのはエメラルド色に輝く瞳だ。その瞳は気を抜くと吸い込まれそうなくらいに魅惑的な輝きを放っていた。

　ってこの顔、どっかで見たことあるような……。

「……お、お姉ちゃんっ!?」

「え？」

　シルヴィさんの声に振り返る。それから、もう一度声をかけてきた少女に視線を移す。

　確かにふたりの顔はよく似ていた。

　そしてそれ以上に、この顔はテレビで見たことがある。

　──電でん子しの翠すい玉ぎよく。

　テクノサウンドにのせて無表情のままに淡々と幻創曲を歌い上げる、フランスの宝石歌姫ビジユカンタトリス、メアリー・マルソー。

「ど、どうしてお姉ちゃんがここに!?」

「今、話題沸騰中の奏士トルヴエールを一目見てみようと思って」

　そして、翠玉と称される瞳を僕へと向けた。たったそれだけで、思わず竦んでしまう。

　宝石歌姫と呼ばれるだけの眼力がそこにあった。

「こんにちは、神かん凪なぎタケルくん。私はメアリー・マルソー。シルヴィの姉。よろしく」

「は、はい。神凪タケルです。よろしくお願いします」

　とりあえず挨拶を交わしたけど、なんでこんな所に、しかもこんなタイミングでシルヴィさんのお姉さんがいるんだ!?

　まったくの予想外の人物の登場に頭が混乱している。

「で、シルヴィ」

「は、はい」

「彼とはもう寝たの？」

「「ぶほっ！！！」」

　そして、混乱している頭を思いがけない豪速球がぶち抜いて、僕とシルヴィさんは盛大にむせた。

「ね、ね、寝たって！　な、な、何を言ってるんですかお姉ちゃんは！」

「まだ寝てないの？」

　晩ご飯のおかずは何にする？　くらいの気軽さで──もともと抑揚がなく淡々と話すから尚更そう感じる軽さで──メアリーさんが訊きく。

「ま、まだもなにも、そ、そもそもタケルとは、そういう関係じゃ──」

「そう、そういう関係じゃないの。それは予想外。でも、それも別に大した問題じゃない」

「大した問題じゃないって何がですか？」

　メアリーさんの呟つぶやきに、シルヴィさんが警戒するように反応する。

「立ち話もなんだから場所を変えようと思う。とっておきの場所に案内するからついて来て」

　そして、僕達の返事を待たずにメアリーさんは踵を返すとすたすたと歩いて行った。

　僕とシルヴィさんは一度顔を見合わせてから、慌ててその背中を追いかけた。





　　◇◇◇






「……………………」

　僕は絶句していた。というか混乱していた。

　どうしてこんなおかしな状況になっているのだろう？

「ふう、いいお湯。日本の温泉はやっぱり最高」

　僕の目の前で髪をアップにしてお湯に浸かっているのはメアリーさんだ。温泉に浸かっているので当然全裸だ。

「うぅぅぅぅ……」

　その隣で、恥ずかしそうに俯うつむいているのがシルヴィさんだった。こっちも温泉に浸かっているので当然全裸だ。

　ふたりとも雪のように白い肌をピンク色へと染めている。

　多分、メアリーさんはお湯に浸かって血行がよくなっているからで、シルヴィさんは羞恥心からのものだろう。

「ど、どうしてタケルと混浴なんですかー！」

「お話をするには一緒の場所にいないと出で来きない。それ、当たり前のこと」

「そ、それはそうですけど、じゃあなんで温泉なんですかー！」

「ここの温泉、秘密の話をするには最適の場所だから」

「で、でも混浴ですし……」

　両手で胸を隠すようにしながら、チラチラとシルヴィさんが僕の方を見てくる。

　一方、メアリーさんは平然としていた。っていうかノーガードだった。

　まったく胸を手で隠そうともせずに、堂々と背筋を伸ばしている。

　そして、驚きよう愕がくの事実だけど、メアリーさんの胸はシルヴィさんのそれとは違って、結構膨らんでいたのだった。

「って、タケル！　なにお姉ちゃんの胸を見てるんですか！　混浴とはいえマナーは守って下さい！」

「私は別に気にしてないけど」

「お姉ちゃんが良くてもダメなんです！　って言うか、お姉ちゃんもお姉ちゃんです！　男性の前なんですから胸くらい隠してください」

　プリプリと怒るシルヴィさんに対して、メアリーさんが微かすかに目を見開いた。そして合点がいったという感じで頷うなずく。

「ようやくシルヴィが怒っている理由がわかった。あなた、私とタケルくんが混浴しているのが気に入らないのね」

「ち、違います！　そもそも混浴に反対なんですっ！」

「でも、あなたの手帳に書いてあった今日のデートプランには、最後、温泉でタケルと混浴ってちゃんと──」

「どどん波──────────っ！」

　全身をトマトのように真っ赤にさせたシルヴィさんが、メアリーさんの言葉を遮るように絶叫しながら指先を突きつけた。

　いや、どどん波って！

「お、お、お、お姉ちゃんが何を仰ってるのか、ま、ま、全く意味がわからないです！」

　ものすごい声の裏返りっぷりだった。

　シルヴィさんのどどん波に遮られてよく聞こえなかったけど、メアリーさんはなんて言ったんだろう？

「ダメよシルヴィ。いくらここがマンガ天国日本で、ドラ◯ンボールが世界に誇る名作とはいえ、あれはもう20年も昔の作品。さすがに鶴仙流はハードルが高すぎる。せめて亀仙流にしないと。貧乳のあなたがタオパイパイという響きに憧れて鶴仙流贔屓なのは知っているけど」

　ツッコミどころがそこかよ！

「それに、どどん波程度じゃ私を倒すことは出で来き無い。せめて、そうね、ギャリック砲くらいは撃ってくれないと」

　なぜかメアリーさんはキメ顔だった。

　っていうか、姉妹そろっての結構なヲタ属性かよ！　恐るべしフランス、とでも言えばいいのだろうか。

　まあ、それよりもメアリーさんの発言の中にひとつすごく気になる部分があったので、シルヴィさんに訊きいてみる。

「シルヴィさんってそんな理由でタオパイパイに憧れているんですか？」

「どどん波──────────っ！」

　バシャッ、とお湯から立ち上がって、全力で僕に指を突き出してくるシルヴィさん。

　当然どどん波は出ない。代わりにシルヴィさんの裸体がお湯から出た。

「って、この状況で立ち上がったら！」

　当然のごとく、全体的に小さなパーツで構成されているシルヴィさんのすべてが白日の下に晒されちゃうわけで。

「あら、シルヴィ、随分と過激なアピール」

「あぁぁぅうぅぅ……」

　僕に指先を突き出したままの状態で数秒ぷるぷると震えた後、

「あうぅ……」




　──バシャン！！！！




　シルヴィさんはお湯の中へひっくり返ったのだった。







「……どうしてまだ世界が滅亡していないのでしょうか」

　今にもお湯の中に沈んでいってしまいそうなくらいに絶望的な表情でシルヴィさんが呟つぶやいた。

「別に見られても構わないと思う。裸のひとつやふたつ」

「わ、私はお姉ちゃんと違って神経が繊細なんです！」

「あなたが繊細なのは神経だけじゃなくて、胸も──」

「お姉ちゃんっ！」

　ぷくっと頰ほおを膨らませて抗議するシルヴィさん。

　シルヴィさんがメアリーさんに見せる表情はやっぱり特別で、こうして見ると、本当に姉妹なんだなって思う。

「なんですか、タケル。私たちをみてニヤニヤして。も、もしかして、さっきの私の裸を思い出して──」

「ち、違いますって！　すごく仲の良い姉妹だなって思って、微笑ほほえましい気持ちになっただけですよ」

　前に聞いたイメージだと家族とももう少し距離感がありそうな感じがしていたから。

　こうして、メアリーさんに素す直なおな表情を見せるシルヴィさんが見れて、安心できたのだ。

「あ、あとシルヴィさんも安心していいと思いますよ。正直、僕も絶望的かなって思ってましたが、メアリーさんの胸の大きさを見たらシルヴィさんにも結構期待が──」

「タケルは死ぬといいですっ！」

　って、これは余計なひと言だった！

「で、お姉ちゃん。そろそろ本題に入ったらどうですか？」

　余計な話はこれで終わりとばかりにシルヴィさんがメアリーさんを促す。

「そうね」

　シルヴィさんのジト目の視線を受けて、メアリーさんが僕を見た。

「まどろっこしいのは好きじゃないから単刀直入に言う。神かん凪なぎタケルくん、あなたフランスに就職する気ない？」

「え？」

　それはあまりにも予想外の言葉だった。

「少し言い換える。私たちの専属の奏士トルヴエールになるつもりはない？」

　じっと、エメラルドグリーンの瞳に見つめられる。

「お、お姉ちゃん、いきなり何を言ってるんです！」

「シルヴィは反対？　タケルくんを私たちのパートナーにするの」

「タケルを私たちのパートナーに……ですか？」

「ええ」

「そ、それは、反対では、ないですけど……」

　シルヴィさんが恥ずかしそうに俯うつむきながらチラチラと視線を送ってくる。

　それにしても、先週明あ日す香かの言っていたことは本当だったのか。

　まさか、いきなりこんな、しかもフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスから直々にお誘いがあるとは思いもしなかった。

「それは、僕が複数の歌姫に対して同時演奏ができるからですか？」

「うん、そう。私たちフランスは現状、残念ながらＩＣＣランキングの下位に位置している。さらに他の国に比べてタッグマッチ戦への対応も遅れてしまっている。このままでは近いうちに最下位まで落ちてしまう可能性も大きい」

「で、タッグマッチ戦対策で僕をスカウトしたいと」

　僕の問いにメアリーさんがこくんと頷うなずいた。

「でも、正直に言って僕の同時演奏、毎回成功するとは限りませんよ？　それにあの時はパートナーが明日香と花か穂ほだったから成功したのかもしれませんし」

　僕は特別なことは何もしてなくて、単純に明日香と花穂のことを想おもって演奏しただけだ。

　だから、もう一度やってみたとしても、あの時と同じ様に成功するとは限らないし、他の歌姫で同じ事が出で来きるかどうかもわからない。

　自分自身が技術としてそれを理解していないのだから。

「うん、その可能性は否定できない。でも、私は大丈夫だと思っている。歌姫としての本能があなたの演奏に惹ひかれているから。当然、シルヴィの方も言わずもがな。だから、あなたが欲しい。私とシルヴィとあなたの三人なら、より発展させた『電想劇場エレクトリカルシアター』を展開することができると思うから」

　その表情にはまったくからかっている様子はなく、本心からそう言って貰もらえているみたいだった。

「もちろん、お給料はあなたが納得するだけの額を払う。さらに、もし、あなたが私の誘いを受けてくれるのなら──」

　メアリーさんはそこで一旦言葉を溜めて、

「──妹のすべてをさしあげる」

　さらっととんでもないことを言った。

「な、な、何を言ってるんですかー！」

　シルヴィさんの絶叫が響く。

「え？　もしかして嫌？」

「そ、そんなの、もしかしなくても嫌に決まってます！　か、か、勝手に私のすべてを差し出さないでください！」

　ま、まあ、そりゃそうだ。って言うかメアリーさんって、マイペースでさらっと物もの凄すごい事を言うよな。

　この辺のずれっぷりも宝石歌姫ビジユカンタトリスならではなんだろうか。明あ日す香かとか学院長とかも相当なもんだし。

「そう、なら仕方ない」

　メアリーさんはひとつ息を吐いて、

「なら、代わりに、私のすべてをあげる」

　静かに立ち上がった。それに伴って、お湯の中に隠れていた身体が全て、僕の眼前に晒される。

　ほんのりと桜色に色づいた白い肌。小さな肩、くびれた腰に柔らかそうなお尻のライン。

　シルヴィさんのとは違って、しっかりと女の子の柔らかさを主張した双丘。

「もちろんすべて初物。全部あなたの好きにしていい。自分で言うのもなんだけど、ルックスのレベルは高いと思うし、全体的に小ぶり感はあるけどプロポーションも悪くない。なにより肌の綺き麗れいさには自信ある。あと感度も」

「あ、あの、あの……」

　混乱する僕にメアリーさんは一歩、また一歩とにじり寄ってくる。その度に近づいてくるメアリーさんの裸体。

「それにあなたの望むことならどんなことでもしてあげる。どんなに変態的なプレイだって喜んで受け入れる。だから、私たちのものになって」

　メアリーさんが前かがみになって、魅惑的な言葉を囁く唇が僕の顔へと接近してきて、

「って、だ、だ、だ、ダメですーっ！」

　バシャバシャと慌てたようにシルヴィさんが駆け寄ってきて、ぐいっと僕の腕を引っ張った。

「も、もう、お姉ちゃん！　いくらスカウトするにしてもこういうのはダメです。こういうの続けるならお姉ちゃんとは絶交です！」

　シルヴィさんは僕をメアリーさんから守るように間に身体を入れて、メアリーさんを威嚇する。

「残念。さすがに妹に絶交されるわけにはいかないから、今日はこれくらいにしておくことにする」

　しれっとそんなことを言って、何事もなかったようにメアリーさんはお湯に浸かった。

　表情の変化が乏しいのでハッキリとはわからないけど、その表情にはどことなく、してやったりな感情が浮かんでいるように見えるのは気のせいだろうか？

　そして、僕の腕が柔らかな感触に包まれているのも気のせいだろうか？

　って、これは確実に気のせいなんかじゃなくて、

「あ、あの、シルヴィさん。そろそろ離れてくれないと、腕に色々当たってですね」

「ダメです。タケルから離れたらお姉ちゃんが何をするかわかりませんから。お姉ちゃん危険です！」

　そして、ますます僕の腕を抱きしめるようにして引き寄せた。

「大丈夫。これ以上は誘惑したりしないから。それに、私がするよりも、任せてしまったほうが効果的な気がする」

　僕の隣で威嚇するように唸うなるシルヴィさんを見ながら、メアリーさんは楽しそうにそんなことを呟つぶやいたのだった。





　　◇◇◇






「それにしても、大変な目にあった」

　温泉から上がり、中庭に出て夜風にあたっていると、

「大変素晴らしい目にあった、の間違いだと思う」

　背中から声を掛けられた。

　振り返るまでもなく、その抑揚のない特徴的な話し方でメアリーさんだとわかる。

「なかなかのナイスバディだったでしょ、私の身体」

　耳元で囁かれるように言われて、思わず回想してしまう。

　なんか僕、温泉に来る度に宝石歌姫ビジユカンタトリスの全裸を見ているような。

「それに、意外と柔らかかったでしょ？　シルヴィの身体。ぺったんこに見えても、生で触ると女の子の胸はちゃんと柔らかいものなの」

「ああもう、思い出させるようなこと言わないで下さいよ」

　色々とまずいから。精神的にとか肉体的にとか。

「それでメアリーさんの本当の目的は何だったんですか？」

　僕は話題を変えて、メアリーさんを振り返る。

「タケルくんの勧誘」

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいですけど、それが一番ではないですよね？」

「そうでもない、あなたの勧誘は大切な目的。けどそうね、目的はいくつかある。今日の一番の目的はシルヴィを見ておきたかったってことかな」

「シルヴィさんを見ておきたかった？」

「ええ。あの子、最近急に明るくなってメールとか送ってくるようになったから。この前、電話でお姉ちゃんの携帯のメアドを教えて下さいって言われた時は正直自分の耳を疑った。だから、あの子に何があったのか見ておきたかったの」

　淡々とした喋り方は相変わらずだけど、その言葉にはきちんと姉としての優しさが含まれていた。

「シルヴィさんのことが心配だったんですね」

「当然。あの子があんな風になってしまったのは私の責任でもあるから。だから色々と試してみた。けど、私ではあの子の心の壁を取り除くことが出で来きなかった。あの子はずっとひとりぼっちで、誰にも心を開かなかった。携帯電話なんて一度も使うことがなかった。それが、最近になって急にメールを送ってくるようになって、電話してみたら声が明るくて、まるで昔の、詩を歌う前のあの子に戻ったような気がして。だから気になって見に来てみたってわけ」

　そこでメアリーさんは一度言葉を区切って、

「だからありがとう。あの子を救ってくれて。あなたに心から感謝する」

　今日出会ってからはじめて──にっこりと微笑ほほえんだ。

「い、いえ、僕は単に、シルヴィさんと仲良くなりたいってそう思っただけですから。特別なことは何もしてないです」

　むしろ、最初の頃はシルヴィさんに対して偶然とはいえ、結構酷ひどいことばかりしていたような。

　小学生くらいって言ってしまったり、胸を触って「こ、これが……胸？」とか言っちゃったり。

「でも、それがあの子にとっては一番嬉しかったことなの。あの子、性格が素す直なおじゃないから直接伝えていないと思うけど、あなたにすごく感謝してるわ。そしてとても気に入っている。私に送ってくるメールの95パーセントはあなたのことしか書いてないし」

「きゅ、95パーセントですか！　それはいったいどんなことが書いてあるんですか？」

　シルヴィさんがメールの中で僕のことをどんな風に書いているのか、すごく興味があった。

「ふふふ、それは内緒。さすがにそれをバラしたらあの子に絶交されちゃうから」

　そしてメアリーさんが両手で僕の手をとった。エメラルドグリーンの瞳が真剣な光を灯す。

「だから、本気で考えてくれると嬉うれしい、今日の勧誘のこと。私たちはあなたのことを心から欲している。もちろんあなたの進路なので無理強いはできない。けど、選択肢のひとつとして覚えておいて貰もらえると嬉しい」

　そんな、とても光栄なことを言ってくれた。

「ありがとうございます。メアリーさんからそう言ってもらえるのはとても光栄です。でも、僕はまだ──」

「結論は急がない。今はただ覚えておいてくれるだけでいい。私たちが本気だってことを。それと、もし受け入れてくれたら、私たちマルソー姉妹をあなたの肉奴隷にできるってことを」

「ちょっ！　肉奴隷って！」

　この人はまた！

「私はそっちも本気。結構興味あるし。お試し期間で少し試してみる？」

　指先で僕の胸のあたりを弄いじりながら、メアリーさんが挑発してくる。

「タケルー、お姉ちゃんー！　またふたりっきりでそんなところでー！」

　と、タタタッと小走りで駆けてくる足音とシルヴィさんの声が背後から近づいてきた。メアリーさんは僕の後方に視点を移して、

「残念。お試し、出で来きなくなっちゃった」

　どこまでが冗談なのかわからない表情でそう言って、僕から離れた。

　それからはまたシルヴィさんも交えて、さっきまでのお風呂の中と同じようなテンションで楽しい時間が流れて、

「もう、なにふたりっきりで仲良くしてるんですかーっ」

「私とタケルくんが仲良くしたらダメだった？」

「だ、ダメじゃないですけど、でも、ふたりっきりはダメなんです！」

「どうしてふたりっきりはダメ？」

「どうしてって、だってお姉ちゃん、いっつも私の大切な──」

「ん？　大切な？　大切ななに？」

「えっ……、な、なんでもないです！　そ、その、タ、タケルが死ぬといいです！」

「ええー!?　なんで僕が!?」

「そ、そ、それは、タケルが悪いからですー！」

　そんなシルヴィさんの声が夜の温泉街に響き渡ったのだった。





　　◇◇◇






　色々あったシルヴィさんとの一日も無事（？）に終了し、温泉の売店でお土産を買った後、シルヴィさんとメアリーさんは仲良く喧嘩しながら帰っていった。

　そんなふたりの後ろ姿を見ながら、やっぱり姉妹きようだいって良いもんだな、なんて思った僕は少しだけ急ぎ足でアパートへ戻り──そして今、修羅場を迎えていた。

「で、今日一日、どこに行っていたのかな？　うちの兄さんは」

　部屋に入るなり、明あ日す香かに正面からがっちりとハグされ、目の笑っていない笑顔での尋問が開始されたのだ。

「いや、その、ちょっと温泉地区の方に」

「何しに？」

「あ、遊びに」

「ふ～ん、ひとりで？」

　明日香の腕に力が込められて、僕と明日香の身体がより密着する──っていうか締め付けられる。

「あ、明日香さん。その、せ、背骨が軋むんですけど」

「今の兄さんに発言が許されるのはわたしの質問に答える時のみ。で、ひとりで？」

　これは、完全にバレてそうな雰囲気だ。下手に誤ご魔ま化かしてもますます明日香の機嫌が悪くなるだけだし、ここは素す直なおに答えておいたほうが良さそうだな。

　別に隠すようなことはしてない……はずだし。

「その、シルヴィさんと一緒に」

「ふ～ん、ぺったん娘ことね～。でも、兄さんの身体からもうひとり分、女の匂いがするんだけど、どうしてかしら？」

「こ、怖いからっ！」

　どれだけ高精度なんだよ、その鼻は！　お前は犬か！　犬なのか！

「で、もうひとりは誰？　なんか知ってるような、知らないような微妙な匂いなのよね」

　明日香が僕の首筋に顔をくっつけて、スンスンと鼻を鳴らす。

「だから匂いを嗅ぐなってば！　もうひとりはメアリーさんだよ。シルヴィさんのお姉さんのメアリーさん」

「え？　メアリーって、あのメアリー・マルソー？　フランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスの？」

「うん」

「ど、どうして兄さんが電でん子しの翠すい玉ぎよくと──って、さっそくっ!?　さっそく誑たぶらかされに行ってきたわけ!?」

「ち、違うから！　っていうか、苦しい、苦しい。きつく抱きしめすぎ！」

　スカウトを受けたのは事実だけど、誑かされてはいない──と思う。

「じゃあ、なんで兄さんがフランスの宝石歌姫なんかに会ってるのよ？」

　唇を尖とがらせながら、ジト目で睨にらんでくる。

「メアリーさんに会ったのは僕も予想外のことだったんだよ。今日は前からシルヴィさんと一緒に遊びに行く約束をしてて、で、たまたまメアリーさんも今日、シルヴィさんの様子を見にこっちに来てたってだけで」

「ふ～ん、前からぺったん娘こと一緒に遊ぶ約束、ねえ？」

「ほ、ほら、シルヴィさんずっと孤立してて、今まで友達と遊んだことなかったんだよ。だから、友達として一緒に遊びに行こうって約束をしてて」

「へぇ～、わたし、別に経緯の説明してとか言ってないけど？　何か疚しい気持ちでもあるの？」

「うぅ……」

　確実に目で言ってたし！　っていうか、なんで僕は恋人に浮気のバレた男、みたいな立場になってるんだ？

「ま、いいわ。わたしはまだ兄さんの恋人じゃないし、ぺったん娘が誰かと一緒に遊びに行くようになるのも良い事だと思うし、逆になんか燃えてきたし。ただ、妹にひと言の連絡もなしに休日の朝からこんな夜遅くまで出かけっぱなしってのは、ちょっといただけないかなって思うわけですよ？」

「それは、まあ、そうかもしれないな」

「うん。だから、これから寝るまでの間、兄さんは、一日中寂しい思いをしていた妹と思いっきりスキンシップをとる必要性があるとわたしは思うのです。ってことで、とりあえず、ちゅーをしましょう」

　唇を突き出しながら瞳を閉じる。

「って、ちゅーは兄妹のスキンシップじゃない！」

「えー、いいじゃない。海外では家族間でのちゅーはむしろ普通のことなんだよ？」

「僕と明あ日す香かは日本人だ」

「でも、問答無用ー！　兄さんお覚悟ー！」

「お覚悟じゃない。とりあえず落ち着けって」

　僕は明日香をなだめつつ、そっと明日香の身体を離す。

　まったく、ほんと最近は遠慮が無くなってきたっていうか、自分の欲求に素す直なお過ぎるっていうか。

「なによぉ。そんなにわたしとちゅーするの嫌なの？」

　明あ日す香かが少し傷ついたような顔をして唇を尖とがらせる。

「嫌とかじゃなくて、色々と複雑なんだってば。明日香のことは大切だから適当なことはしたくないし」

「でもほら、ただのスキンシップだよ？」

「明日香は本当にただのスキンシップって言い切れる？」

　僕がそう訊きくと、明日香は照れたような困ったような顔をした後、てへへと笑った。

「言い切れない。確実に欲情するし」

「女の子が欲情とか言うな、まったく。ってことで、兄妹の健全なコミュニケーションを取ろうじゃないか」

「健全なコミュニケーション？」

「そう。ほら、せっかくお土産買ってきたんだから、一緒に食べよう」

　僕がテーブルの上に置いた袋を指さすと、明日香がようやく気がついたって感じでポンと手を叩たたいた。

「あー、この袋、きび餅だ！　美お味いしいよね、このお店のきび餅」

「名産品だからね。温泉街に行ったらやっぱりこれを買ってこないと。僕はお茶を淹れるから明日香は袋から出しておいて」

「は～い」

　甘いものを目の前にして機嫌のよくなった明日香は鼻歌を歌いながら袋からきび餅の箱を取り出して包装を破いていく。

　僕は台所でヤカンを火にかけて、急須にお茶っぱを入れて、二人分の湯吞みを戸棚から出してテーブルへと運んだ所で、

「ん？　なんだこれ？」

　明日香が袋の中からきび餅以外の何かを取り出した。

　それは写真くらいのサイズの薄いシートで、何やらカラフルな──って、それっ！

　それが何なのかに気がついて、僕の背筋は凍りついた。

「…………」

　明日香の動きも凍りついた。さっきまでの機嫌のよさそうな鼻歌は止んで、ぎぎぎ、と軋んだ音が聞こえてきそうな感じで僕を振り返る。

「ふふふ」

　明日香は笑顔だった。けど、こめかみの辺りがヒクヒクを痙攣を起こしている。

　って、その笑顔がとっても怖いから！

「へえ～、きび餅だけじゃなくて、こんなサプライズなお土産まで用意してるなんて、さすが兄さんだよね？」

「い、いや、その……」

　な、なんで、あれが──シルヴィさんと撮ったプリクラがきび餅の袋の中に入ってるんだよっ!?

　シルヴィさんとはんぶんこした後、財布の中に仕し舞まっておいたはずなのに！

　帰りのバスでお金を出した時に財布から落ちて、それがお土産の袋の中に入っちゃったってことか？

　どんなミラクルだよ！　いや、普通に落として失くすよりは良いかもしれないけど。

「ハートねえ。ハート柄のフレームねえ。なんだこれ？」

　ギロリと睨にらまれる。

「そ、その、ノリっていうか。シルヴィさん、今まで誰かと一緒にプリクラ撮ったこと無いっていうから一緒に撮ろうって感じになって、で──」

「ハート柄のフレームねえ？」

「……うっ」

　蛇に睨まれた蛙状態といえばいいのだろうか。背中につーっと冷たい汗が流れ落ちる。

「で、兄はわざわざこれをわたしに見せて、何がしたかったのかな？」

「いや、わざわざ見せたわけじゃなくて、っていうか、見せるつもりなんて──」

「なかったんだ？　ふ～ん、内緒なんだ？　ふ～ん？」

「あ、だ、だから……」

　ダメだ。この状況でなにを言った所で明あ日す香かの迫力に太刀打ちできる気がしない。

「ねえ兄さん」

「は、はい」

「今度はわたしとも一緒にプリクラ撮ろうね？」

　にっこりと笑いながら、僕の肩をがっしりと摑つかむ。

「おい兄、返事は？」

「はい！」

「どんなプリクラ撮ろうかな？　ぺったん娘こには絶対に負けられてないし、となるとやっぱりあれかな？　いやいや、あれも捨てがたいな」

　うふふ、と怪しげな笑みを浮かべる明日香の脳内ではどんなプリクラ撮影が行われているのか……。

「プリクラ、楽しみだね、兄さん♪」

　当然、僕には頷うなずくことしか出で来きなかった。






３章　─準備期間と過去の因縁─









「はい、それでは今から学院祭の準備時間に入ります」

　月曜日午後。お昼休みが終わり、通常であれば午後の授業が開始されるこの時間、教室の熱気は一気に高まっていた。

　本日から学院祭の前日までの毎日、午後の授業が学院祭準備のための自由時間へと変更されるのだ。

　学院祭が間近に迫っているという実感も湧いてきて否いやが応おうでも高まるテンション。

　まだ学院長が教壇に立っているというのに、教室の中はざわついていた。

「はいはい、みんなのテンションがあがるのもよくわかるけど、学院祭は遊びじゃなくてあくまで授業の一環よ。それを忘れないように。それと、どのようなものを出展するか、いかにしてお客様に楽しんでいただくか、自分をどんな風にお客様に見せていくか。それをきちんと考えることは、歌姫カンタトリスとしての将来に必ず役に立つから勉強だと思ってしっかり取り組むこと。わかった？」

「は～い」

「それじゃあ解散！」

　学院長がそう宣言すると、クラスメイトたちは各々立ち上がり、チームを組んだ仲間同士で集まりだした。

「明あ日す香か、僕達はどうしようか？」

　僕と明日香は運営側に回って欲しいってことで特定のチームに属していない。ので、この準備期間をどう過ごしたものかと明日香に声をかける。

「見回りとか、人手が足りていなさそうなチームの手伝いとかして欲しいらしいわよ。わたしはちょっと別件で今日は東とう京きよう行きなんだけど」

「そうなんだ。なら、僕は適当に見回りでもしようかな」

　なんて呟つぶやいた僕の背中に、

「その前に、ちょっと学院長室まで来てもらえる？　キミにも特別任務があるから」

　学院長の声が掛けられた。




「で、特別任務ってなんですか？」

「まあ、そんなに慌てないの。特別任務を言い渡す前にひとり、キミに紹介したい人がいるのよ。きっとキミにとってプラスになる凄すごい人間よ」

「誰ですか？」

　この人が自信満々な表情をしている時は、なんとなく嫌な予感がするんだけど。

「うふふ、きっと驚くわよ。さすが学院長、人脈の広さがぱねえっす！　今すぐその足を小指から順番にぺろぺろさせてください！　って言ってしまうような」

「言いませんよ。ぱねえっすともぺろぺろさせてくださいとも言いません」

「そんな虚勢を張っていられるのも今のうちよ。ホントにビックリすること間違いなしなんだから。じゃあ、入ってきて」

　学院長が声をかけると、奥の扉からひとりの少女が入ってきた。

　ふたつにくくった銀色の髪を揺らしながら、僕に近づいてきて軽く会釈をする。

「こんにちは、神かん凪なぎタケルくん」

「あ、メアリーさんじゃないですか。どうしたんですか？」

「って、なんで知り合いなのよ────────────────っ！」

　学院長の絶叫が響き渡った。

「なんでって、昨日会いましたから」

「彼とはすでに裸の付き合いをした仲よ」

「はあ？」

「メアリーさん！　その言い方は誤解を招きます！」

「そうね、言い直すわ。彼は父親以外で世界で唯一私の秘密の花園を見た男よ」

「それ、ますます酷ひどくなってますからっ！」

「でも、見たのは事実」

　そんなことを言ってメアリーさんは涼しい顔したまま──というか無表情のまま頰ほおをぽっ、と赤くした。

　演技だ！　この表情、絶対に演技だ！

　確実にこの状況を楽しんでいる！

「ええと、どういうこと？　説明してもらえるかしら？」

　学院長がこめかみの辺を押さえながら訊きいてくる。少しだけその声音が硬いような。

「昨日、シルヴィさんと温泉地区の方へ遊びに行ってたんですよ。で、その時メアリーさんに会いまして」

「一緒に混浴したってわけ。つまり私と彼はもう、お互いの身体を知り尽くしたただならぬ関係」

「だから、わざわざ誤解を招く発言をしなくても！」

「そ、そう？　でも残念ね、電でん子しの翠すい玉ぎよく。あなたよりも三ヶ月も前に彼はこの私と混浴してるわ。今更その程度のことを自慢げに語られても」

「って、なんで学院長も張り合ってるんですか！」

　ちょっとムキになったような表情を浮かべて！

「さらに言えば、私は彼が意識を失っている間に体中の至る所を凝視し、触れてやったわ」

「おいこら学院長！　さりげなくとんでも発言しないでください！　しかもドヤ顔で！　っていうか、僕の意識が無い時になんてことをしてくれてるんですか！」

「だ、だってしょうがないじゃない。男の人の裸をまじまじと見る機会なんて初めてだったんだもん。それに、ほら、目の前に興味津々なものがあったらどんな感じなのかなって触ってみたくなっちゃうのも仕方ないでしょ？」

「もん、じゃない！　仕方なくも──」

「うん、仕方ないと思う」

「ってメアリーさんまでっ！」

　なんだ、あれか？　宝石歌姫ビジユカンタトリスってのは変態しかいないのか？

　っていつまでもこんなバカ話をしているわけにはいかない。

　学院長が僕の身体にどんな仕打ちをしたのか、非常に気になるけど。でも知ってしまったら更に後悔してしまいそうな気もするので、ここは敢あえて気にしない方向で気持ちを落ちつける。

「で、特殊任務ってなんですか？」

「え？　あ、ああ、そうね。その話をする予定だったわね」

　僕の質問に、こほん、とわざとらしく咳払いをして学院長が取り繕った。

「と言っても、メアリーを紹介した時点でほとんど話は済んでしまっているようなものだけど。神かん凪なぎタケルくん、キミにはこれから学院祭終了までこのメアリー・マルソーと組んで学院内及び学院周辺のパトロール業務にあたってもらいます」

「パトロール業務ですか？　って、メアリーさんと一緒に？」

「ええ。この前も話した通り、最近、反歌姫団体の活動が活性化してるわ。一番警戒が必要なのは学院祭当日だけど、準備期間に妨害工作などが行われる可能性も決して低くない。ってことで、メアリーに協力要請したってわけ。フランスが誇る宝石歌姫、助っ人としては申し分ないでしょ？」

「二週間ほどだけどよろしく」

　メアリーさんが相変わらず無表情のまま握手を求めてくる。

「ってことは、メアリーさんがこっちに来た一番の目的はこれだったんですね？」

　確か昨日、目的はいくつかあるって言っていたはずだ。

「うん。でも、これは極秘任務だからみんなには内緒。シルヴィにも内緒。私がＩＣＣを通さないでカンタトリス音楽院に協力していることがバレたら色々と面倒なことになるから」

「そういう事。神楽かぐら特とつ区く、及び、カンタトリス音楽院はどこの国に対しても中立な立場でないといけないからね。だから、メアリーがここにいることを知っているのは私とキミ、そして姫ひめ咲さきさんだけ。そのことをよく肝に銘じておいて」

　学院長とメアリーさんの真剣な眼まな差ざしに晒されて、僕は頷うなずいた。





　　◇◇◇






　ってことで、僕は学院祭が終わるまでメアリーさんと行動を共にすることになってしまったわけだけど。

「見事なもんですね。その変装」

　学院長室を出て、廊下を歩きながらメアリーさんに話しかける。

　学院の生徒たちにバレないようにと、メアリーさんは変装をしているのだ。

　普段はツインテールにしている銀色の髪を下ろし、色も黒に染め、自慢のエメラルドグリーンの瞳はカラーコンタクトで赤へと。

　カンタトリス音楽院の制服を着ていることもあり、じっくり観察でもしないことには誰も正体に気がつくことはないだろう。

「コスプレは嫌いじゃないから」

「あ、ああ」

　そう言えば、メアリーさんもそっち系の趣味の持ち主だったっけ。さすがシルヴィさんのお姉さんだけある。

「ちなみに今、誰のコスプレをしてるかタケルくんわかる？　黒髪ロングに赤い目って言えば簡単に想像つくと思うけど」

　いや、そんなこれくらいわかるでしょ？　みたいな目で見られても！　そもそもコスプレだったのかよ！

　僕が恐る恐る首を横に振ると、メアリーさんは仕方ないなといった風にため息をついた。

「制服が違うしタケルくんには少し難しかったみたい。じゃあ特別にヒントをあげる。これから私がこのヒロインの決め台詞を言うからタケルくんはそれを聞いて当ててみて。じゃあ言うね。『そう、私は森塚──』」

「もしかしてこの会話、結構長く続きますか？」

「なぜ一番良い所で邪魔をするかぁぁぁぁ！！！！！」

　メアリーさんが目をくわっと開いて激昂した。

　って、ここまで感情的になったメアリーさん、初めて見たよ！　いろんな意味でびっくりしたよ！

「す、すみません。あの、続きをどうぞ」

「もう興が削がれた。タケルくんは煉獄に焼かれてしまえば良いと思う」

　拗すねたようにぷいっと顔をそむけるメアリーさん。こういうところはシルヴィさんとそっくりで、微笑ほほえましい気持ちになってしまった。

　って、この状況でニヤニヤしてたらさらにメアリーさんにへそを曲げられてしまう。

　僕は空気を変えるためにも、気になっていたことをメアリーさんに訊きいてみた。

「でも、いいんですか？　フランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスがこんなことをしていて」

　歌姫は単にＩＣＣ主催の大会に出ればいいってだけでなく、他にも色んな仕事がある。

　ましてや国のトップである宝石歌姫ともなれば、重要な仕事が山のようにあるはずだ。

　それなのに二週間もの間、国を離れてこんなことをしていても良いのだろうかと疑問に思ったのだ。

「問題ない。ちゃんと首相の許可はとってある」

「カンタトリス音楽院の学院長に貸しを作っておけば、フランスとしてもあとあと役に立つから、とかですか？」

「それも無いとは言わないけど、一番の理由はタケルくん、あなた」

「え？　僕、ですか？」

　首を傾かしげると、メアリーさんはこくんと頷うなずいた。

「昨日もちゃんと言った。あなたを見に来たって。これから二週間、色々じっくりと観察させてもらおうと思ってる」

「もしかしてですけど、僕がこの任務に配属されたのって、メアリーさんの要請だったりします？」

「そう。手伝う条件として、タケルくんを私のパートナーにすることを要望した」

　なるほど、そういうことか。

　それでフランスの宝石歌姫の力が借りられるのであれば、学院長としたら受ける以外の選択肢はないわな。

「迷惑、だった？」

「いえ、そんなことは無いですよ。宝石歌姫の人と一緒に行動することは勉強になると思いますし、むしろありがたいですよ」

　普通に学院祭に参加してみたかったって気持ちも無いわけじゃないけど、裏方の仕事も嫌いではない。

　焦らなくても、学院祭は来年もあるわけだし。

　だけど、メアリーさんと行動を共に出で来きる機会はこれを逃したらもう二度と無いかもしれないわけで。

「なら良かった。それがちょっと気がかりだったから」

　メアリーさんは安心したように小さく息をこぼした。

「それで実際の活動はどうしましょう？　ふたりで一緒に見回りする感じですか？」

「いいえ。それだと効率良くないから、基本はバラバラで。タケルくんが学院内を、私が学院周辺をパトロールする方向で」

「了解です」

　いくら変装しているとは言え、学院内にずっと居たらメアリーさんの正体がバレてしまう可能性もあるわけだし、納得の配置だ。

「何かあったら、すぐにさっき教えた携帯番号に連絡すること。決してひとりで解決しようとしないこと。常に細心の注意を払うこと。わかった？」

「はい、わかりました。メアリーさんも気をつけて下さい」

「うん。じゃあ、また後で」

　メアリーさんはそう言って、外に出るために昇降口の方へと歩き出して、振り返った。

「そうだ。ひとつタケルくんに伝えておくことがあった」

「なんですか？」

「この前のセプテンバーエリミネーションで無期停学になった奏士トルヴエール研修生の男の子、いたよね？」

「無期停学……って張のことですか？」

　その名前には嫌な記憶しかなかった。

　奏士学科二年の張榮威チヤン・ウインウエイ。

　先月のセプテンバーエリミネーション関係でかなりゴタゴタがあって、結果的に今、無期停学という処分を受けている。

　学院長に聞いた話だと、精神的にかなり不安定な状態になっていて、今は病院に入院中ってことだけど。

「その、張がどうしたんですか？」

「フランス対外治安総局ＤＧＳＥからの報告によると、病院から脱走して、現在行方不明らしいの」

「え？」

「精神的に不安定な状態のままだと思うから、念のため気をつけたほうが良い」

　真剣なメアリーさんの口調に思わず背筋が伸びる。

「それは、張が僕達に復讐するために病院を脱走したってことですか？」

「わからない。でも、何が起こるかわからないから」

「……そう、ですね」

　確かに、来武ライブ中に花か穂ほの親友である花か音のんを人質にとり、花穂に脅迫までしていたヤツだ。何をするかわからない怖さがある。

　そして、その結果、無期停学という処分を受けたわけだから僕たちに対する恨みは相当だろう。

「十分に気をつけます」

「もし何かあったらすぐに連絡して」

「はい、ありがとうございます」

　お礼を言うと、メアリーさんは微かすかに微笑ほほえんで、今度こそ外の見回りへと向かった。

「さて、こっちも見回り頑張りますか」

　僕は一度深呼吸をして気合いを入れると、校内の見回りに勤しんだ。

　見回りをしていると、色んなチームにちょいちょい手伝いを頼まれたりと、学院祭準備初日の時間はあっという間に過ぎていった。





　　◇◇◇






「ふんふんふふ～ん、ふふ～ん、ふふん♪」

　見回りを無事に終えアパートに帰ると、美お味いしそうな匂いと機嫌のよさそうな明あ日す香かの鼻歌が聞こえてきた。

「お、明日香はもう帰ってたんだ」

「うん、思ったよりも仕事早く終わったから。お帰り、兄さん」

「ただいま」

　僕は鞄かばんを置くと、制服から部屋着のスウェットへと着替える。

　台所にはエプロンをつけた明日香の姿。なんていうかこのシチュエーション、

「新婚さんみたいだね、わたしたち」

　僕が思っていたことと同じ事を台所の明日香が言って少し照れくさい気持ちになった。

「でも今日はどうしたんだ？　平日に明日香が料理するなんて」

「対抗心と嫉妬心」

　僕を振り返って、明日香が気合いの入った表情を浮かべた。

「この前のへなぽ娘この料理を食べて、このままじゃまずいなって思ったわけよ。美人は三日で飽きるって言うし、男をつかむなら胃袋をつかめ！　とも言うしね。それにわたし、すっごく負けず嫌い」

「うん、それは知ってる」

　この前のデートの時も、その負けず嫌いな性格を遺憾なく発揮していたし。

「ま、あとは目の前で兄さんが他の女の子の料理を美味しいって言いながら食べてるのを見させられたら、女としては対抗心に火がついちゃうわけよ。だから、兄さんはそこでゲームでもして、思いっきりお腹を空かせて、わたしの愛情たっぷりな料理が出で来きるのを待っててくださいな」

「はいはい」

　この明あ日す香かの気合いと、漂ってくるいい匂いから今日の晩ご飯は相当に期待できそうだ。

　僕はお腹を鳴らしながら、クッションの上に腰掛けた。

「あ、そう言えばさ」

　そして、メアリーさんからの忠告を思い出して、明日香の背中に話しかける。

「ん？　なに？」

「今日、メアリーさんからちょっと気になることを聞いてさ。ほら、張チヤンっていただろ？　セプテンバーエリミネーションの時の」

「あー、あの腐れち◯ぽ野郎ね」

「こらこら、女の子がそんな汚い言葉を使うんじゃありません」

「いいじゃない別に。腐れち◯ぽ野郎は腐れち◯ぽ野郎なんだから。で、あいつがどうしたの？　確か心神喪失状態になって、病院にぶち込まれてるって報告を受けてたけど」

「うん。そうらしいんだけど、なんでもその病院から脱走したらしいんだよ。それで僕達に気をつけろって」

「復讐にくるってこと？」

「かもしれないって」

「まーそうよね。学校は無期停学になるし、プライドズタズタにしちゃったし、あのエリートおぼっちゃまだったらそういう行動に出てもおかしくないわね」

「おかしくないわねって、随分とのんきな」

「だってわたし的には来てほしいもの。色々と恨みもあるから、自分の手で思いっきりぶっ飛ばしてやりたいし」

「でも、危険だぞ。何をしてくるかわからないようなヤツだしさ」

「兄さん、それはわたしのことを馬鹿にしすぎ。あんなヤツが何をしてきた所で、わたしには指一本触れることは出来無いわよ。わたしのすべてに触れることが出来る兄さんとは大違いね」

「まるで僕が明日香のすべてに触れたことがあるように言うな！」

「じゃあ、触ってよ！」

「なんでキレ気味に誘惑されてる!?」

　なんか結論が出たような気がする。宝石歌姫ビジユカンタトリスはやっぱり変態揃いだ。

「まあ、そんな感じで、もしかしたらって事もあるから、一応気をつけておくように。明日香にしてみれば張なんて大したことない相手かもしれないけど、それでもやっぱり僕は心配だから」

「は～い♪」

　僕の言葉に明あ日す香かは嬉うれしそうに返事をして、ますますご機嫌そうに鼻歌を歌いながら料理を続けたのだった。





　　◇◇◇






「それじゃあ、今日もよろしくお願いします」

　次の日の授業を終えて午後になり、僕とメアリーさんはそれぞれ見回り業務につくため一度校門前で顔をあわせた。

「うん、よろしく。学校の様子はどう？」

「昨日は特に怪しげな感じはなかったですよ。みんな楽しそうに準備してましたし、さすがに学校の敷地内は簡単に入ってはこれないですからね」

「それなら良かった。でも、油断はしないように」

「はい、わかってます」

　学院祭へ向けての準備期間。どうしたってテンションは上がってしまうし、だからこそ気持ちが緩んでしまうのも仕方ない。

　みんながそういった状況だからこそ、見回り業務についている僕たちは一層気を引き締める必要があるわけで。

「あと、出で来きたらシルヴィのチームの様子も見てきてくれると嬉しい。二階のＢ教室で準備してるから」

「え？　シルヴィさんのチーム、何か問題があるんですか？」

「いいえ、特に問題があるわけじゃなくて、姉としての親心」

　親心？　どういう意味だろう？　けどわざわざメアリーさんが言うんだから、なにか意味があるのかもしれないな。

「よくわらかないですけど、わかりました。見回りついでに顔出してみます」

「うん、お願い。じゃあ、また後で。定時連絡も昨日と同じ感じで」

「はい、了解です」

　僕達は軽く手を合わせてから、それぞれの担当場所へと歩みを進めた。




「確か二階のＢ教室って言ってたっけ？」

　徐々に飾り付けなどが増えていく廊下を歩きながら、シルヴィさんのチームが準備している教室を目指す。

　そう言えば、シルヴィさんのチームはいったいどんな出展をするんだろう？

　花か穂ほのチームは巫み女こさん喫茶って言っていたし、先輩たちのチームの中には演習場のステージを使って大掛かりなお芝居をするチームもあるそうだ。

　歌姫研修生イミテーシヨンたちのステージなので盛り上がることは間違いないだろうし、僕もちょっと見てみたいと思っている。

　準備が進むに従って断片的にそれぞれのチームの完成形が見えてくるので、自然と期待値も上がっていくってもんだ。

「お、あったあった」

　二階のＢ教室を見つけて、僕はそのドアを開いた。

「失礼します。見回りで──」

　声をかけながら教室へ入ろうとした僕の視界の中に、シルヴィさんの姿が飛び込んできた。

　──下着姿で！

「な、な、な、な……」

　シルヴィさんは下着姿に手に黒っぽい服──メイド服かな？　を持ったまま、硬直して口をパクパクさせている。












「「「きゃー、きゃー♪」」」

　そしてシルヴィさんのまわりには制服姿の女の子──多分シルヴィさんと同じチームの歌姫研修生イミテーシヨンの人たち──が楽しそうな悲鳴を上げていた。

「あ、あの、すみません、僕はその見回りで」

「うんうん聞いてるよー。みんなのために学校内の見回りをしてくれてるんでしょ？　ご苦労様です♪」

　シルヴィさんの隣に立っていた女の子が気さくに答えてくれる。人懐っこい笑みを浮かべた感じの良さそうな人だ。

　もしかしたら、この人がシルヴィさんと一緒にお昼を食べてくれる友達かな？

「いえ、こちらこそ準備中にすみません。少し見学させてもらっていいですか？」

「どうぞどうぞ～。」

「って、この状況で何のん気に挨拶なんてしてるんですか────っ！」

　和やかな空気の中、シルヴィさんの怒号が響き渡った。




「タケルは最近、私の裸を見過ぎです」

　なぜか接客の練習に付き合って欲しいと言われ席に着いた僕の横で、メイド服を着たシルヴィさんが膨れていた。

「おぉ？　あれあれ？　最近、裸を見過ぎ？　もしかしてふたり、そういった関係？」

「ち、違います！　そういった関係じゃないです！　ただ、一緒に温泉に入っただけで」

「おやおや？　一緒に温泉？　それはそれは～」

「だ、だから違います！　エレナは地獄に落ちるといいです！」

　ぷりぷりと怒りながら、シルヴィさんが教室の隅に設置した机前へと移動して紅茶を淹いれる。

　そんな姿を眺めながら、エレナさんが僕に耳打ちしてきた。

「シルヴィってからかうと可愛かわいいよね～」

「あはは、そうですね」

　僕はシルヴィさんに悪いなと思いつつも同意する。

「もうリアクションのひとつひとつが可愛すぎて、ついつい構っちゃうんだよね」

「その気持ち、とても良くわかります」

「お、君もなかなかの通だねぇ」

　グッジョブとばかりに親指を立てるエレナさん。

「でも、惜しいことをしたなぁ。今までシルヴィがこんなにも可愛い娘こだったんだって気づかないままきちゃったんだもんな。もっと早くシルヴィと仲良くなっておけばよかったって思うよ」

　本当に悔しそうに、シルヴィさんを孤立させてしまっていたことを悔やむようにエレナさんが呟つぶやく。

「でも、今は友達なんですよね？　シルヴィさん、エレナさんと友達になれて嬉うれしいって凄すごく喜んでますよ」

「お、マジで。あの子、なかなかそういう事言ってくれないからね。ま、今後共よろしくね。シルヴィ弄いじり仲間として」

「はい、よろしくお願いします」

「じゃあ早速、仲間の君にとびっきりの情報を提供しようじゃないか。ほら、シルヴィを観察してみ」

　エレナさんに促されて、紅茶を淹いれるシルヴィさんに視線を移す。

「やっぱりメイド喫茶なんですか？」

「うん、表向きはねー」

「って言いますと？」

「多分、そろそろ何か起こると思うよ」

　ワクワクといった様子でシルヴィさんを見守るエレナさん。

　シルヴィさんは丁度カップに紅茶を注ごうとしていて、

「……あうっ！」

　盛大にこぼした。ティーポットがごろんと転がって机の上に紅茶が広がっていく。

「あっ、あっ、あっ」

　シルヴィさんはそんな光景を前にアワアワしていた。そして、泣きそうな顔してこっちを振り返る。

「ね、可愛かわいいでしょ？　私たちの出展はメイド＆緊張のあまり失敗してアワアワするシルヴィを愛でる喫茶よ」

　エレナさんはイタズラっぽくウインクすると「まったく、相変わらずのドジっ娘こだな、シルヴィは」なんて言いながらシルヴィさんに駆け寄って、ぱっぱと机の上を片付ける。




　それからも、シルヴィさんの接客練習に付き合って、

「お、おかえりなさいませ、ごひゅじん──か、嚙みました……」

　とか、

「あ、熱っ。あうぅ、またこぼしてしまいました……」

　とか、

「お待たせしました、チョコレートケーキとダージリンのセットです。やった、今度は上手に出で来きましたっ！」

　とか。ついつい失敗してしまってアワアワするシルヴィさんと一生懸命頑張るシルヴィさんを心ゆくまで堪能した。

　確かに、これはシルヴィさんを愛でるために何回も来てしまうかもしれない。シルヴィさんのメイド服姿も見れることだし。

　恐るべしエレナさん、なんて風に思ったのだった。





　　◇◇◇






　学院祭の日が少しずつ近づくにつれて、僕とメアリーさんの見回り作業もどんどん慣れ、効率化していく。

　幸いなことにこれまで特に大きな問題はなく、みんなの準備も順調に進んでいた。

　学院内の飾り付けは日を追うごとに豪華に、カラフルになっていくので見ていて楽しかった。

「でも、順調な時ほど気を抜いたらダメ」

「はい。了解です」

　メアリーさんとそんなやりとりをした後、今日も今日とて校内の見回りに勤しむ。と、

「タケルさんじゃないですかー」

　家庭科室前を通りかかった所で、声を掛けられた。

　タタタ、と駆け寄ってくる足音が聞こえて、花か穂ほが隣に並んだ。

「今日も見回りご苦労さまです」

「おう、花穂も準備お疲れさま」

「それでタケルさん、せっかくですので少し寄っていきませんか？」

　花穂がそう言いながら家庭科室を指さした。

「あれ、今日は家庭科室なんだ？」

「はいです。当日出すメニューの試作をしてますので。よかったらタケルさんにも試食してもらえないかなと。私たちのために毎日見回りしてくれてるお礼も兼ねまして」

　そして花穂が家庭科室のドアを開くと、中から美お味いしそうなカレーの匂いが漂ってきた。

　パブロフの犬よろしく、その匂いを嗅いだだけでお腹がグゥと反応する。

「あはは、口よりも先にお腹に返事を貰もらっちゃいましたね」

「そうだね。じゃあ、少しだけお言葉に甘えちゃおうかな」

「はい、どうぞです」

　中に入ると、アーシアとマイルズも待機していた。

「あっ、先輩だ。先輩も花穂の料理の匂いに釣られてきたの？」

「違うよ。見回りしてたら、たまたま花か穂ほに会って誘われたんだよ」

「ちっ、運のいい奴やつだ。よりによってこれから試食ってタイミングで花穂ちゃんに会うなんて。おかげで俺の取り分が減っちまうじゃないかよ」

　コンロにかけられた鍋を見ながらマイルズが恨めしそうに言う。

「取り分減るって言っても十分な量はあるだろ？」

　鍋はいわゆる寸胴鍋で業務用なのかな？　大きさはかなりのものだ。

　学院祭で出すメニューの試食なので、当日を意識して大人数分を作成してみたんだろう。

「バカ！　十分もクソもあるか。花穂ちゃんの手料理なんだぞ？　有ったら有るだけ食べるに決まってるじゃねーか。たとえそれで死んだとしても俺は本望だよ！」

「相変わらず無駄に熱いな。でも、食べすぎで死んだら花穂が困るからほどほどにしとけよ」

「ごめんね先輩。このバカ、こんな機会じゃないと女の子の手料理なんて食べられないから必死なの」

「うるせえ、必死のどこが悪い！　俺は数少ないチャンスは絶対に逃さないんだ！」

　固く拳を握りしめて熱く絶叫するマイルズ。

　マイルズのヤツ、見た目は普通にカッコイイんだからもうちょっとモテてもいいはずなんだけどな。

　この自分の欲望に素す直なお過ぎるところが女子受け悪いんだろうか？

　そんな馬鹿なやり取りをしていると、花穂が寸胴鍋の蓋をあけて、中をおたまで掬すくって味見する。

「うん、そろそろ良い感じかな？　タケルさんも味見してみます？」

「じゃあ、少し貰もらおうかな。カレーだよね？」

「はいです。山やまの辺べ花穂特製のトロピカルカレーです」

「え？」

　にっこりと笑う花穂の口から発せられた『トロピカルカレー』という単語に背筋がぞわっとなった。

　頭の奥のほうで危険を知らせるアラームが鳴り響いている。

　無意識に足がガクガクと震えていた。

「ど、どうしたんですか先輩！　顔色悪いし汗、すごいですよ」

「いや、トロピカルカレーという単語を聞いた途端、身体が強烈な拒絶反応を」

　本能が無意識の内に鍵を掛けていた記憶の扉が開かれていく。

　六月の音楽祭の前、花穂と合宿に行った時の花穂の初めての料理。トロピカルカレー。

　その色彩とか味とか食感とか、鮮明に脳裏に思い出されて……、

「だ、大丈夫ですよ、タケルさん。今の私はあの時の私とは違います。今度のはちゃんとしたトロピカルカレーですからっ！　ほら、ほら」

　小皿に移されたカレーは確かにあの時の絶望的な色彩ではなく、ちゃんとしたカレーだった。

　小皿を持ち上げて、ごくりと生唾を飲み込む。食欲を刺激されて、と言うよりは緊張で、だけど。

　意を決して食べてみると、ココナッツミルクの甘い香りが鼻を抜け、甘みがかった深みのあるコクと後から来る辛味の刺激がカレーを複雑で面白みのある味に仕上げている。

「ど、どうですか、タケルさん」

　緊張気味に訊きいてくる花か穂ほに僕は笑いながら答える。

「文句なしに美お味いしいよ。お客さんにも好評だと思う。けど、花穂のチームって巫み女こさん喫茶だったよね？」

「はい、そうです。神社風の飾り付けをして巫女さんの衣装で占いとかもやっちゃったりします」

「で、そんな和風のコンセプトの中でなんでトロピカルカレーなんだ？」

　カレーは定番だからわからなくもないけど、わざわざ南国風のトロピカルカレーにするのがちょっと不思議だった。

「そ、それは……」

「あ、それ、やっぱり気になるよねー。あたしも気になって訊いたんだけど、なんでもトロピカルカレーは花穂にとってとても大切な思い出のメニューだから絶対メニューに入れたいんだって」

「あ、アーシアちゃんっ！」

「あれ？　これ、内緒だったっけ？」

「うぅぅ、内緒って言ったのにぃ」

　顔を赤くして恥ずかしそうにしている花穂にアーシアが「ごめんごめん」と謝る。

　それにしても、花穂にとって大切な思い出メニューって、やっぱり合宿の時のことだよな？

　ちらっと花穂を見ると、一瞬目があった後、慌てて視線を逸そらした。

「さ、さっさと試食しちゃいましょうっ！　た、タケルさん、ご飯よそってください。アーシアちゃんとマイルズ君はお水とかスプーンとか用意して」

　赤い顔のままで指示を出す花穂に従ってみんなでカレーの準備をして席について、そして頂きますをした。

　ご飯と一緒に食べてもカレーは文句なく美味しくて、僕はついつい三杯もおかわりをしてしまった。

　その間、花穂はずっと幸せそうに微笑ほほえんでいた。





　　◇◇◇






「今日も一日お疲れさまでした」

「タケルくんもお疲れさま」

　見回りの仕事を終えて、僕は校門前でメアリーさんと合流する。

　日はすっかり暮れて、空には綺き麗れいな月が浮かんでいた。

「メアリーさんの方はどうでした？　今日は何かありました？」

「基本的には平和。ただ魔法の危険性を訴える街頭演説をしている人はいた。あと小さないざこざが少しだけ」

「街頭演説ですか」

「神楽かぐら特とつ区くでやるのは珍しいけど、世界中で見かける光景だからあまり気にしなくても大丈夫。神楽特区の人たちは基本的に歌姫カンタトリスに賛成だから、演説を聞いてる人ほとんどいなかったし」

「まあ、そうですよね」

　アンチ歌姫であったらわざわざ神楽特区に住んだりしないだろうし、歌姫や歌姫研修生イミテーシヨンとも身近に接している人たちだ。

　歌姫たちが危険な人間でないってことは世界で一番わかっているだろう。

　けど、だからこそこの場所で、このタイミングで演説が行われているってことが学院祭に向けて何かがあるかもしれないという警告になっているように思えた。

「学校の方は無事？」

「はい。材料など納入関係のトラブルもありませんし、看板や各チームが作った飾り付けなどが壊される的なことも起きていません」

　僕が報告するとメアリーさんはコクリと頷うなずいた。

「じゃあ、帰りましょう」

「はい」

　僕とメアリーさんは肩を並べてアパートの方へと向かって歩き出す。

　メアリーさんは僕のアパートの近くのウィークリーマンションに住んでいるとのことで、こうして一緒に帰宅するのがここ最近の習慣になっていた。

「メアリーさん、ちゃんとご飯食べてます？」

「ん？　それは私を食事に誘ってる？」

「あ、ち、違いますよ」

「違うんだ。そうなんだ」

　メアリーさんが少ししょんぼりして言った。

「あ、あの、でも、メアリーさんと一緒にご飯したくないって意味ではなくて、単純にちゃんとご飯食べられてるのかなって気になったので」

　外国に来て食事が口に合う合わないは大きな問題だからな。好みに合わないからって食べないわけにはいかないし。

　神楽かぐら特とつ区くはその性質上、多国籍な文化が入り交じってはいるけど、そのほとんどは日本のものだからメアリーさんの口に合っているかどうか気になってしまったのだ。

「大丈夫。日本のコンビニのお弁当、すごく美お味いしいから」

「コンビニ弁当、なんですね？」

　夜遅くに生活感の少ないウィークリーマンションに帰って、ぽつんとひとりコンビニ弁当を食べているメアリーさん。

　その姿は、想像しただけで凄すごく寂しそうに見えた。

　かと言って、今この場所にメアリーさんが居ることは基本的に内緒だからシルヴィさんとかを誘うことも出で来きない。

　ああ、だからさっき、少ししょんぼりしたんだ。

　そうだよな。フランスからひとりやってきて、朝から晩までほとんどひとりで過ごして、ご飯もコンビニで買ったお弁当をひとりで食べてるなんて。

　それはやっぱり寂しいよな。

「あの、メアリーさん」

「なに？」

「今度こそ正式に。僕と一緒にご飯行きませんか？」

　僕がそう言うと、メアリーさんはじっと僕の顔を見つめた後、

「うん、行く」

　嬉うれしそうに、しっかりと頷うなずいてくれた。




「で、なんでここに居るの。太陽の独唱者ソロ・ソレイユ」

「それはこっちのセリフなんだけど。電でん子しの翠すい玉ぎよく」

　中央通り沿いにあるファミレスに入った僕は、両隣から発せられる緊張感で胃がキリキリしていた。

　メアリーさんと一緒にご飯に行くことになって、その旨を部屋に戻っているだろう明あ日す香かに伝えた所、

『はあ？　メアリー・マルソーと一緒にご飯に行くぅ？　なんで？　もしかしてふたりっきりで？　え？　別にやましい事はない？　だったらわたしも一緒に行ってもいいよね？　今から向かうから。それじゃ』

　ってなやり取りがあって、結局三人でファミレスに入ることになったのだ。

　そして今、四人がけのボックス席に片側に三人でぎゅうぎゅうに座るという意味不明の状況に陥っているのだ。

「とりあえず狭いから、こっちに三人で座るのは止めようよ」

「だってさ、電でん子しの翠すい玉ぎよく。ほら、とっととあっちの席に移った移った」

「タケルくん、あなたの妹は常識がないのかしら？」

「なんですってー！」

「あなたの方が後から来た。だから、あなたがあっち側に座るべき。当たり前のこと」

「はぁ？　これだからフランスから来た勘違い女は困るわ。日本では席に隣同士で座る男女は特別な関係なの。たとえば兄さんとわたしみたいにね」

「特別な関係といえば、私とタケルくんも特別な関係。裸のお付き合いをしたから」

「ダァァァッ──！」

　メアリーさん、いきなり何を言い出すんだ！

「はあ？」

　耳元で明あ日す香かの怒気を含んだ息が漏れて、

「裸のお付き合い？　どういう意味かしら？　わたし、ぜんぜん意味がわからないんですけど？」

　研ぎ澄まされたカミソリのような鋭さを持った言葉がメアリーさんに投げかけられる。

「言葉のままの意味。私とタケルくんはこの前の日曜日、一緒に温泉に入って、もう、お互いの身体で知らない所が無い関係。ぽっ……」

　無表情のまま淡々と、ぽっ、とか言ってるし！

「ふ、ふ～ん。一緒に温泉ねえ。へえ、初耳だわ。へえ、兄さん、わたし、初耳、だわ」

　こ、こっちはこっちでものすごい目で睨にらんでくるし。

「ま、まあ、その辺の詳細は家に帰ってから兄さんにじっくり訊くとして」

　明日香が一度僕を睨んでから、

「一度混浴したくらいで特別な関係を気取ってるなんて片腹痛いわ。裸の付き合いなんてこっちは日常茶飯事なの。わたしと兄さんは毎日同じ布団で寝てるし、調律チユーニングじゃなくて、ちゅーとかしちゃってる関係だし、それに兄さん、隙あらば妹おっぱい触ろうとするし」

　明日香が自慢げに胸を張りながら、とんでもない発言をする。

　声高々に！

「って、スト──────ップ！　っていうか、噓うそを言うな噓を！」

　公衆の面前でなんてことを言うんだこの妹は！

　それだと僕がただの変態みたいじゃないか！

「べ、別に噓うそ言ってないし。兄さん、妹おっぱい何回も触ってるし」

「そ、それは明あ日す香かが携帯を胸に隠したり──ってそうじゃなくて、そういう事はあまりこういう場所で堂々と言うようなことじゃないだろ？」

「でも、今、わたしとこの勘違い女、どっちが兄さんの隣に座る権利があるのかの重要な戦いをしてるの。それに勝つためにはいかにわたしと兄さんが特別な関係であるかを証明する必要があるの」

　眉をきりりとさせて、明日香が熱弁を振るう。

　このまま放置していたら、きっと僕は二度と神楽かぐら特とつ区くを歩けない身にされてしまいそうだ。

　こ、この際、仕方がない。風評被害を最小限に抑えるにはこれしか手はなさそうだ。

「このままがいいなあ！　明日香とメアリーさんに囲まれて、このまま晩ご飯が食べたいなあ」

　そう言って、明日香とメアリーさんの顔を交互にみる。

　ふたりは少し考えるような素振りをした後、

「ま、まあ、兄さんがそう言うなら、わたしは構わないけど」

「私も別に問題ない」

　多少不満そうな表情は見て取れたけど、ふたりはなんとか納得してくれたようだった。












　それにしても、本当に胃が痛い。

　ご飯を食べに来たはずなのに、何も食べられる気がしないぞ。

　けどまあ、なんだかんだ言って、

「ん？　タケルくん、どうかした？」

　無表情でわかりづらいけど、メアリーさんが少し楽しそうにしてくれているので誘ってみて良かったなと思えたのだった。





　　◇◇◇






「それでは今日の授業はここまでとします。本日も午後からは学院祭の準備になりますが、ハメを外しすぎないよう、節度を持って行動してください」

「はいっ！」

　四時間目の授業が終わり、担当の先生が教室を出ていくと同時に一気に空気が華やぐ。

　やっぱりみんな学院祭の準備の方がメインって感じになっちゃうよな。

　授業中もどこかソワソワしている空気が感じられたし。

　でもそれも仕方のないことだ。毎日少しずつ本番に向けての準備が進んでいくんだ。昨日の続きを早くやりたいって思ってしまうのは当然のことで。

　そんなみんなの為にも、僕は僕で自分の仕事を頑張るとしますか。

　まあ、まずはその前に腹ごしらえだけど。

　と、席を立ったところで花か穂ほが声をかけてきた。

「すみませんタケルさん、今日は私、ちょっと用事がありますのでお昼はご一緒出で来きないです。だから、お弁当だけどうぞ」

「あれ？　今日は花穂のお弁当の日だったっけ？」

　最近、花穂は週に何回かお弁当を作ってきてくれる。

　大変だろうし悪いから無理しないで良いよという僕の言葉は「どうせ自分の分も作りますし、一人分作るのもちょっと多めに作るのもそんなに変わりませんから」という花穂の言葉で上書きされて、申し訳ないなと思いながらも言葉に甘えている状況だ。

「いえ、本当は今日はその予定はなかったんですけど、ちょっと色々ありまして」

「もしかして誰かとお弁当デートとか？」

　にゅっと明あ日す香かが首を突っ込んでくる。

「違いますよー。そんなはずないです！　そういう事言うと、明日香さんにはお弁当あげませんよ？」

「うそ、ゴメンゴメン。だからお弁当ください」

「んもう、明あ日す香かさんったら」

　花か穂ほは苦笑しながらお弁当を明日香にも渡した。

「でも、お弁当、いつもよりひとつ多いね」

　花穂の分も含めて、花穂の手にはまだふたつのお弁当箱がある。

「はいです。これから会う人に、お弁当食べてもらえないかなって思いまして。色々あるんで難しいかなって気もしますが、信じてみないことには何も出で来きませんから。ってことで、ちょっと出かけてきますね。明日は一緒にお昼しましょう」

　花穂は少し緊張気味の笑顔を浮かべて教室から出ていった。

「へなぽ娘こ、どこに行くんだろ？」

「さあ？　なんかちょっと緊張してるっぽい感じだったけど」

「気になる？」

「ん？　なにが？」

「花穂が誰に会いに行くのか。もしかしたら、本当にデートかもしれないよ？」

「もしそうだとしても、僕には何も言えないよ」

　ちょっと胸の辺りにざわざわとした感覚があるけど。

「ん～ごめん、今の忘れて。さすがにフェアじゃなかった。へなぽ娘は誰ともデートなんかしてないよ。誰と会ってるかはわからないけどデートではない。それは間違いないと明日香さんが保証しましょう」

「ん？　どうしてわかるんだ？」

「兄さんにはわからない理由でわかるの。わたし的には色々と複雑な気持ちだけど。ってことで、ほら、一緒にお弁当食べよ」

　明日香は僕の机を挟んで向かい合わせに座ると、お弁当箱を開ける。

「うわ、これまた今日は豪華だねー。あの娘こ、今日はいったい何時に起きたことやら」

　明日香の言う通り、今日のお弁当はいつもよりも豪勢で気合いが入っていた。

　ってことは、今、花穂が会いに行っている誰かのために一生懸命作ったってことだよな？

　それがちょっと気になる僕だった。





　　◇◇◇






　そして午後。僕はいつも通り校内の見回り作業をしていると、

「せんぱい、せんぱい、せんぱーい！」

　アーシアが慌てた様子で駆け寄ってくるのが見えた。

「どうかしたの？　そんなに慌てて」

「先輩、花か穂ほ見ませんでした？」

「花穂？　昼休みに話して以来、見てないけど」

「そうですか……」

　アーシアが不安そうな表情を浮かべる。

「もしかして花穂、戻ってきてないの？」

「そうなんですよー。お昼休みが終わっても戻ってこなくて、誰かと会う約束をしてるって聞いてたから少しくらい遅れてるのかなって思ってたんですけど、さすがに遅すぎるなって思って」

「そうだよね」

　僕は携帯で時間を確認しながら頷うなずいた。

　時間はもう夕方と言ってもいい時間になっている。ざっと四時間ほど戻ってきてないことになるのか。

　あの真面目な花穂が午後の準備をサボるとも思えないし。

「連絡はしてみた？」

「もちろんです。でも、電話をかけても出ないですし、メールにも返事がないんです」

「そっか。ちょっと待って。僕も電話してみるから」

　僕は携帯のアドレス帳から花穂を選択して、電話をかけてみる。

　けど、受話器越しに聞こえるのは機械的なコール音と、留守番電話サービスへの接続をアナウンスする女性の声だけだった。

「ダメだ、僕の方も出ない」

「何かあったんですかね？」

「わからない。けど、花穂が自分からサボるとは考えられないからな」

「そうなんです。これがマイルズだったら何の心配もしないんですけど。連絡のひとつもないってのもオカシイですし」

「そうだよね」

　もし何かの理由があって戻ってこられないんだったら、最低限連絡をしてくるはずだ。

　それなのに連絡もなし。こっちからの電話にもメールにも反応なし。

　なんか、嫌な予感がするな。

「アーシアは花穂が昼休みに会いに行った人、誰だか知らないんだよね？」

「はい、聞いてないです。一応、知り合いの人っぽかったですけど」

「思い当たる人は？」

「それがぜんぜんわからないんです」

　アーシアが悔しそうに頭かぶりを振る。

「わかった。丁度見回り中だし、ちょっと色々と捜してみるよ」

「あ、あたしも一緒に捜しますっ！」

　勢い込むアーシアを落ち着かせるように僕は首を振る。

「大丈夫。まだ何かあったってわけじゃないし、他に一緒に捜してくれる人の当てがあるから。アーシアは学院祭の準備を進めてて。花か穂ほがいなかった分、遅れちゃってるだろうし」

「先輩、大丈夫ですか？」

「大丈夫、大丈夫。案外何事もなかったように戻ってくるかもしれないしさ。だから、僕に任せてよ」

「わかりました。先輩、花穂のこと、よろしくお願いします！」




　僕はアーシアと別れた後、メアリーさんに電話してみた。

『山やまの辺べ花穂、こっちは見てない。学校の中は？』

「今まで僕が見て回った範囲にはそれらしき姿はなかったです。まだ見てない場所も多いのでこれから見て回ろうと思ってますけど」

『わかった。こっちも意識して捜してみる。一応、東雲しののめと姫ひめ咲さきにも連絡を入れておく』

「はい、ありがとうございます」

『あと、タケルくん。あなたも気をつけて』

「僕も、ですか？」

『この前話したこと、覚えてる？』

　この前話したことって──僕は記憶をさかのぼってひとつの名前に思い当たった。

「もしかして、張チヤンがってことですか？」

『わからない。けど、その可能性は十分にあると思う』

　張が花穂を……。

　そう考えると、心臓を鷲わし摑づかみにされたような恐怖が湧き上がってくる。

　いてもたってもいられなくなって、すぐにでも駆け出したい感情に駆られる。

『だからタケルくん、あなたも気をつけて。焦ったりしないで、何かあったらすぐに連絡すること』

「はい、わかりました」

　僕は電話を切ると、急ぎ足で校内の見回りを再開した。





　　◇◇◇






　そのメールが届いたのは辺りがすっかりと暗くなり、そろそろすべての生徒が帰路につこうかという時間だった。

『タケルさん、連絡が遅くなってしまってすみません。少しドタバタしちゃってまして。アーシアちゃんにも謝っておきました。それで、ちょっとタケルさんに相談したいことがあるので、学校の演習場まで来てもらえませんか？』

　メールの文面を読んで僕はようやくホっと一息つくことが出で来きた。

　アーシアの慌てっぷりとメアリーさんの忠告があったので、色々と悪い方に考えちゃっていたけど、どうやら大丈夫なようだ。

　まったく、心配させやがって。けど、たまには花か穂ほにもそういう事はあるか。

『わかった。今すぐ行く』

　と返信をして、僕は駆け足で演習場へと向かった。

　学院祭準備で遅くまで残っている生徒はまだ居るけど、ほとんどの生徒はすでに帰宅した後。

　普段が人で溢れている分、人の少ない学校ってのは随分と寂しく見えるもんだな。

　ってか、花穂の相談したいことってなんだろう？

　わざわざ演習場に呼び出すってことは、幻創曲まわりの相談とかかな？

　最近は学院祭準備で時間を取られている分、あまり練習とか出来てないしな。

　一度昇降口から外に出て、野外の来武ライブ演習場へ。

　最大で五千人ほどの観客が収容できる演習場はその辺のちょっとしたイベントスペースよりもよっぽど立派な施設だ。

　入場口から中に入ると、ぐるりと周囲を囲うように設置されたスタンド席と、その中央に配置された直径二十メートルほどの円形のステージが目に入る。

　そのステージ上に花穂はいた。

　ぐったりと横たわった姿で。

　そして、その隣には奴やつが立っていた。憎しみと狂気に満ちた視線で僕を見下ろしてくる。

「張榮威チヤン・ウインウエイッ！」

　なんで？　なんでここに奴がいるんだっ!?

「久しぶりだね、神かん凪なぎタケル君。って言っても、まだ一ヶ月も経っていないんだっけ？」

　口端をいびつに歪めて、張が笑う。見るものをゾッとさせる悪意に満ちた笑みだった。

「僕にはすごく長く感じたけど、キミにとってはどうだったのかな？」

「僕は花穂に呼ばれてここに来たんだ。なのに、なんで花穂がそこで倒れていて、お前がここにいる？」

　張チヤンの言葉は無視して、問いかける。

　張の隣で、ぐったりと横たわる花か穂ほ。さっきからぴくりとも動かない。不安と苛立ちがこみ上げてくる。

「……花穂をどうした？」

　一歩、張と花穂に近づく。張はそんな僕の顔を見ながら、ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべ続けている。

「答えろよ！　花穂に何をしたって訊いてるんだよっ！」

「おいおい、それが先輩に対しての口の利き方か？　大体、人に何かを尋ねる時にはそれ相応の態度ってものがあるだろう？　もう少し常識ってやつを身に付けたらどうだい？　神かん凪なぎタケルくん」

「お、お前っ！」

　カッとなって、拳を握りしめてさらに一歩踏み出す。

「ははは、冗談だよ冗談。そんな熱くなるなよ。彼女には何もしてない。ただ薬で少し眠ってもらってるだけだ」

「本当だろうな？」

　睨にらみつけると、張はやれやれといった感じで肩をすくめた。

「本当だよ。別に僕の目的は彼女じゃないからね。彼女は単なる餌さ。なかなかに強情な性格で言うことを聞かないから、勝手に携帯を使わせてもらったけどね」

「──目的は僕ってことか？」

　あのメールは張のヤツが花穂の携帯を使って送ってきた罠だったってわけか。

　こんな手に簡単にひっかかるなんて！　せっかくメアリーさんが忠告してくれていたってのに……。

「そうだね。キミと、小生意気なキミの妹かな」

　どす黒く濁った瞳で僕を見ながら、張はそう言った。

「それにしても傑作だったよ、こいつは。この前のことを謝りたいからって連絡したら何の疑いもなく、ひょこひょこやって来てさ。それでいきなり弁当を渡してくるんだぜ。あれから一生懸命練習したので今度は食べてくれると嬉うれしいです、とか言ってさ。私でも頑張って練習したらお料理が得意になりました。みんな美お味いしいって食べてくれるんです。結果は努力した分だけちゃんと付いてくるんです。私なんかと違って張先輩はただでさえ奏士トルヴエールの才能があるんですから、これから真面目に努力していきましょう。そうすれば、将来ものすごい奏士になれると思います、だってよ。ほんと、傑作だろ？」

　張の言葉で、花穂が昼休みに言っていたことを思い出す。




『これから会う人に、お弁当食べてもらえないかなって思いまして。色々あるんで難しいかなって気もしますが、信じてみないことには何も出で来きませんから』




　花か穂ほは張チヤンのことを信じようとしていた。張が改心してくれているって。

　教室を出ていく時の緊張した表情から、それがそんな簡単なことじゃないってわかっていたはずで、不安も恐怖もあっただろう。

　けど、花穂は張を信じて、そして張の力になりたいって、あんなに酷ひどいことをされたのに張のことを応援したいって、再起の後押しをしたいって本気で思っていたはずだ。

　だから、頑張って弁当を作って、それを渡して。

　お弁当を食べてもらえれば、自分の想おもいが伝わるはずだって信じて。

　それなのに、こいつはっ！

「そんな怖い顔しないでくれよ神かん凪なぎタケルくん。あんまり睨にらまれると、気の弱い僕は間違って引き金を引いちゃうかもしれないじゃないか」

　そう言って、張は懐から銃を取り出して、眠っている花穂に向けた。

「張、お前っ！！！！」

「ホントにさ、ふざけた話だよな？　なにが真面目に努力していきましょう、だ、クズが。お前らが、お前らみたいなクズがいなければ、僕は今頃華々しいスポットライトの下にいたんだ。それをお前らのせいでっ！」

　銃口が僕の方へと向く。

「ハッ！　お前みたいなクソ野郎が世界中が注目してる奏士トルヴエール研修生で、この僕が無期停学だと？　ふざけるなよっ！　どうしてこのエリートの僕が無期停学なんて辱めを受けなければいけないんだよっ！」

　パンッ！　と乾いた音がした瞬間、僕の足元の土がえぐれて飛び散った。

　少し遅れて鼻に届く火薬の匂い。張の持つ銃口から硝煙が立ち昇っていた。

　張の顔が狂気にゆがむ。

「くっ……」

　これは、少しまずいか。

　下手に動けば銃口は再び花穂の方へと向けられるだろう。

　それは絶対に避けなければいけない。かと言って、ここから飛びかかったのでは、こっちが取り押さえるよりも、間違いなく張の動きの方が速いだろう。

　今の張なら、威嚇ではなく本当に撃つ可能性を否定出来ない。

　となると、誰かに助けを求めるしかないんだけど、目の前で電話なんてさせてもらえるはずもなく。

　どうすればいい？　どうすればこの窮地を乗り越えられる？

　色々と思考を巡らせるけど、気持ちばかりが逸って思考は空転するばかり。

　焦りと緊張から口内がカラカラに乾いていた。

「その顔、またこの前みたいにサル知恵を働かせているみたいだけど、もうゲームオーバーだよ。キミのような低能がこの僕に勝てるはずがないんだから！」

　血走った目を見開いて、張チヤンが声を張り上げる。

「おら、泣け、喚け、謝罪しろ！　僕の前に這いつくばって、顔を地面に擦りつけて謝ったら、心の広い僕は許してあげるかもしれないよ？」

　ゆっくりと狙いを定めるように銃口を動かす張。

　油断をしてくれそうな雰囲気もないな。

　となると一か八か──非常に危険な上に気付いてもらえない可能性もあるけど、これしか手はないか。

　チャンスは多分一回きり。失敗するわけにはいかない。

　静かに深呼吸を繰り返して気持ちを落ち着けてから、僕は高速でズボンのポケットに手を入れ、そのままポケットの中で携帯を操作する。

　画面を見なくても誰にかかるかわかる操作──ショートカットキーを一回右に押して通話履歴の一番上、メアリーさんに気付いてもらえるよう祈りながら通話ボタンを押した。

「変な動きをするんじゃねーよっ！」

　その瞬間、再び張の持つ銃が火を噴いた。

「うがっ！」

　間髪いれずに火搔棒を突っ込まれたかのような熱さと激痛が左太ももを突き抜けた。

　カクン、と膝が崩れ落ちる。

「ほらほら、キミが変な動きをするから指が滑っちゃったじゃないか。僕は小心者なんだから、あんまり怯えさせないでくれよ」

「はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……」

　痛みで吐き気がこみあげてくる。視界がチカチカと明滅している。

　焼けるような太ももの痛みで、全身から脂汗が噴き出した。

　にしても、予想はしていたけど本気で撃つとは。これは、本当に精神的にまずい状況ってことだよな。

　焦るな。焦って失敗するなよ──どうしたって焦ってしまう気持ちを落ち着けるように、自分に何度もそう言い聞かせる。

　さっきの電話操作はぎりぎりで間に合った。すでに僕の携帯はメアリーさんの携帯に繫つながっているはずだ。声が届いているはずだ。

「いい格好だな、おい。キミみたいな人間にはお似合いだよ、その情けなく跪いた姿がさ」

　ニタニタと愉悦の笑みを浮かべながら満足そうに僕を見下す。

　僕が怪け我がをして、こうして跪く格好になったことで張の気持ちに余裕が出てきたんだろう。

　であれば、今はその流れに乗るのが上策だ。

　これ以上、張チヤンが逆上しないように気持ちよくさせ時間を稼ぎながら、何とかメアリーさんにこの場所を伝えないと。

「なにか言ったらどうだい？　それともびびっちまって何も言えないか？　なあ？」

　僕は意識的に情けない顔を作って、張を見上げる。

「張、何が目的なんだよ？　こんな所に、学校の野外演習場なんかに僕を呼び出して、僕をどうしたいんだ？」

　ちょっとわざとらし過ぎたかなとも思ったけど、張は特に気にした様子もなく、

「張先輩、だろ？　年上はちゃんと敬えよ。って、まあ、どうでもいいか。もう先輩じゃなくなるんだしな」

　そう言葉を続けた。

　よし、これでメアリーさんがちゃんと聞いていてくれれば場所は伝わっただろう。

　メアリーさんの見回り範囲を考えれば最短で二分、遅くても十分以内には駆けつけてくれるだろう。あとは出で来きるだけ会話を引き延ばさないと。

「先輩じゃなくなるってどういう意味だよ？」

「簡単な話だよ。神かん凪なぎタケル、お前、奏士トルヴエールを辞めろ。それが僕の目的だ」

「奏士を辞めろ、だって？」

「ああ。今すぐ学校を辞めて、そして奏士になるのも諦めろ。今後、一切こっちの世界に関わるな。苛ついてしょうがないんだよ。お前みたいな低能野郎が勘違いされて、ちやほやされてるのを見るのはよ」

　銃口をしっかりと僕に向けたまま、張が唾を吐き捨てる。

　そういう事か。ずっとエリート街道を歩き続けてきた張にとって、少し前まで奏士研修生として最底辺にいた僕が自分よりも注目されているのが、どうしても気に入らないんだろう。

「断るって言ったらどうする」

「今のキミはそんなことを言える立場なのかな？」

　トリガーに指をかけて今度は右の太ももへと銃口を定めた。

　次の言葉を口にするのは勇気がいるな。けど、仕方がない。少しでも会話を引き延ばすためには必要なことだ。

　僕は覚悟を決めて、張に笑いかける。

「そんな脅しに僕が屈するとでも思っているのか？」

「やっぱりキミは馬鹿だな」

　張の目に冷たい光が宿って、何のためらいもなく三度目の引き金が引かれた。

　響き渡る銃声と駆け抜ける激痛。

「ぐあぁぁっ！！！！！」

　あまりの痛みに僕はその場で転げまわった。

「まったく。すでに僕はキミを撃っているんだぞ？　単なる脅しじゃないことくらいわかるだろうに。それにしても、随分といい格好だな。地べたを這いずっているその姿がキミにはホントお似合いだよ」

　頭上から降ってくる張チヤンの声がさっきよりも遠くに聞こえる。

　血が流れすぎたか？　頭が少しボーっとしてきたような気がする。あまり長い時間このままだと、さすがにまずいかもしれない。

　──メアリーさん、早く来てくれ！

　僕は心の中で祈りながら、なんとか上半身を起こして地べたに座り込んだ。

「こんなに何回も銃声が響いていたら、さすがにそろそろ誰かが駆けつけてくるんじゃないか？」

「だからキミは馬鹿だって言うんだよ。僕がそんな無計画に行動するわけないだろう？　ちゃんと誰も近づかないよう配慮済みだよ」

「くっ……」

「いいねえ、その表情。負け犬にはお似合いの表情だよ」

　まったく、ほんと容赦ないなこいつは。それだけ、僕に対する恨みが大きいってことか。

「ほら、早く言えよ。調子にのってすみませんでした、僕は今すぐ学校を辞めます。今後一切歌姫カンタトリスには関わりません、だから許してくださいって。でないと、またいつ僕の指が滑っちゃうかわからないぞ？」

　これ以上の話の引き延ばしは無理そうか。

　であれば、張を刺激しないためにも、噓うそでも良いからここは素す直なおに張の言葉に従うのが正解だろう。

　そっちの方がさらに時間稼ぎになるのもわかっている。わかっているんだけど……。

　それは出で来きなかった。それだけは出来ない。

　明あ日す香かをずっと守る。花か穂ほもシルヴィさんも、僕の力を必要としてくれる歌姫たちを守り続ける。奏士トルヴエールであり続ける。

　そう母さんの前で誓った。

　だから、それを裏切ることだけは絶対にしたくなかった。裏切ってしまったら、もう二度と自分の演奏が出来なくなってしまうような気がしたから。

　それが、絶対に曲げてはいけない自分の生き方だから。

　──ここでは引けない！

　これが、母さんの言っていた『自分の信じる正義』ってヤツなのかな？

　僕はしっかりと意志をこめて、首を横に振った。

「それは絶対に出で来きない」

「はあ？　なんか変な言葉が聞こえたんだけど、もしかして僕の聞き間違いかな？」

　そして、パンッ、ともう一度乾いた音。音速で飛来した弾丸は銃声と同時に僕の頰ほおを切り裂いた。

「ほら、また間違って引き金を引いちゃったじゃないか。僕は暴力は好きじゃないんだよ。僕にこれ以上、引き金を引かせないで欲しいものだな。でだ──」

　ニタリと厭味ったらしく口端をつり上げてから、

「もう一度言うぞ。今すぐ学校を辞めろ。負け犬は負け犬らしく荷物をまとめて、とっとと日本に帰れ」

「だから、それだけは出来ないと言っている！」

　叫んだ瞬間──轟音と共に腹がえぐれた。ドンッ、と重たい衝撃の後に焼き付くような痛み。

　胃液が食道を逆流して、

「かは……っ！」

　堪えきれずに口からこぼれ落ちた。

「ムカつくムカつくムカつく。ほんとムカつくよキミは。先輩への敬意ってものが無いのか！　せっかく僕が親切に諭してあげているのに反抗的な態度ばかりとりやがって。素す直なおに従っておけば、そんな怪け我がもしないで済んだのに」

　硝煙の立ち昇る銃口を見せつけながら、張チヤンは僕を睨にらみつける。

「それでも、曲げられないものは曲げらないんですよ、張先輩！」

「まったく、さすがに殺しまではしないと思って調子に乗ってるみたいだけど、僕はやる時はやる男だよ？　ホントにゴミ虫がわざわざ僕の手を煩わせるなよ」

　銃口がゆっくりと僕の頭に向けられて、張の人差し指が引き金に掛けられる。

「だったらもう、おしまいにしてやるよ」

　張の怒りに震える声が発せられて、僕はぎゅっと下唇を嚙んだ。

　そんな僕の耳に、静かな演習場の中に、




　──おしまいになるのは貴方の方。




　永久に溶けない氷を思わせるような冷徹で硬質な声が響いた。

　よかった、ちゃんと伝わっていたみたいだ。これで、最悪、花か穂ほは助けられるだろう。




　──Le monde est renouvele par moi世界は私によって書き換えられる




「だ、誰だっ!?」

　後あと退ずさりする張チヤンに僕が笑いかけてやった。

「この新しい世界の神様の登場ですよ」

　その瞬間、世界が一新した。

　見渡す限り白銀の世界。それは、いつかシルヴィさんの創つくりあげた世界。

　でも、こっちの方がオリジナル。完成度で言えば圧倒的に高い。

「な、なんだよこれっ!?　なにが起こってるんだよ！　お前、何をした!?」

　絶叫する張の右手がまずは凍りつく。これでもう、張が銃を撃つことは出で来きないだろう。

　やっぱり凄すごいよな。さすが宝石歌姫ビジユカンタトリスだ。

　助けに来てくれたことのお礼を言いたいけど……ちょっと、これは無理っぽいな。

　視界はすでに何も見えず、感覚もほとんど失われている。

　全身が震えるような冷たさの中で、血が溢れ続けている両腿と腹だけが焼け付くように熱い。

　──花か穂ほのこと、よろしくお願いします。

　何となく近くに気配を感じたので、そう言葉にして、僕の意識はブラックアウトした。





　　◇◇◇






　汚泥のようなどろどろした何かに全身が沈み込んでいくような、そんな不快な感覚の中、ふと頭上に光が見えたような気がした。

　続いて聞こえてくるのは旋律。そして声。

　僕の名前を呼ぶ、誰かの声。

　それはとても必死で、悲痛で、今にも壊れてしまいそうな、そんな危うさを感じさせる声だった。

　だから、僕は手を伸ばした。

　絡みつく粘度の高い泥のプールの中から浮上しようと精一杯もがく。

　もがくたびに嘔吐感や激痛が襲ってきて、意識を奈落へと突き落とそうとする。

　けど、悲しみに彩られた旋律をただただ目印に、僕は必死に手を伸ばした。

　この旋律を決して見失ってはいけない。

　この旋律を見失ってしまったら、きっと後悔する。自分で自分が許せなくなる。

　だから、たとえどんな苦痛に苛まれようとも、どんなにもがき苦しんだとしても、必死に手を伸ばし続ける。




　──やがて、その旋律は大きな光となって僕の身体を包み込み、まるで春に植物が芽吹くようなエネルギーの奔流となって僕の中へと入り込んでくる。




　そして、僕の意識は混沌の中から浮上した。

　まぶたを開けて、最初に視界に飛び込んできたのは花か穂ほの泣き顔だった。

　真っ白な顔色で僕の顔を覗のぞき込みながら詩を口ずさむ、そんな花穂の泣き顔だった。

「……か、花穂」

　かすれた声が響いた。その声はいつも聞いてる自分の声と違いすぎて、一瞬誰の声だかわからなかった。

「た、タケルさんっ！　よ、良かったぁ、気がついてくれて……」

　僕の顔を見て、さらに花穂の顔が歪む。大きな瞳からは次々と大きな雫がこぼれ落ちる。

「ええと、僕は……？」

　少し記憶が混乱しているようだ。ここは──演習場、かな？　なんで僕は演習場で倒れているんだ？

「タケルくんは銃で撃たれたの。それで意識を失っていた」












　もうひとつ、花か穂ほ以外の声が聞こえてきて、そちらに視線を移す。そこにはメアリーさんが立っていた。

　そしてその瞬間、すべての記憶が戻ってきた。

「ああ、そっか。メアリーさんが助けに来てくれた所で僕、意識を失っちゃったのか」

　なんか、シルヴィさんの時もそんな感じだったな。

「気分はどう？」

「大丈夫、だと思います。かなり気持ち悪いですけど」

　今動いたら、胃の中のものを全部戻してしまいそうだ。

「さすがね、山やまの辺べ花穂。あなたの治癒魔法は世界でも最高レベルのものだと言えるわ」

「そっか。花穂が治癒魔法を使ってくれたんだ。ありがとう」

「と、当然です。だって、私のせいでタケルさんが……っ」

　花穂は僕の手をぎゅっと握り締める。その小さな手は驚くほど冷たくて、ぶるぶると震えていた。

「ごめんなさい。私が、私が馬鹿だったから。張チヤン先輩がこの前のこと謝りたいって連絡してきて、改心してくれたんだって思って……本当はもっと警戒するべきだったのに、のこのこ会いに行ったりして……それで、タケルさんがこんな目に遭っちゃって……」

　僕が意識を失っている間、相当不安だったんだろう。

　顔色が僕よりも悪いんじゃないかって思えるくらいに蒼白で、手の震えは未だ収まらない。

　だから、ほんと良かった。ちゃんと戻ってこれて。花穂をこれ以上悲しませないで済んで本当に良かった。

「ごめんなさい……私のせいで……私が信じたばかりに……」

　僕は自分を責め続ける花穂の手をぎゅっと力強く握り返した。

　残ってる力を総動員して笑顔を作る。

「でも、それが花穂の良いところなんだよ。なかなか出で来きることじゃないぞ。自分をあんな目に遭わせたヤツのことを許して、そして信じようと思うなんてこと。僕だったら絶対に出来ないしさ」

「それは私が甘かっただけで……っ！　出来ないのが普通なんですっ！」

「だから、その甘さが、その優しさが花穂の良い所なんだよ。誰にも真似できない、花穂の強さなんだ。花穂は張先輩のこと、信じたいと思ったんだろ？　そしてまだ信じたいと思ってるはずだ」

「…………」

　花穂は何も言わないまま、じっと僕の顔を見つめていた。

「花穂はさ、そのままずっと変わらないでいて欲しいかな。その優しさをずっと無くさないままでいて欲しいかな」

「でも、それでまたタケルさんが危険な目に遭うようなことがあったら。私、それだけは絶対に嫌です！」

「今回は僕のミスでもあるんだ」

　花か穂ほからメールが来て、それを疑いもせずにいきなり駆けつけてしまった。

　メアリーさんからあれだけ忠告されていたと言うのに。

「だから、僕ももっと強くなる。花穂が花穂のまま、誰にでも優しくて、甘々で、そんな花穂でいられるように、そんな花穂を守れるようにもっと強くなる」

　花穂の頰ほおへと手を伸ばして、親指で花穂の涙を拭う。

「だから、もう自分を責めるのは止めてくれると嬉うれしいかな。誰がなんと言おうと、花穂は素晴らしい。僕はそう思ってるんだから、そんな花穂のことを花穂自身が責めないでくれよ」

「……タケルさぁん」

　ぽろぽろと涙を流しながら、花穂は何回も頷うなずいた。

　僕はそんな花穂の頭をそっと花穂が泣き止むまでずっと撫なで続けた。





　　◇◇◇






「お世話になりました。助かりました」

　花穂と別れた後、僕はメアリーさんと一緒に帰宅の途についていた。

「油断大敵。せっかく忠告したのに」

「あはは、それに関しては本当にすみません」

「でも、無事で良かった。かなり危険な状態だったから。山やまの辺べの魔法がなかったら正直危なかったと思う」

「あ、そう言えば、また規則を破らせちゃったんですね、僕」

　個人的な理由による魔法の使用の禁止。それは規則で定められていることで。

「今日のは仕方ない。緊急事態ってことで宝石歌姫ビジユカンタトリスとして私が承認した。だから、責任は私にある」

「何から何まですみません。本当にありがとうございます」

「これで、貸しひとつだから」

　そう言ってメアリーさんはほんの僅かだけど笑みを浮かべた。

「そう、ですね。何かの機会があった時に絶対に返します」

「タケルくんがフランスに来てくれればそれでいい」

「それは、まだちょっと……」

「冗談。別にそこまで恩に着せない。さっきのやり取りを見て、タケルくんの演奏の秘密が少しわかった気もしたから。私的に収穫はあった」

「僕の演奏の秘密？」

　さっきのやり取りって、どれのことを言っているんだろう？　別に特別なことは何一つしてないはずだよな？

　僕は首を傾かしげるけど、メアリーさんは微かすかに口元を緩めるだけだった。

「あの、そう言えば張チヤンのことなんですけど」

「彼は私の方からしかるべき組織へと引き渡した。もう、タケルくん達の前に──と言うより表舞台に現れることは無いと思う」

「そうですか……」

　やっぱりそうなるよな。セプテンバーエリミネーションのアレだけでさえ無期停学処分になっていたのだ。

　今回はさらに罪を重ねた。どんなに寛大な処分を下したとしても、もう奏士トルヴエールとしては終わりだろう。

「張榮威チヤン・ウインウエイ。一歩間違えれば私たちだってああいう風になってしまうかもしれない。だからこそ、今回犯した罪は絶対に許すことは出で来きない」

　メアリーさんは強い調子でそう言葉にした。

　僕たち、歌姫カンタトリスと奏士は特別な存在である。

　それは紛まぎれも無い事実で、特別な存在だからこそ、心を強く、正しく持たないといけない。

　特に張は奏士として優秀だったからこそ、無期停学だなんて自分の経歴が傷ついたことが許せなくて、しかもそのキッカケになったのが僕のような平凡な人間であったってことが尚更許せなかったんだろう。

「怖いですね」

「うん。力を持つってことはとても怖いこと。権力や力を持ってしまったからこそ、壊れてしまった人を私は沢山知っている」

　それは宝石歌姫ビジユカンタトリスだからこその重たい言葉だった。

「そして、そんな心の弱さを利用する連中も存在する。言葉ひとつでそそのかして、人間を捨て駒のように扱う、そんな連中が」

　メアリーさんはぎゅっと下唇を嚙かみ締しめた。

「もしかして、今回の張も？」

　嫌な想像が脳裏に浮かんでしまって、メアリーさんに問いかける。

「事実はわからない。けど、ＩＣＣが管理する病院から抜け出すことは決して簡単じゃない。一介の学生がひとりで出で来きるようなことじゃない。だから、気をつけて」

　今までの忠告以上に真剣な眼まな差ざしで僕を見るメアリーさん。

「張チヤンはＩＣＣが管理している病院から抜け出した。そして、その病院には基本的にＩＣＣ関係者しか入ることが出来ない。だから、このあとも何かが起こるかもしれない」

　その言葉はとても重たくて、僕は無意識のうちに固く拳を握りしめていた。






outro　─迎える朝と女の戦い─









　張のあの事件があった後、僕たちはさらに警戒のレベルをあげて見回り活動を続けた。

　一方、学院内は学院祭が近づくにつれて上限が無いのではないかと思ってしまうほどにテンションが高まっていった。

　さすが常にお客さんに見せ、お客さんを魅せることを意識したカンタトリス音楽院と言えるだけの校内の飾り付け。

　学院祭にあわせて神楽かぐら特とつ区くの街自体もお祭りのような雰囲気になっており、みんないやが上にも気分が盛り上がっている。

　そして迎えた学院祭の当日。

　僕は明あ日す香か、花か穂ほ、シルヴィさんと一緒に登校していた。

「いよいよですね。私、昨日興奮しちゃってあまり眠れませんでした」

「まあ、気持ちはわからなくもないわ。さすがのわたしも興奮気味だったし。どうせぺったん娘こも眠れなかったんでしょ？」

「ふ、ふふん。私はちゃんと眠れましたよ。ふたりみたいなお子様と一緒にしないでください」

　シルヴィさんが無い胸を張って得意げに言った。けど、

「その割には目が真っ赤ですよね～。眼の下に隈できてますし」

「バレバレの噓うそを吐いちゃうところが、やっぱり一番お子様だよねー。ま、その胸がわかりやすく一番お子様ですって証明してくれてるみたいですケド？」

「な、な、何を言いますかこのブラコン女！　は、初めてですよ……ここまで私をコケにしたおバカさんは……」

　明あ日す香かの挑発にシルヴィさんが拳を握りしめて、ぷるぷると小刻みに震える。

　相変わらずの光景で、本当にこの三人は仲良くなったなあ、とかぼんやりと考えてちょっと嬉うれしくなってしまう。

　シルヴィさんに友達が出で来きたことも、明日香にこんな風に自然体で接する事のできる仲間が増えたことも。

「まあまあ、明日香さんもシルヴィさんも落ち着いてください。せっかくの学院祭の日なんだから喧嘩しないで楽しく過ごしましょうよ」

　そして、なんだかんだ言って三人のまとめ役になってるのが花か穂ほなのがちょっと面白かった。

「そういえば、へなぽ娘このチームは占いやるんだっけ？」

「はいです。結構本格的ですよ」

「それじゃあ、休憩時間に占いしてもらいに行こうかな」

「はい、大歓迎です」

「兄さんと一緒に相性占いをしてもらいに」

「うぅ、それは……」

　複雑そうな顔をする花穂に、明日香が小悪魔っぽく笑う。

「もちろん、不正は無しだからね。結果は正直に言うこと。ＯＫ？」

「わ、わかってますよ。不正はしません」

「それなら私もタケルとの相性を見てもらいます」

「シルヴィさんまで。だ、だったら私も自分でタケルさんとの相性を占います！」

　いや、自分で自分のことを占うのはどうなんだろう？

「ふふん、なら勝負ね。三人のうち、誰が兄さんと一番相性がいいか。で、この勝負の結果が一番良かった人が最後のダンスパーティーで兄さんと一緒に踊れる、ってことでどう？」

　明日香が挑発するように花穂とシルヴィさんを見回して、

「わかりました。望むところです！　あなたがでかい口を利けるのも今日までです！」

「入学当初からずっとパートナーを組んでいる私とタケルさんの相性の良さを見せつけてあげますから！」

　バチバチバチと三人の間で火花が散る。

「あの、ちなみに僕にダンスパートナーの選択権はないのかな？」

「「「ないですっ！」」」

　ぴったりと三人の声が重なる。

　ほんと、息ぴったりだなこの三人は。

　何はともあれ、これから楽しい学院祭が始まる。たくさんの仲間達が毎日一生懸命準備をして、今日この日を迎えたのだ。

　だから、そんなみんなの努力を絶対に無駄になんかはさせない。

　なにが起こるかわからない。なにも起らないのかもしれない。なにも起こらなければそれが一番良いのは当たり前のことで。

　でも、なにが起こったとしても、今日一日、絶対にみんなの笑顔を守り通す！

　固く、固く、僕はそう心に誓った。





　　◇◇◇




















　学院祭の開会を一時間後に控えた学院長室には、ふたりの宝石歌姫ビジユカンタトリスが居た。

　カンタトリス音楽院学院長であり神楽かぐら特とつ区く宝石歌姫の東雲しののめ詩し乃の、そしてフランスの宝石歌姫であるメアリー・マルソーである。

　学院祭の最終準備で盛り上がっている生徒たちを窓から眺めている詩乃の背中にメアリーが言葉を投げかける。

「さっき本国から連絡は入った。昨夜未明、セントポール大聖堂に冷凍保存されていた彼女の身体が消失したって」

「えっ？」

　驚きと共に詩乃はメアリーを振り返った。

「彼女の身体が……消えた？」

「ええ」

「でも彼女の身体はＩＣＣにおいて最重要管理レベルに設定されているはずよ。簡単に持ち出すことなんて出で来きないはずでしょ」

「でも失くなったのは事実」

　淡々と語るメアリーに詩乃は表情を硬くする。

「敵は内側に居るってこと？」

「なにを今更。ＩＣＣが一枚岩じゃないことくらい、詩乃も理解しているはず」

「それは、そうだけど」

　まさかこの段階で、このレベルでの行動を起こしてくるとは思っていなかったのだ。

　ここまでしてしまったら、もう後戻りは出来ない。上う手まいこと有耶無耶に出来た音楽祭襲撃の時とは次元が違うのだ。

「目的はやっぱり」

「人形の作成、だと思う」

　その結論に行き着いて、ふたりの表情が重苦しいものへと変化する。

「もしそうだとしたら、最悪の事態ね」

　彼女を素体にして造られた人形だなんて、詩乃は想像もしたくなかった。

　今でも深く刻みつけられたままの心の古傷がジクジクと痛んで、無意識の内に胸を押さえてしまう。

「彼女の身体を盗み出した連中の本当の目的は何かわからない。けど、まともなことを考えていないのはわかる」

「……最悪五年前の再現、か」

「いきなりそこまではしてこないと思う。でも、近いうちに大きな事件が起きるのは間違い無いと言える」

「さしあたっては今日ってことね」

　詩し乃のはもう一度窓の外に視線を移して、唇を嚙かみ締しめた。

　子供たちにとってもっとも楽しくて将来の思い出に残る大切なこの日を、大人たちの都合に利用するなんて──そんな思いが激しい怒りへと転化される。

「そう。反歌姫カンタトリス団体の起こす騒動を陽動に何かを仕掛けてくる可能性が大きい」

「ターゲットは私か」

「それと姫ひめ咲さき明あ日す香か。もしかしたら私もかも」

「敵になりそうな所の宝石歌姫ビジユカンタトリスをあらかじめ潰しておこうって寸法ね。ま、こっちも伊達に宝石歌姫を名乗っているわけじゃない。簡単にやられるつもりもないけど」

「だからこそ、今日を選んだ。そして、彼女の身体を盗み出した」

　その言葉の意味を理解して、詩乃はぎゅっと拳を握りしめた。

「ねえ詩乃。もし、彼女が再びあなたの前に姿を現したら、あなたはもう一度彼女と戦うことは出で来きる？」

　いつもと変わらぬ淡々としたメアリーの口調。

　でも、そこには強烈なまでの強い意味が込められていた。

　お前は戦えるのかと？

　お前は役に立つのかと？

　詩乃は一度小さく息を吐き出して、それからゆっくりとメアリーを振り返った。

「あんまり私をバカにしないで欲しいわね、電でん子しの翠すい玉ぎよく。もう一度戦えるかって？　そんなの当たり前のことじゃない」

　そして詩乃は不敵に笑ってみせた。いつもの学院長として優しい笑顔でも、タケルと馬鹿話をしている時の楽しそうな笑顔でもなく、宝石歌姫としての苛烈で壮絶な笑み。

「戦うどころか、もう一度殺してみせるわよ。相手があの姫咲ヒミコだとしてもね」

　強い意志を込めて、はっきりとそう言葉にした。





あとがき




　お久しぶりでございます、雨あめ野の智ち晴はれです。

　久々にやってまいりましたよ、このあとがきという苦手な作業が。

　三巻を出させていただいてから色々と他のお仕事などが忙しくなってしまい、半年ぶりの刊行となりました『詠う少女の創楽譜フルスコア四巻』、皆様に忘れ去られていないかそれがもう心配で心配で。

　ちなみに僕はあとがきの書き方をすっかり忘れておりまして、完全ノープランで書き始めてすでに方向性を見失い途方にくれております。

　あとがきを面白おかしく書ける作家さんとか本当に尊敬しますですよ。僕ももっと上手に書けるようになりたいものです。本編共々。

　ってことで、四巻本編の内容に軽く触れたいと思いますが、今回は気がついたら怒ど涛とうのデート回になっておりました。

　いいですね美少女とのデート。いいですね美少女とのイチャラブ。温泉とかあ～んとかプリクラとか手て繫つなぎとか。

　けど、デートとかイチャラブとかどうすれば現実の世界で出来るんですかね？

　そもそも何をすれば女の子と出会い、会話をする機会が得られるんですかね？　世の中は謎なぞだらけです。まあ、まずはパジャマから着替えて部屋から出るという、非常に高い壁を乗り越えるところから努力していきたいと思います。

　ａｍａｚｏｎさんと出前館さんという僕の二大メル友が「ご飯だろうと雑貨だろうと何だってネットで連絡くれれば、キミのために部屋まで届けてあげるよ」って優しく誘惑してくるので、その壁を乗り越えるのはかなり難しそうですが！

　あれれ？　四巻の内容を説明していたはずが、いつの間にか僕のメル友自慢になっていましたよ、びっくりだ。

　そんな感じで、そろそろページも埋まって参りましたので、以下謝辞です。

　いつも素敵なイラストを描いてくださるたにはらなつき先生、編集の庄しよう司じ様に新しく担当に加わってくださった神かみ長なが様、アドバイスをくれたり息抜きに付き合ってくれた知人の皆様。皆様（と二大メル友）のおかげで僕はなんとか生きていけています。

　そしてなにより、この本を手にとっていただいた読者の皆様。本当にありがとうございます！　少しでも皆様の期待に応えられるよう精進していきますので、今後共お付き合いいただけたら幸いです。

　ああ、そうだ。ツイッターとかもやっていますので、もし良かったらフォローとかしてくださいね。ツイッター上での作品の感想とか、合コンのお誘いとか、合コンのお誘いとか、合コンのお誘いとか待ってます！　それでは、５巻でお会いできることを願って。
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